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中野市安源寺遺跡緊急発掘調査報告

長野県中野市教育委員会
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安源寺遺跡の調 査 に寄せて

今回県遂の護側工撃にともない、 安源寺巡防の調査が行わ払 とζK報告枝出版のはとびになっ

たととはよるとばしν、。

ζの調査K当分て県土木部の御援助と調査に当った各位のな骨折K対して摩〈御礼申しめけ光い。

人聞の生活の営みは~;Ô‘~;Ô噛観念ものである。場在でもどのような山間悌也でも水のらる所に

は必ず人間が住みついて、そとK生活の営みがある。そして皆同じよう な顔つきをしていて、向じ

ような生活をしているのが不思議な気がする時さえある。しかし現在のとの同じような顔つきの裏

κも、向じような生活のなかKも過去数千年、数万年の天候と自然条休また他民族または他部落
との苦しい戦いと生活をJIf1しての人間性の培・かいの股史が桜み尉2られている笹である。

との遺跡を調査するζとにより、古代先人のとの生活を掘b起して、その喜びと悲しみ、 苦しい

戦いの姿を呼び起して現在の自分遂の立っている場所を確かめたいものである。

御援助いただいた各方面と直接調査Kあたられた各位K感謝して序文とする。

昭和 42年 3月 20日

中野市長丸 久 雄山
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自然の!l恵を畦ーの生活条件として、自然の偉大な力を畏敬し、適応い利用する事K努めた我

我人類の祖先溜ま、太紛と水K恵まれた居住地を祭し求めたρ そして、やがては自然に挑戦しとれ

を征服しようと努力工夫する歴史的な繰り返しの中から、人類の文化は次第K成長し発展してきた。

序

しかいそれらの文化財も時の流れと共Kいつとはな〈地下に埋没い大地に抱かれて静かな眠
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タを続け幾皐思今日K到った。

近代社会の，色、激な発厳によって、地法開発の現実的要求から、心ならずもとがら貴重な遺跡:を発

搬せざるを得ない場合が次第K多くなっb 中野市安源寺巡跡、緊急発搬調査もその一つであゐ同

地域は中野市の商端を眼る高丘・長丘両丘駿の接点K位lA土地高燥潟斜踊の目ざし暖かに、眼下

、4

Kは広々とした揺徳図闘を一望のも とItLJ灰め、往音速澗湖として満々たる水a:湛えていたであるう

ととを思えば、 突に水陸の恋み豊かK、げK美し国として最-も快適の庖住地であった司王は想像K難
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くない。

現に発掘尚査の結集、1万年以前の旧石器時代から近世中楽に到るまでの巾広い年代層の遺跡地

として、県下にも数少ない貴重な存在である事が知突にとれを立証しているととと思う。

今回の遺跡発銀はお県道中野愛野線の鉱巾工事の為岡地絡の土地を切タ取ったその断面から、

数多くの土器、石混と平安時代の竪穴住風上と官、われる遺跡を、(z，え土中学校教諭金井汲次氏が発見

した事K絡を発する。たまたまとの事ls.新聞紙上に報道され、直接工事の責任者である中野建設事

務所Kど進感、ど心配をお、かけする拳~Oまった沙k 結果的にはそれが零いして胤・教育委員会の社会

教育主事林茂樹先生が現地を視察され、貴重な遺跡であるから発拠調査して資料を保存する必要が

ある容を確認された。林先生は早速県土木部と連絡をとられ、県の事業として推進すべ〈設計見積

りをされ、積々関係当局の聞を奔走され、各方面のど理解を待て、娠の委託感染・として中野市長と

中野建設事務所長との聞に契約が成立して、中野市教育委員会がとの発掘醐査を爽拾する容となっ

た次第である。どのような些細な事業であっても、それを完成するまでKは準備の劇溶から実施の

過程を経て完成に至るまでには、陰ItLI場K表K立を)¥~長を支える多数の人々の厚意と努力がなけれ

ばならない。ま して斯様な学術的な調査研究K於ては向更である。本格的な発御鯛査にtJゆるまで

の予備調査の段階に於て銑K然りである。休日を利用して高社中学佼の金井教頭が同校の郷土クラ

ブtえを動ぬし協力していただVJtfDで本調査ハゆ準備は着々整えられ、次第K発掘Vc対する期待と自

信が尚ま夕、ζの聖路Z誌の意欲的導火線ともなった。それはちょうど3月下匂の窃であった。

その後、との予備調査を基礎資料として諦査計衝が進められ、制査団の構成もでき地域の方 の々

理解ある協力によって調査本号sを安源寺消防詰所K置く事も認められ、 5月27131tLは本絡的調査

3，500 m'にわたる広大な地域の発銀調査を進めなけ

ればならないのであるから、人失を集めるた吋でも容易念事ではなく事務局の戦負の苦労は益々な

の第1歩を踏み出す容ができた。

それから 15日偽1限られた日数の間K、



らぬものがあった。しかしそれκも泊して調査聞の方々の努力はよりーl蕗甚大なもので、時夫の臼

は速日傘い炎天のもと力、埋蔵物のるる地点の地は 1枚1枚簿紙をはがすように繊細で根気を必援

とする仕事を続けられ、雨の日Kは本部K縫って土器開ハとそれが復元の仕事に心血を注が払少

しでも多〈その時代の姿を究めようとする学究的意欲κは何人も頭のさがる思いであった。杭』そ

のよK、夜は宿舎K引き上げても明日の計画の打合せや今日の発援物の研究討議ゑ蛇詮等K真κ昼

夜をわかたぬ精進を統けら払このような努力K支えられてそれぞれのパートKよる トレンチの発

掘f牒も次第K進私自とともに数多〈の逃物を得b 膨大な土器と石紘それκ予定しなかった

; 弥生土拡墓;24~怠中也、 近世土葬誌中世火葬基等10数遺告を発縦したo ;まだ鑓気減うかK思われる

人管の埋葬されたものを発見、今も普も変らぬ人間終潟のはかなくも郵ハ姿K緩い思わず襟を正

した。僧イ呂にか願いして亡者の供養築抱を祈る催しを行ョた窃もあった。人骨について、その道の

権威信州大学医学部呑鼠$勢助教授の来援を待て貴重な研究資料として今後の解明をまつ事Kなっ

たρ 発纏調査の評価、発掘物や遺跡、の汚務・考証Vてついては調査員諸氏の専門的な立場からのど報

告をど覧いただきたい。

調査団は学校その他の勤務や職業K従喫されて居られる方々でありますので、その後多忙な戦務

のるい間をみて研究整理され考察を述べられたもので、 ζの大部の報告樹ま突にとれ等の方々のff

と池の結晶とも申すベ〈考古学研究K対ずる底感な研究心ゅ賜物と心から敬意を脅する次第である。

最後にとの発御制査のため陰の力として記録κとどめられないが心からなるど協力を賜わった地
元の方 、々 青年臥高社中学郷土クラフ¥中野高校歴史研究組飯山南高校考古クラブ、飯山北高

校地歴部、屋代高校地竪部等々数多〈の方々K深甚なる感謝を捧げ、多大念る成燥についてど報告

取し上げる次第です。

昭和 42年 1月 1臼

中野市教育委員会教育長
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安源寺遺跡調査結果発表にあたって

県道中野愛野線は、画道18号粧の開通Kよョて長野方面より中野市を経由L，.，山ノ内温泉郷台よ

び上信越高原画立公闘の中心である志質高原に通ずる重姿務般道路であタます。殊K近年は関東、

関西方面よタ貸切パス、 自家用車などκよる観光客が急、婚L，.，泊ハ将来Kは一日の交通量が 3.000
台Kなろうと推測されています。ぞとで本路線の緊急整備が必要と念り、昭幸日40年度から調査段階

に入りましたカ入ちょうどζの計函路線の中K普から知られている安源寺遺跡の一部分が含まれて

いる拶がわかタました。そζで中野市教育委員会に相談したととる、 i腕怯捜放されていて始めて

価値のあるものであるとの療で、中身納得してもらえ乏せんでした沙人路般滋定上どう してもさけ

る惑ができ念いなら臥 ζの際発掘調査をして記録保存したいので協力を願う旨申し入れがありま

した。私共もとのような重袈な遺跡の保存の必要性を事長〈認識してはかタますれ一方道路監備を

;治述に促進しなければならない立場として、立地条件から絡紙駿更は難かしい状況にあタま した。

その後、県草子よび困の関係者κ著書情を説明した結来、吉宗い深い理解のもとにとの糊査貸として50
余万円が認められましたρ そζで市の教育委員会と調査の方法、調査時期等打ち合わせをして、中

野市に委託調査をか頗いしました。

昭和41年5月から現地調査K入夕、資料の収集と調査結果の取りまとめが始められましむとの

間関係各位の非常な熱意と、たまたま現場視察の折に拝見した遺跡発掘時の慎重なる取り扱い等改

めてその韮袋性を原じ、私共も非常K良い勉強になりました。

そして着手以来倒係者の皆様Kは幾多な困難を克綴して、多様多綴な貴重なる上古代の土器・石

~・ ・ 動t . 住居祉 ・ 撤ti;~よび人材等の資料が発掘され、 ζれが完全に島理されてととκ発表され

る段階K1iりました績は、関係の一人として非常K喜んでいる次第です。本資料がよ古代の歴史を

2識し、後世のためK良き参考と1iれば、我々一同工ー事関係者として彩子のが手伝いをさせて恥、

た成果が現われたものとして嬉しく 存じます。

終りに、本調査K協力くださった風県の方々、まえ笑際K調査κるたられた関係者κ傑〈謝意
を表すと共V亡、総くな礼を$しよげます。

昭和 42 ~手 5 月 20 日

長野県中野建設事務所長

土 屋 年
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中野市安源寺遺跡緊急発掘調査報告

中村二郎・金井波次 ・金井喜久一郎

小野沢捷 ・小池正彦 ・下平秀夫 ・

松沢芳宏 ・高橋桂・川上元・関孝一

桐原健・出川孝生・ 笹沢浩 ・興津正

朔・林茂樹・香原志勢 ・中村登流・

西沢寿晃

第 1 章 環 境

第 1節 安源寺遺跡周辺の地形・地質

安源寺透跡F使節の地質

「月IJ所婦J :様式地は中野市更科熱作用をうけて灰色支えは暗青色を呈するを質頁岩である。

板状K割れやすく、走向N20-30oE、傾斜15-20oNWで、 紛岩K接するととろほど、掛ハ変

質をうけている。

本地域の別所j曹は、中野市東科から同iお途κわたョて小分布するのみである。 したがって明らか
な地質構造はつかめない。 (ζの岩体の選入時期κついてたI、内村グループ(1957 HCょ。て、 JJIJ
所婦の准綴末期から背木履の時代と推定されてwる。)

安源寺遺跡西部の地質

本地域κ発達する新生代層の綴停は第1表のとお‘りである。

「大}I脳J :様式地は長国村上今井より赤i:iKi通ずる道路。

届序:上今井~赤塩間Kおいて約500m。

本越は主に砂醸と舘岩から念るカ入泥岩と白色凝灰岩をは

さむのヵ:特徴である。砂岩は制粒~中粒である治人中粒が最

も多く、貨灰色・管灰色・灰白色を呈lA軟弱で凝灰岩質の

部分も認める。燦岩は磁砂岩・ ・粘板岩・珪岩・チャートなど、

よく円磨された古生障起源の岩石のほ効、広〈中央隆起帝K

基底溶岩として分布する銀色安山岩・紛岩・石英飲緑岩など

年代

現世

首長

積

t位
........・ー....且回H

鮮
新
世

層 序|

f中 談 民益

民状地l畜及び段丘堆獄溺

重量 野 tm 

E藍 警民 J弱

大 JlI !現

筋一袋安源寺江t~

西部新生代周序荻

の細傑~中僚から念るtJえまれに人頭大のものから、2悦前後の安山岩の巨操もみられる。 とれら

は組殺の砂Kよョて修策されている。泥岩は下部ほど多くはさまれへ暗灰色 ・背灰色・8長補色を縫

いかなタ凝灰貨の部分もあb、 ととる('Cよっては磁石殺を散在している。

組川付近で(rl，泥岩中Vζ泥岩-1Jll炭の簿j通がはさまれている。通光寺付近では 2-3mのj寧さの

白色の石英安山岩質凝灰岩治人砂岩・iA岩と互局している。との白色凝灰岩はよ く北方へ連続して



鍵j選となっている。

斉藤他(1963 )はとの白色凝灰裁を本層下部の最上部に含め、その上限をもって本層を下部と上

部に分けている。したがって、ヨド腐は斉藤他のいう大川層の上郡j曇K対比される。本層のー紋傾斜

は300内外で、道光寺~上今井にわた夕、1本の背斜構造と 17.ドの向斜構造を認める。

「屋敷居J:模式;地は豊田村替佐より古牧Kわたる千白川活様

層序 :古牧~永江間Kおいて、約450m。

本溜の下限は替佐断層Kよって大川婦と接している。岩相は、主として大小不規則な安山若塊を

含み無!露理の凝灰角線岩からなるが、凝灰岩・砂治 ・様岩君主どをはさむ。凝灰角燦岩を構成する

角擦は、1$"灰色 ・赤紫色 ・資褐色をE呈する複輝石安山岩が最も多いカミ長柱状の角閃石を含む灰褐

色で、組票ぎな安山岩もみられる。古牧付近では、緩輝石安山岩の凝灰角燦岩~火山角線岩からなる

が一部Kは黒雲母を含む、石英安山岩質の白色~淡灰色の凝灰岩がはさまれている。

鬼叙の千曲川浴俸の断患では、高宇土火静告を梅幸成する角線と全〈同質な角擦を認める。 ζのとと

は、麗敷j習の稔積当時から、高社火砕曜の活動が始まっていたことを物語るものである。

はさまれている泥岩や砂岩は一般K凝灰質で、ラミナが発逮し、火山岩塊と接するととろでは顕

著と念る。

一紋K上告Eの傾斜は10-Z00VCすぎないが、 下部KなるKつれて傾斜を婚し、永江付近での走

向と傾斜はN340 E、300SWを示している。

「盆;野鼠J:;儀式地は中野市安源寺の採泥場

層序:模式地では約30m 

下位の屋敷!務K整合Vζ湾協する。下音~rj:淡資色~EX.褐色で、 局理のはっきり しない粘土状の泥岩

が優勢であるが、上部iは細粒~中粒の砂岩または、灰白色の凝岩をはさみ比較的規則正しい層建

を示す部分が多くなる。泥岩と~岩とが鱗状の!議還を示すととろでは}欝理面Kしばしば茶褐色の酸

化帯を認める。砂岩の特徴は、 71く~の黒雲母片を含み、また凝灰層Kなる と ζろでは、安山岩の直

角線-!!li.円車告を点在している。多量の軽石を混じえた部分は、クロスラミナが馨しく発達する。中

野市し尿処理場海方では、砂岩・泥岩.凝灰岩~農業灰角燦岩からなり、 との凝灰角最終岩中には、最

大50c慣の砂岩・泥岩の偽円擦を混在している。

中野市安源寺遺跡の地点では人下部は縞状を呈する泥老若と砂岩で、上部は国結度の低い燦庖から

念る。との線層の機種 ・粒径・円磨度等の測定(設1)結果は表示したとお、りである。(第2表)

本傑騒の燦の由来K関しては、安山岩は判定し難〈、現在栂仲である払石英閃縁岩・石英斑

岩・基底溶岩等の燦は、その岩質が河東地域K介布する岩休と金〈間質である。とのととから、本

欄習の礁の大部分は河東地域から供給されたものである。

宮沢(1963 )は、本j議中より珪淡化石として次のような化石を報告しているo
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石英閃縁岩 3 

石英斑岩 2 

チ ャ ー ト 3 
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粒 径

階 級
護も合率
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大 燦
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4 -16.11 

」

円段I!t

階級 混合率
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角傑 5 

亜角線 95 

円瞭 。

議 2 ~長 鐙妻子勉 上 部樹脂破酒、組後、円 膨皮鍬他章受

山砂シ Jレト送局(1960 )にほぼ対比される。

制服の主な措油機造としては、 1ラMつ背斜構造上ふたつの戸刷機造とがある。とのほか1、2

の小規模な背斜 .向斜が存在する。

長丘背斜 :ζの背斜樹立、北錨は古牧付近で、千歯川東岸の笠保・大俣をとbり、南端は立ク詑

K主Pよ.s;。ほほN300 E方fOJK走る背斜構造で、長丘丘陵の地質事詩造を支配していと同

上今井向斜 :ζの向斜樹ま、千曲川西岸Kおって、 長丘背斜紡と議定する向斜彬進であふ北F績

は深沢付近から替佐をと$'j:)、湾総は上今井K会よぶと推定される。本向斜輸はニッ石付近で後述

の替佐断1必K切断されている。

片福向斜 :との向斜脚i'iヰヒ織は図表付近で片塩を)!li.り主主間K$>よぶ。ほほNE-SW方向K;iEる

rl>:劇構造である。向斜j謝lの南東灘は片犠では150内外の緩傾斜であるカ九安源守付近からその度を

~ L-- 1春闘ではω。-..700の，t急傾斜を示す。

本地械には、主な断I必として替佐断f婦がある。このほか長丘丘陵の来蹴!とfl"Iう草間縫泡:I1rlWがあ

る。

替佐断「必:地質構造と推定される断j認で、北端は伊予附iJミら替佐、進党寺、ニツ石V亡がよふるほ

ぽNNE-SSW~亡走る。斉藤はζの断層の南絡を浅野K達するとしている。 ζの断脂は酋K向っ

てやや湾幽した形をしている。 1また断/~I'L後ずる大川l逗はしばしば逆伝が認めらオ1ヘ隠.側κ分布す

る向Tmと比べて著しくもまれている。 ーとのような点から斉取ならびK井上(1961 ) 1，)t指偏している

ようK西側上りの逆断溺と解釈される。 ー

草間断J泊:斉藤のいう普光寺断l返K相当する断層で、次の点から断層が推定される。

① 長丘丘陵の束事Eは平滑である。しかも河JlIIICよる側浸食の形跡は全〈認められない。

-3-



@ 1953年幕開部洛の篠井川おま告で実施された試錐(未公表〉の結呆Kよれば、地下1201nl'( 

至ってはじめて豊野I習が認められている。

との断般の性質に1剥しては、断Jta線が西K向って湾幽している。また断!務総K近い浮.間では他の

1也*1'(比べて著し〈もまれているととなどから、斉唱長(1961 )が指摘しているように、西側よりの

逆断婦と後定される。

安源寺遺跡周辺の地形

「夜間瀬川流境J

夜間瀬川流域K発途ナる地形面は、よ段から佐野菌、湯田中商の2段に識別できる。佐野面につ

いては省略する。(第 1図〉

湯量出中前様式地は湯田中.安代 ・渋の旅館がbかれている[fri・である。

との函は湯田中磯層のFiユ1."tOp (捜積物頂00)にあたるので、 Accumulat;ionter 

-race (狸綴段丘)である。分布は山ノ内町沓野から夜間瀬j111'(おってのび、下流では夜間

瀬絡を扇頂とする中野扇状地をつ〈っている。段丘際扇の摩さは、様式地では10-15悦である。

椴成すゐ僚はm岩・志賀火山系の各秘の安山岩から念るが、現河床のをP器禁と伺綴に新鮮である。径
1S cm-20仰が多い。

面の河床からの比婦は、模式地では12-15 m、山ノ内町鹿挨焼却場付近で約7m、夜間瀬の鉄

橋付近で約41I~ と漸次下降いさらに下流の十三段付近では2-3m とな って中野扇状地へ逮綻ず

み。との00ょには、ロームは被覆し

ていない。

「長丘丘陵地域j

千幽川流域を位式地として発達す

る段丘はi高位より赤海面がよび長丘

菌・原菌 .栗林箇の3段K識別され

る。

「赤滋函J :模式地は三村す赤悠

である。

基盤の構造を切り、機抜高度は

500 ........600 mを示す平坦酒で、かつ

ての千曲川の白歯車析す浸食tてよって

形成された S"trath"terraca 

(夜食段丘)である。千曲川水面か

らの比高は180-280悦で、段丘織

はかなり浸食さオい斜面をなしてい

る。との泊.上Kはロームと断定でき

るロームは殆んど見あたらない。

£三 。 2 4軒R

持基1図 安源寺遺跡周辺の段丘面(1: 60POO) 

-4-
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「長丘面J:千曲J11の東側K佐世する湾北約10Km、東西約5凹 -2∞Omのほぼ南北Kのびる長

丘丘陵で代表されゐ

基盤の偽造を切り、海抜高即ま400m-5∞怖を示す平坦函で、赤境面と問機Kかつての千幽川

の自由断法食Kよョて形成された Stre吐1terracaである。千幽川水面からの比働拘~

180仇で、段丘港は北部では基盤が患ハ火砕岩からなタ念主撃を示す治、南部では浸食され斜面を形

成している。

Vennerの保存は不良で浜浮ク池東方、厚貝西方K当時、て点在的K認められるのみである。様

は普通5-15c/Ifの大きさで、円互主角線の黒色安山岩.扮岩・石英関緑治 ・古生j溺起源の岩石などか

らなり、多くの場合内部."1で酸化鉄で汚染され風化が進んでいゐ

ζの箇上κは、ロームと断定できるロ ームは見あたらなv、近年先土器文化K属するナイフブレ 。
イ ドが浜~ク池ならびK車問地籍で出土しているが、 約島色~補色を昼ナる粘土化した虫色野間の二

次的堆側勿より出土したものである。

長丘菌では、笠念以北Kかいては千!!H川をはさんで赤塩簡と緩いしかも簡の海嫁高度.がほぼ等

しくなるとと、他から赤樋面κ対比されゐ務益面と長丘箇の全般的海抜高度の相違κ関する原因
Kついては、斉藤が指摘しているようKとの面の形成後K念ける善光寺平の陥没運動と榔守的K飯

綱火山を中心とする幽降波動による地盤運動Kよって、高度分布の相違が主主じたものと解釈される。

「原直J:模式地は中野市の原である。

との面は赤溢面・長丘商を浸食して厚さ2-6mの Grave工Vennerをのせる S"tra"th

terracaである。本面の千曲JlI水面からの比古誌は20- 25 悦である。分布は現千飽JII~泊ν\

立ク花・原・中新聞・.5¥坂.上今井・大俣 ・替佐等の地籍にわたる。

Venner の線は、安山岩 . 1ぢ岩・石英閃縁岩 ・ 花満岩 ・ 古生層起~の宕石からなり、後10-15

mが多い。とれらの僚は貌河床の僚と同綴に新鮮である。段丘喰Kは、ととろどとろ器挫の屋ー劇窃

・豊野般の露出を認める。との商上向昔、ロームは被覆していない。

「莱林直J:様式i樹立中野市の采林である。

ζの而は原商を浸食してwさ0.3-4  mの GravelVennerをのぜる S"trathterr-
aca である。分布は風.曲wc 制ハ、 ~は浅野からヰヒは奥手山にわたる。

Vennerの般は現河床の燃と同質である。菌の千邸川水面からの比高は、線式1邸付近では約12

11もでるる。74>=函ょには、ロームは被援していない。(桝す二郎〉

(綬1) 

礁の採織と測定方法

1. 疎の採集;治法一 11J1)の掴E凶内で大きい万から 1∞倒とった.

Z 礁の測定方法

①積倉量一酸化して判定し磁いものは割って判定しむ

@ 鐙径ー渡辺 :1951の分書長選準による。

E
J
 



③ 円感度ー角磁.麗角膿 ・円高*の5階級t二分織した.

重喜考:!It献

1. 八木 氏助(1924) 下高弁郁蜘ぬ質量樋‘下高井教育会

2. 本側コドニ男 (1931) 信滋申告事1111質量彦、省令・腕

五段辺康隆(1951) 綬新地学伺、法文社

4. 苦琴線 鐙(1955) 長野県よ水内部長量野村付近の地霊堂、信穴教育の研究愉鎌5号

5. ~鹿島南海夫(1956) 忍列火山周辺の地銀及び地下資減、 長野県地質量閥盗事血告答、 長野県資

源調進研究公

6. 内杓クコレープ(1957) 信州別所地域の混入岩鰍について、フフrツサ ・マグナJ伝1

八木良助
ー (1958) Jェ水内相官地銀誌、よ水内教育会

八木 健ニユ

&斉綴 量塾 長野県gf尻湖周辺のローム刷、地震学総総65著書 766号
( 1959) 

水上寿美
9. 斉屋義 重量他(1966) 長野市北京都の新生代服、地獄科学病46号

10. 中村 二郎(1960) 長野県飯山市西北方の地銀、下水内教育会tとくに常鍍.外線平の成

悶)

11.小林 臨夫(1961) いわゆる情州ローム、地質学総泌67~784 号

12. yutaka $1ito 

(1961 ) 

13. 弁よ 容量縫い961)

14. 飯島商海夫(1962) 

15. 小 林 国夫(1962) 

16. 中村ニ虫!(1962)
所 守雄

17. 神間 五六(1962) 

1a "-寄居語 E量他(1963) 

19. 篠沢 t直線(1963) 

20.中将ニ!s( 1964) 

21. 中村 二郎(1966) 

A prelinary N<>te on the Struture S)'Stem of theτもrt i ary in 

the N<>r t hern向 rtof the Fossa.凶 gna，Sbinsbu l)¥ jvecs i ty J附 2

フォγサ・マグナ稽的判ml縁の停車道盆地、辻村太郎先主主古綿 記念士出題

学総文鎌88-99

フフTツサ ・マグナ北東郷の火山居序学的、主主ぴに岩石学的研究、偉大

数育学部紀童話第 12，13舟

第四紀(よ)，地学双磁;

毛無火山間部の地質、カセノ平自然倒鋭機管、下高弁敏符会

箆田村々総考古学筋、 主主隠村

~倉泊闘の膚序と地質問曜滋、 長野県の地学m

;S!:~号盆潟1'"崎織の地質H睡泊、長野県の地学邸

中野平のå<fIl地質、 Æ大数育学膏器科学教育研究室包報告~1

中握手鴎状地の形成に隠する地形地質学的研究、長野県地理学会研究発

繁華耳項 19“

第 2節 安源寺丘陵周辺C遺跡、分布

安源王子巡航、の立地している南丘丘!後は、各時イも各継の遺跡が桜合、治集している地帯である。

丘陵の東南面Kは、中野平の水田農耕地帝が齢司いiLf1称「延徳田岨」と呼ばれている。延徳田闘

を図鍵して数多くの遺跡iJ.点在している。第2凶はそれを示したものである。

-6-



延徳、回闘をめぐって、東κは夜間瀬川が志賀高原から土砂を進鍛縫積してつくった、広大左中野

鼠状刈h 南は三沢山~山田峠~雌回山の一巡の山々の能に鋸歯状κ発逃した小溺状調弘西南Kは訟
JIItcよって形成された小布施崩状地、西は千幽JlIの自然堤防をさらκ補強した大淀妨がある。婚自宮、

田聞はそれ等Kとb阻まれた後背低湿地で、沖積氾蚤11主であるため冠水Kよる被害が多いととろで

ある。ロE専によれば、往古は一大潟水湖で、迷洞湖と呼ばれたと伝えらオい湖Kちなんだ伝説が多

〈銭っている。 bそらく千白川、篠井川等の氾濫が頻繁で沼沢地状を生していたものであるお

延徳田闘を回線する遺跡を、信設考古綜事ttcよって次頁K掲げよう。(第5表)

信銀考古綜覧は、脳岸03H手5月κ集大成されたもので、その後ζの地械になける発掘調査はさ皇自
となっている。そとで、それ以降のものκついて次K年次男Ijtc記録する。
1. 間山石動下巡跡土師中

WJ 中野市開山石動下

〔発銀調査〕 昭和33年 10

月桐原健(遺構・遺

物〕住居祉1、土師一月、

徒、須;憲一主主片、次紬陶器

一凪水瓶片t、管状土錘[4

鉄総(手斧)、 木炭片、 民、

敷石

2. 片復遺跡土師後尉中

野市片猛進下

〔発it!l舗査〕紹和35年10月

金井汲次 〔遺構途物〕住

出祉 1、瓦J組紙、土師一連、

位、坪、高杯、混恵一皿、

係、布目瓦〈平瓦、丸瓦)

五 浜津ク池池湖、先土器後

期中野市栄林浜津ク池

〔発銀諦歪〕凶和36年11月

神田五六 〔遺構 ・遺物〕

ナイフ形石器、彫刻得、議

器"石刃

4. 立ク花遺跡先土器後期

中野市立ケ花決

〔発縦調査〕附和37年1月

金井汲次 (遺構・遺物〕

議 2関 前丘丘陵周辺の泌総分布図 (1 : 10，000) 
×先之島捧 ・ 縄文図弥生

0音機(円墳〉 自省寝(前方後円滑)

。安白書寺巡跡

-7-



番号 遺 跡 地形 逮 物

417 七 減 山政 ~~太形姶刃石斧 ・ 器台(:t.知期一緒( 5ケ〉他破片

422 袋詰臣、寺 丘陵
静瑚器旬期水石式礎歯片高 勝石板減直石多}加曾調~JE式、 石融梢蛸嘩亀打飾冊太石形l#9姶F犠百ブ昨鰐石少桂石斧斧胡.1属糸箱切平石

(諸句
凹 ・石llll.蔽石・決
高来器台、土錘、磨石鍍・打石

J京・日 片刃議石庖丁凹石器開玉(:t)H'fJAA+~t1t. ~WI*1;f] I 
八幡祉 皿 肱ガラス玉窯

425 来林 丘綾 (対太荒形山式・栗林式・百瀬式 紡斧錘.，寧j、形(土製)、造・打石品鋸石(鎌・踏石鎌・
(北Jff-.訟 姶刃 ・蔚平片刃石 勝石斧 ・石庖丁・石
原・野安!h) 槌、細形管石玉斧 ・勾玉・ガラス小玉・滑石線 住居祉あり )

426 立ケ花(剥 低湿地 (:t.知期一無文I高坪・護・その他倣片 後期ー糸切m・壷
427 立ケ花(ぬ

命 協 1j期一例 ・碗 ・後期糸切皿(須被片
事fiO

430 1$.問(土絡) 4 (労瀬清水珂多)位同期一局坪・埼・7不・蝿・その他破片{封

431 。(中組〉 台地 (労沖期輩、太形姶刃石斧

432 4 
(お屋敷) 4 (弥訟期高杯、ー凹石

墳丘略完払直
刀は段、附0

向
現状はやや方形

考係

略完存
(文)a14

{努子t

騒存

{唆存

完存

向

物内部構造・遺

:iCr力1
. -土師穏
混1息苦言

称|外 形 :外部施設

同 :
各 30.0
尚 之2

(事11.0 : 
高1.3: 

-8-

茶臼峯 (円)
第 1号|径 6.6: 
積 I ~ 0.4 : 

向 I(同
第2号 l 径 5.5
演 l 高0.4 : 

(円)
後 5.6: 
高0.4 : 

(窄25.0
高 4.2

(も21.0
高 2.5

(時
径 20.0
鼠 2.3

塚

号
山
1
・
尚
第
壌

同
第 2号
墳

御桜山
古墳

同
第 3号
境

京

部落地字 :地形;名

草間 : 
西山 :丘上
2109・

向
上ノよ
1986Q) 
ロ

同
茶臼峯
1051 

同
同
1029 

同
同
1026 

1i問
*山
2061 

問
問

同
|司

跡

演

遺

古

番号

219 

220 

222 

223 

226 

225 

224 

221 

φ 

② 



=毎・備

同

物内部総治:建

白山姫償
7じ今十

伏悼14・b16

境丘半壊現在
方形を念すも
円境ならん
伏}弘14・b16

演丘殆んど破
事長さる

形;外部施設

相)
後 5.4
高 0.3

外称

同
第4号
i気

名
一
---
--
-e・

形
一
地

一

字
d

一

泡

一

洛

一

部

一
同
問

司会号

227 

梨林~I(プカ?
同 j第1号|辺，1.0 : 
境 |尚之o: 

同 I(刊?
第2号|径 &8
績|高 0.9

勝ト
西原39ー

i司
上原.39:問

228 

229 

何)1同:小丸山
;古寝耳

安源寺
鮭塚
894 

230 

番号 都港地字 地形 進 物 備 考-

49 草間
東池田 丘陵 窯惨 ・須恵、苦言 (鵡窃丘，1学校

50 同 同 策担軽 ・須忠告量(糸切底) (瑚高丘小学校
林 畦

51 同 |司 吉宗世名 ・須忠告号 偶蹄丘小学校
Eや 原

52 立ケ花 同 窯告を:・須忠告号 (瑚高丘小学校
減ノ越

53 同 同 窯枇 ・須恵器・布目瓦 ・窯務 平安期と，尉つれる布

池田
悌目持瓦丘あ小り学使 間川池田縞

f育拠幻 孝生

議長

社若葉~ 

(イ留君主考古61-.長路上 )高百丘丘陵の遺跡一党波第 5彊聖

ナイフ形石総彫刻j紘掻銭、石刃、接斧

草間窯業進跡 8-10世紀 中野市草同大久保、茶臼峯

〔発掘湾査〕昭和38年 12月、昭和初年5月 ・4月 大川清、金井滋次

ネル式無段登窯1、半地下式無段登祭9、須恵ー武、査、髪、杯、高坪

楽林遺跡(第三次発掘) 弥生中~後期

(発紙調査〕昭和 40~手 1 1 月 林茂樹

拡是正 1 、~&:中期一資、 鋭 、体 謡、

"" 

〔途布陣・遺物〕トンネ

5. 

中野市栗線北l京

金井汲次 網版健 〔泣構 ・遺物〕住居祉 1、土

弥生後期ー館、鋭 、甑、高杯、鉄器片(齢伏)

(金井滋次)

-9-

色.



第 3節 安穣寺遺跡、周辺の歴史的背景

長丘丘陵の南織に厳闘する高丘台地Kは、安源寺・業林・牛出・立ク花・車問等の緒都港が点在

しているが、 ζ乙Kは主として安源寺を中心とした後史的環境Kついて述べるζとKしよう。

安源寺部泌は延徳沖(tC臨む新自の表安謀長寺と、北側tて鉱がる本村の通延安源寺と7がら成ってい墨田

俳人一茶が文化4生存(1釦7)8月6BV:ζ今井の舟渡しをわたョて、折しも馬市でj巌わョている安源

寺八幡の例祭にあい「大木牛を隠し、際ゆく駒の影も宿らぬ当祉の森をぬけて、東へ出ると、紗々

と闘けてfゆが見渡さ:11へとの国第一の臼所というK、去る5月の洪水κ堤破れて今は稗κ機え替え
られた凶聞には、祭の太鼓に簿鐙色の穂波を見せているJと文化の句帖に記している。

まさに ζの台地は千曲川のl面倒滞水による滋氷のため、洪水の毎に婚徳の大rlVlーを規出しさながら
大古の獲をJ接関してきた沙ミ明治 4年K利答樹係の最も甚だしい29ケ村の袈滋で千曲川の流絡を変

更い さらK大奥防の完成Kよって7.1<災を談り今日K亘った。

同部議の'iP判宏、兵衛氏の語るととろでは、今より7G.手前、表村の湖縁辺で緋地盤避をやった隊、

捜木のようになった直径1m余の大穆材5本(約30;0)が地下より発掘されたカ人もとの桟橋材K

使用されたものらしく、その地点は湖辺で漂流物の最もよく流れ矯〈所と思われるとの事である。

乙の湖辺からは弥生式時代や土師時代の遺物も発見され、今回発掘の遺跡付、此処K速なる上の斜

面である。

安源寺は、臨長7年(1602) 海津城主森，~設の検地の際の石掬ま、 187石5斗 1升2合〈本田、

新回の区見物流い)、その後松平忠鮮、酒井忠利(預)、福島正則、幕府領を経て飯山城主徐平忠

供の延室7年(1697)の検地Kよって、本自村高289石3斗57十7合(30町?反2畝 I1歩)、新田

村高318石7斗 7升2合(32町?反1畝 16歩)となり、延徳沖の開拓が著し〈進み特K新図の発

展がめざましい。さらK元職の新田検地を経て、再び若手府領となり、'安永の新凶検地で両安源王寺村

隊よ、 610石7斗5升5合(64町 2 反5 畝6 歩)となった。本村の北方字 r~lJ~J (tCは、東西71m 

溺北25.5m、周回(rC1滅7.8悦の堀をめぐらいさらK高さ約3m、1偏4.5mの土屈をもっ鈎の遺

構がある。o&3i7 &'j三樹也!様では 「織のよJr屋敷添J(1(あたる地域でるる。
税者Eも土取場として大櫛かさ採夕、 5方は殆んど綾立てられているが、館の陶方K一郎薗彬を偲

ぶζとの出うたる土婦が巡っている。土人は今井兼平の館と称しているが、 信ずるK当らない。 との

;東方の長丘丘陵上、字「立道Ja:登り詰めた所に城山がある。東西82制、南北60旬、 三万K土居

を遺し、海と北とに大きな堀切をもっ山城で、土人は尚梨氏の幕下茶の}孟城と伝えている。

また鎗と山城とを結ぶ制上K接して字「清水JVC東西2711品、南北11mの11:1安源寺の執上がある。

附近κは五給塔がi波乱し、井戸側の石垣も塔石で組立てられている始末である。 ζれらは中世の面
影をi思ばしめるものである2うえさてその由緒K至つては全〈明石症を欠いている。

<-to. .. 
小内八幡宮はもと庄内八幡と称し、威発氏の本拠であった得原正(根源.1flポ・複l京・掴j京とも

番<)といわれた今日の小布脚Tの六川古橋附近K安源寺と共にあって、 t眼氏の北進Kともなっ

て現地K移されたもののようである。
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新潟県尚田市の本事寺t'C<bる中世の由緒容を見ると、同号警は中野氏を頼って凶来より穆って中野

K溶憩ハたカえ高梨氏K逐われて笠原氏の被謹を受け、再びとの地を逐われて牛出VC逃が払とと

で高梨氏のJf/J.，内待遇を受けさらK中野K出て、井上K居住したのは本願寺連主的頃といその後上

杉顕定勢が関東より越後すと乱入した永正7年(1510)の事件を伝えている。 ζの史実には多少の錯

乱はるるにしても尚梨氏の牛出K勢を伸したのは政盛以前のととKなお本t善寺を牛出K迎え入れ

た領主の根拠樹立前記の安源寺館でその領主は高梨氏一族と見るのが妥当で、従来の安源耕す史も

高梨氏の幕下茶としている所以であろう。

麟 S氏の以前のζの台地の姿を考えてみると、当地の自然破蜘sらまず牧場を忠わせる。との地

方の中世の牧場といえば、かつて朝廷牧場であった夜交南魚同北条、金念払中野の御牧である。

中野御牧Kついては中野郷との闘係からすっきりした結論が待られない。すなわち中野郷と中野御

牧の領主は向じ旋風氏(燦j原秀郷流)でも前者世中野郷西条を根拠地にした中野氏、後者は衡敢を

中心とした尾泌氏で念〈月IJ系K属する。

私はとの街散の中心をとの為'丘の台地κもとめたレ、主主:源寺館の高梨氏の使用する以前は属藤氏
系の牧人の館で、 ζの士也K巡っている馬市も途〈との辺lζ起因するのではないかと推定しているの

である。

永正10鉱山之内地方K起った反乱で、余滞を保っていた中野一族も、 ~梨氏の重臣~f樹氏の目

覚しい櫛格で綴富良し、すでK六J11より移されていた庄内八幡宮も安源寺も、車問氏の彼設のもとK

栄え、門前羨落の発迭をi起したととと思まコれる。

さて、時は移夕、武留氏の北信凄侵攻が活発となり、雑族高梨氏の攻略のため、信玄は山之内地

方K議略の手を{申L--(;，c製政頼の中野鎗も白落K週r・込まれたので、 ζの地方もその混乱K巻き込

まれた。

夫正10年(1582 ) 6月、紋創氏ほろび土杉景勝が北f言語援をR者捲するととになるとかつてとの地

方を逐われた11:1領主が再び濫住したカ人栃梨頼毅(政裁の子〉もその一人であった。しかし中野の

御館には先住者がたって入る司王が出来ず、天正10年 8月景勝より安源寺を中心にした2.000質文

( 5000 石〉の地をらてがわれる ζ とKなった。その領地ま新井 ・ 熔貝 ・ 安社~l寺・七瀬 ・ 片庖・ 2手

間 ・期本 ・4ド出 ・篠井・大熊・六川・波場・押切等の高丘台地と生誕i'EIftPをめぐる緒村でる合えよう

である。

頼殺は氏神庄内八幡宮を復興い旧似IJVC念らって10貫文の地を寄進し、本拠をi回線の総Vζ鋸え、

長丘丘陵ょの山械を修築いなか中野御館へ入るの日を待望して録勝。K運動を続け、 遂l之夫IE17~手

頃その目的が成就したと忠材Lる。

さらVととの地方Kは1$.問原に祭祉鮮があり丘陵ょに飯縦堂前方後円噴(七瀬)をはじめ多くの古

i爽が存在する~{Ilζ注意を量定する。
<>I!f 

千凶川の東砕を巡る鼠府、郡家を結んで越後κ至る古代の支援交通路が腰巻辺の波を目指して進

み、 ζとを縫って川西巡り斑尾山阪K米た道K逐っていたものであるうととは絞近切らtJ'"と立証さ

れるK至つおとれらの逃跡はζの道('Cつながる文化と見たい。
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今日安~、ミ宇都港を通る県道豊野中野総と安源寺、今井を結ぶ道路は明治以降のもので、 旧道は片

底部落より台地の中央で長議通りの道と合し、 八幡社境内を北仰11ft[添って縁並木の参道を進んで立

ク花方|面K歪夕、参道をはずれて両安源若手なよび;車問κj!Rじている。
天明8年(1788)の安源若手村絵図(市村忠兵衛氏所蔵〉を見ると、現在の県道の部分は墓地であ

るが、とれK接続したよ段は畑地となり、 ζとが今回発泌された安源寺遡務、である。

明i台・大正時代の調査

第 2 こど己

与己 調

第 1節 昭和 40年以前の調査

(金井喜久一郎)

査

古来ζの台地は先史 .1京史時代の遺物が出土する例が多〈、近隣に知られていた。普通作を栽培

していた頃は鍬も行き届かず、時に遺物が出土する程度であった。

大正初期κ編纂された高丘村誌の第?議給朝rとは次のような記録がある。
「談古太古石器時代ヨリ材すエ人類ノ居住セシコ トハ処々ニ其当時「アイヌJ民族ノ使用セシ器

物即テ石斧、石カンナ、 石鍬及土株主主原料品等ノ発掘セシヲ以テ其住居ツタJレコ トヲ推考スJレ

ニ足;v，其ノ遺物発見地ハ左ノ如シ

安源寺一石原、官事誕及其の他笑林一 野池、北原、烈子ノ木車問一一中原、大久保、林畦J

大正10年前後から養蚕の普及が顕著と念夕、桑歯化によって30~ 40 cmVCまで鍬が及ぶようtてな

って、急激K潟;物の出土OIJ;ol治加した。古老の諮るとζろKよると、素焼きの破片は邪魔Kなって

悶夕、縫K入拡Lて捨てたものである。しかし石著書頒は珍らしいので保存する者が多かったというと

とであった。

ζの照辺の家臨ては多少はある点 石斧、石鍛え宝揺を所蔵している例が多い。土務類も完形品

ないし略々完形品は保存して置〈家がある。をた、教予言資料K資してほしいと多くの出土品は高丘

小学校へ寄贈され、現在も陳列クースの中K展覧されている。

との地域の最も熱心な採集者は高見沢伴、厳 ・小林浜太郎 ・永井秀併乍・山崎緊一郎 .nJ村忠兵衛・

高見沢忠右衛門 ・片山梅若氏等であった。

下高井郡誌の調査(下高井教育会郷土調査部の調査〉

大正11年10月15日(1922年〉発刊の「下高井郡能lの鹿史の項U亡、有史以前及び原史時代掌中で

安源寺巡跡関係の“土器石器等の発援物"として次の茨を掲げている。

名称発擬地 形状 ・大きさ ・品質 伝説備考 所有者

土器安源寺紫1肱球彩Kして口径4寸、赤色なり 高丘務常小学校

.1" 直径3寸 ク 今

砂 紫肱彼片馬平Kて赤色なり .1" 

-12-
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名称、発搬地 形状 ・大きさ ・品質 伝目見入 備当考 所有者

石斧安源寺長1尺、巾 5寸、 l早1寸8分 高丘尋常小学校

1/ 1/ 長5寸、巾 1寸5分、 J!J.6分 1/ 

。 。 形態不完全、合計81国 1/ 

石鍍 φ 稲々の形態あり 合計10他 φ 

石鋒 0 ・長1尺2寸1巾3寸 市村忠兵衛

ζの期の下高井地方の石器類の出土地は日ケ臥土総額では14ケ所をあげている。その後下高井

教育会は郷土調査部を設け、主考古学部門は神田五六氏が中，(..になって「下高井郡先史時代遺物発見

地名議所家者表Jを作製したのは、昭和14年のととであった。総計121ケ所K及ひ、高丘丘陵Kは

安語家意栗林をはじめ6ク所を府庁ている。研究調査カ桁き届くようK念ョて遺物、遺跡の耕ま2

倍以上K迷した。

「下酒井J出版時の調査

太平洋戦争がいよいよ激烈をきわめた頃、当地方K疎開されたd、野勝年氏はとの地峡の古考古学的

調査を続けられた。昭幸023年1月上勾から20日K亘って第1次巣林遺跡の発掘をも健施され、その調

査報告書を中心Vζ下高井地方の考古学的調査の結采を発表された。その中K本逝跡をとりるげて、

安源寺遺跡は縄文ー弥生一土師に亘る彼合一大遺跡であると述べ、それぞれの遺物の実測図投払

写真をもって説明された。 それによると

「総文遺跡一安源寺の遺跡は水遣の怒い台地である。 ζU‘ら石鎌を初め石匙・石斧・石sR.

厳石・磨石の類が発見されている。ただし、付近一帯は稀h広範囲Kわたる弥生式・土師式逃

遣であって、 それらが混悲いしかも縄女式土器の銭~kが抱んど行なわれていないため、その

性質の解明は今後κ期さ念ければならない。
弥生時代一一安源寺逮紛は小内神社の北側bから道絡をへだてた南側IJVC辛子よぶ広汎な地域tとわた

っている。縄文式文化と複合した遺跡であるカミ特K北側κ疲j掌な遺物の散布がみられる。(中

略〉 遺物は蛤刃、片刃の石斧をはじめとし、石庖寸二 有孔膨石撤回石、管状土錘などであり、

装身具としては細型管玉小形勾玉などであり、装身具としては細裂管玉、小形勾玉などが数え

られる。土樹立櫛目、無文、丹塗りが主で、袋、鈴k鋭、 i却不などをあげるととができる。神社

の南側は石縁類の伴出少なく、土師総K属するものも見受けられる。 ζζで採集されたガラス王

は土師器(1(伴うものであろう。遺4釧立主としてお見沢伴肱梅谷貫一、神田五六、2!i沢将滋、償

原長員IJ氏らUてよって採集されていゐJ

そして、更K土師 ・ 須Jを;器の出土する主たる遺跡であるととを紹介し、遺物の災~IJ凶を議ぜてい

る。

戦後の安源寺遺跡発掘調査

終戦後新学官~M~施行されて、義務教育に沿いてもクラブ活動が盛んになョた。尚丘小中学校でも

考古クラブが議量生し、国川孝生氏と金井が指導Kあたって、丘陵一帯の表採を中心中'ct盲動を開始し

た。途跡の豊富な ζの地では、少し注意するとザル11(一杯の土著書片方採集さrιむ縦文・弥生・土
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師・2昆曹、・ ;(fi13瓦をはじめ、石器鎖l;!);統々と資料室に集まった。また革問、 立ケ花人栗林K散在す

る12基の古積の実測を行ったのもとの頃であった。

時あたかも考・古ブームに入らんとする昭和23年秋κは長丘古境、栗林遺跡の発据調査が行われ、
それを手伝った児2芝生徒の闘心と研究心が高ま夕、ク ラブ活動も一層活発Kなって遺物は更rc多:1t
k集積した。き見在高丘小学校資料室に保存されている逃物はとの頃集められたものが臨んどである。

昭和26年10月5臼から11日までの1過備iVc亘ョて、i渇丘小学校が主催して安源寺途跡、(清水595

養地地主山崎正治郎氏)の発抱制査を行った。指導者代神田五六氏を迎え、回川孝生氏が強当し

て弥生後期住居祉1と土器、石総多数を発鍵した。調査後続妥を抗政印刷で報告したまま久しく時

は流れた。かねてからとの途跡のA袋性を強調していた桐原健氏は、田川氏にその発表を悠憩し、

雑誌「信設J14の4(陥和37年4月号)Vci長野保安源寺逃跡のi)，7aに土鈴」と して報告した。

地主山崎氏が普通畑Kりんどを栽秘する計画があ。て、その移植直前に発掘調査が笑施さオい発

掘面積は26maであった。 逃物・滋械は地表下20-30 cmの黒色土層のc:þ~検出さ払食紬上と合

ぼしきものは長径1.5 m、短径60CIJIで、柱穴・焼土寄与も倹出されたが住居祉としてのプランは確

認するζとはできなかった。遺物は縄文中期、労基.時代の箱清水式土器であった。その他土師器片、

須，m~片が僅少ではあったが出土しむ

「信漫芳吉綜覧集成」のための調査

信濃史料刊行会は原始社会から近世初頭Uてわたるfg濃の史料を集大成するため、昭和26年からそ

の事業κ着手した。信設考古綜知立大場磐雄博士が監修され、永主催光一氏等が資料採訪K当られた。
下高井地区は神図五六氏と金井がとれ(1(同行し、昭和27年7月23日-24 B~沙功7て安源寺・ 深

林地区の踏査が行なオオ工た。その後敏次にわたって踏査が続けられ、信機身古綜覧K安源寺のS賃料

が登載された。(第3表)

安源寺古窯祉の発掘

昭和29年 11月中匂から県道鉱張工事沙寸すなわ才い等ニ清水田4番地(地主山崎正治郎氏)畑の南

側断面から窯祉が発見された。当臥工事を摘す負われた故永井和作氏から連絡を受けた金井は、

11月初 日に平野中学校考古クラブの諸君主と共κE見地K行き静止を笑被IJした。 断面からは筑想議片

や焼台K使われた自然石を~ぇ。早泌との旨をイ香織史料刊行会へ報告したととろ、信滋考古綜覧上

(P 40遺跡喬号422) (fC登載された。 c金井扱次)

第 2節 昭和 40年の調査

国道18号制の新設Kよョて、 ζれらK連念る中野-~野総2>3芝i益金が急、崩したためVc-10 月初 日

から鉱張工叫が進めら才l、5つの住届祉が破怨され、進物も土砂とともK倣出されてしま った。鉱

張工事の第一脚立終った7うえさらに第二期工等の計画のあるととを知夕、 ζζK緊急、分布鞠査を実

施した。 ζれが略奪倒0年度の~4去である。

分布調査資任者:中野市教育委員会教育長芳川安定

分布調査員:中野市立高社中学校教頭金井汲次 中野市教育委員会$務局小野沢捷
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S蔚5凶 安源寺i政脳憶測建白也点分布図(1:6000)

1.高丘小中学f災発側地(S27年紋 ) 2.R. J止(トン
ネル式昔話段窓際〉 五弥主主(後期)箆庖祉 4.土師住

居克上 5.土 師住帰担l: 6.大けや省出土地 A・B.C
分布調奪試他地 A・B・C・D之輔{3;/，必祉(3戸)
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出土したと揺された。

10月25日(月) 安源寺の長野併を長野県教育姿員会社会教育説文化財係へ司王誌報告、中野市教

育委員会へも迷絡する。文司君は高台付停の抱彰品会拾得した。

10月26日〈火) 文句窓は熱雌石製の先土器時代の遺物1点を採恥ブルドーザーで崩された

土の中からでj醤位は不明であった由。

10月27日(水) 文司君は土師器片多数を王液晶

10月初日〈木〉 県教委指導主桜林茂樹氏米市。市教委挙務局で懇談の後現地視察され、 金井

と打合せのため高社中学校へ。「ほぼ等間隔K住風tの断闘がきれいI'LJ事出しているJと話された。

11月 5日(水) 安源寺出土の遊初会水街ハする。午御まその復元を始めたが大部復元ができ

好資料である。

11月14日(日) 上田市上小教育会館で長野県考古学会秋季大会が闘かれ、役員会の席上で金

井から安源寺・架林遺跡緊急発掘調査の必婆を説明する。

11月17日〈水) 中野市教委の依頼Kより金井・小野沢は莱林迭嚇・安源寺遺跡を視察。土取

場の断面K住居祉 3 ク所が見事I'L~出していた。付近の表面採集を行ない土器 ・ 石器を縛る。永井

忠重(市議)から宮差益Kある隊小昼縫設の訴に出土したという弥生後減絞っ蛍1点合贈られた。午後

川島敏雄氏(湯田中)来校、高台付坪1点を贈られた。蕊聞大曲付近の土中から採集された土師片

多数を後日贈られると話された。

11月23日〈火) 金井文司君と安源寺遺跡の住居祉を実測する。写真織最ゐ

11月27日(土) 午後より安源寺の県道鉱張工務予定地の分布調査を開始、市役所の8動車で

滝沢次弘小林勝、山岸袋行、田中執小林賢祢中島庄ース武田開治望書等(高社中郷土クラブ良)

参力日。 A・B.Cトレンチを設定して試掘を始める。(第5図)

トνンチ 地 主 番地 進 物 トレンチ規模

Aトνンテ 山崎正治郎 597 打石斧、栗林式、土師・須恵-器 1 mX 4 m 

B ~ 高見沢伴政 61 9 箱清水式、土師器 1.5 X 3 

0・ 0 々 'シ 箱ず汚水式(少) X2 

午後4時30分作業中止。参観者山崎正治郎氏他多品

11月28日(日) 分布調査の試掘続行。参加者昨日向偽 Cトレンチは採さ90伺 K及ぶも巡物

衣〈、黒色土Jrdは 1.2 ml'Lも及んでいた。土手斜面で執tを予想したが収機はM ‘った。 Bトレン

テは北側は 10側南側は25cmで粘土居とな り、昨日K続いて弥生後期土器少訟を干与えのみであった。

Aトレンチは傑さ55cmで粘土!凶VC迷し、弥生中 ・後期土器片 ・土師片多訟を後出した。作業開始9

除終了5地参観者高見沢信秀氏ほか多重あ

12月2.3.4日(木・金・土〉必社中郷土クラブ長によョて土器拘ハ笑島

12月9日(木) 向クラフ"i>I.1'Lよって復芯

最後K調査の結栄を要約してみよう。巡械については尚見沢忠夫氏宅前(5旬宅金)のりんど凶を

一16-
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切り崩したあと K住脳祉が 3i~出した。涙土下20 cmの粘土l泌を約 15cm掘り く ほめてあ っ た。*~

K略々 4.5m.の等凶陥に五主び、銭出部の長さは 1戸訟よそ4.8-5mである。 逃物(m4凶1-13 

• 15・16)はとζの部分から出土したものである。いずれも時代の下る土師遂である。

なお、第4凶14は永井忠韮氏鉛供の後邦地事主主主式蛮である。(金井汲次)

第 8節 昭和 41年調査の契機と経過

緊急発掘調査の計画

前述のどと〈本遺跡の重要性は各方面から認識され、関係各伎の配慮と協力、激腕~受けて、い

よいよ緊急発掘調査を実施する巡びとなったρ

林組払1 如 11、金井、小野沢は現地の調査を数次κわたって柑径K行い、次K汚ヤtr発掘調査苦要

項Jを作成した。 ζれ等を印局IJK付し官公庁をはじ記入発掘，絢査担当ー謝乞配布して、調査問先墜

を期すζとKつとめた。

発掘調査設計

約発鎚調査場所

主勢色方道中野鐙野線中野市安源寺地総計画平面図(縮尺一一一)VC示された該道路照雄的のO1，000 
M 146∞地点からCM16400地点κ至る院総184mrtt(平均17m(総面積3128m')の付替迅路用

地内である。

(2) 文化財名

安源寺巡跡、(県台帳登録番号第6558~き)埋蔵文化財 主として弥生式、土師武重量穴住居枇bよ

び祭跡

(3)文化財の状況

埋蔵文化財の包蔵総凶は南北約300悦、J+[i!Y約 1507nKわたり、その分布密度は猿衝であゐ骸

用地内の包含状態は貌地表から官民さ 25cmないし 100cm('Cかけて存在し、 五基以上の住脳祉を含む

巡構の草E存が予想される。地表の現状は畑地として耕作K利用されている。

似) 発掘嗣査の目的事Pよび検後

長野盆地内K沿いて著名な大池跡である本池絡は、附和41年度当初(IL:Jo'ける中野雄政事務所施工

Kよる主姿道路付替工多用地として開発必須の重淡な地とされている。ょョて施工前K学術的な溌

蹄均査を実地し記録保存鎗儀を行な うζとKより道路凶発と文化財保設の円滑念推進を凶るととを

白的とする。調査の紙袋は、発掘面綴3128m"金調弦対象とし品査員を含むf謀長延288人による

発智謝査〈発掘面積)を笑施する。所要警期日は6日間企故依必後日数とする。

(5) 発掘樹桜 :該州地内 837 w 
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給)調査日程

月 日 期日 作業種別 名称 故 (m)巾 (吋 書長 (叫 箇綴(7ft'

5.27(剣 第 1日 予備制査

28ω 2 激備、発掘調査

29(日) 3 トνンチjjl上作業 Tr A 60 2 0.5 1 20 

30(月) 4 q 今 B 40 2 0.5 80 

31ω 5 
q C 60 2 0.5 1 20 

今

D 20 2 0.5 40 。
6. 1 (刻 6 E 10 3 0.5 30 

q q 

F 8 1 乱5 8 。 8 1 0.5 8 
q 4シ

H 8 0.5 8 
。

" 工 8 4 0.5 24 

窯担t発掘 1 5 5 3.0 75 

2(対 7 トνンテ郷上作業 Tr K 
4 2 0.5 8 

N 4 2 0.5 8 

q '/ P 4 2 0.5 8 
トレンテ鉱録作業 30 5 0.5 1 50 

(総 計) (278 ) ( 687) 

笑損IJ 測定作業

3(錫 8 検出制査
第 T号遺構 5 5 0.1 25 
2 。 5 5 0.7 25 

3 今 5 5 0.7 25 
4 。 5 5 0.7 25 

5 Q 5 5 0.7 25 
6 Q 5 5 0.7 25 

7 φ 5 5 0.7 25 
8 Q 5 5 0.7 25 

4ω 9 実浪1).測定、送機の清締

5(日) 10 3盗理

015日間 室内作業による波t勿の整理・復原 ・測定(1ヶ月以内) 020日間報告原稿作撲

( 3ヶ月以内) 030日!副 総告議作成印刷 ( 1グ月以内〕

安苦手、寺遺跡発掘調査委員会名簿

凪問 中野市長 丸山久雄

中野市議会議長 山田顕五

中野建設事務所長 土産 年

長野県教育委員会星野務局主士会教育謀長 村上官官

長野県教背後民会場務局社会教育長泉文化財係長 徳永正人

会長 中野市教育委員会袋員長 大月松一

-18-



警差 員 中野市教育委員 小根沢幸奈良B

~ 霊長同義雄

4伊 宮 崎茂喜

長野県文化財専門従長ぉ中野市公民館長 中村 治

下高井教育会長 小林臨時

中野市安源寺区長 内雌茂平

中野建設事務所総務謀長 小松政夫

。 瀦十謀長 小林正

・0 工事採長 石沢 正

~ 管理係長 高野博美

中野市政会議員 高見沢茂助

4シ 小林小衛門

。 永井宏、重

桜務局長 中野市教育委員会教育長 労 川 毅

事務局員 。 社会教育係長 山本政己

。 社会教育係 小野沢 提

調査団総成

発資掘調査
任者

中野市数育委員会教育長 労川 章生

制 問 長野県文化財専門委員、信濃史料編集安負 金井井喜久一郎

日本考古学協会員、長野県教育委員会社会教育制き導主事 林 茂樹

出 まえ 日本吟古学協会員、 長野県考古学会幹~I~ 中野市立尚社中学 金持i'&次

校教頭

おI}団長 日本コ考古学協会員、長野県考古学会委以、長野県立飯山南必

等学校教諭 高橋 桂

跡艦委員 日本考古学協会負、 長野県考古学会斜~~長野妹立諏訪双業

高等学校教諭 桐以 健

日本考古学協会員、長野県考古学会幹事、長野市立下氷釣j、

学校教諭 議長偽 稔

長野燥地'占学会員、中野市立平岡小学校教諭 田川孝生

長野燥考古学会幹弘長野県立長野西高等学佼教諭 笹沢 浩

長野県考古学会jえ、長野県立髭代高等学校教諭 小池正彦

長野県考古学会員 下平秀夫

長野県民考古学会員、中野市教育姿員会 小野沢 後

桝査員 長野県コ考古学会員、長野県立丸子笑業高等学校教諭 閥 宮主
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長野県考古学会長i、よ田市立上田博物館 川上 7t 

長野泉考古学会以 興津 正朔

飯山市立太国中学校教諭 湯本遥保

日本地質学会員、長野県地学会長、中野市立高社中学校教諭 中村一郎

中野市立1各社中学校教諭 綿国 空手

長野県考古学会以 松沢芳 ;u:

調査協力 中野市立高社中学校郷土クラブ

長野県立飯山北高等学校地陵部

長野県立飯山市尚等学校考古クラブ

長野然立中野高等学校歴史砂防部

長野県立屋代謝絡学校j:tl!.ll蹄E

中野市連合管年団

調査回総

1月21日(金H背後曇 金井は県教育委員会社会教育謀へ出向し安源寺遺跡の現状tてついて報

告する。

1月22日(土H背 中野市教脊委員会事務局において芳川・金井・小野沢3人で発掘調讃十踊Vて

ついて協議する。

1月27日(木)開 小野沢は発掘調査関仰とついて中野建設事務所へ出向し協議する。

2月11日(金〉曇 読売新聞長野版K安源寺遺跡発掘針箇fてついて報道した。

2月15日(火)爾昨秋行なった分布調査の結栄宏印刷K付い 関係方面へ配布する。

2月24日(木)時 林茂樹指導主謬米市 五舟也祝祭K芳JlI・金井・小野沢同行し、発掘宮十訟κつ
いて協議する。その後中野建設拶務所、市当局で趣旨説明を行ない、諒解を得る。

5月16日(水)時 中野建設$務所からの電話で、安源寺の山崎定吉氏宅の土取場K遺指揮らしい

ものが昆つかったと連絡があョた。小野沢が現地を視察署したが篠認できなかっb

4月5日(火)時林指場主都から市教委宛の1tt話で発掘計画Kついて巡絡があっb

4月27日〈水) 銭 市教委拶務局で芳川・ 金井 ・小野沢は発掘計画Kついて打合わせを行ない、

要項を印刷する事Kした。

5月17日〈火〉曇時々開 宏君民王子逃跡発掘調査計画型軽Z貨を樹係方面へ郵送する。

5月21日〈土)曇 忽蔵文化財安源王寺巡跡発掘調量生委託契約(委託老中野姥設事務所長中島年、

受託者中野市長丸山久雄)を締結する。

5月23日〈月)時埋蔵文化財緊急お掘届出惑を総出する。

5月24日〈火〉袋 発掘調査委A会(発掘調査の協力機閥)委員22名為、よび発揺調査団VC19名

と各学佼のクラフ.を姿嘱する。

5月26日(木〉附 金井・小野沢は絞後の打合わせを行ない、倒係方面へそれぞれの挨拶まわり
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をする。発掘調達t本部はをた粉、寺泊防凶詰所を借 りて設監し、清治して発掘調査に必袋な資材、物品

等を整備する。本部の府指担当に阿部弦子さんを念願いする。

5月27白(金〉開発拠調査を本臼去り開始する。計画望書κ従って次のト レンチを設定いぬ強

りを行なう。 Aトレンチー-60mX2滅 Bトレンチ -40mX2例、 Cトレンチ-60mX 2 m 

Dトレンチ- 20mX2拘縄張り終Z了後各トレンチどとK長さ10mの区切りをつける。発掘予定

地は久しく空地Kなっていたため雑蕊が繁茂し畑の畦畔Kは会株、篠竹株があって取り除〈作謝ま

鮒ラしb 午後6時30分終了。宿舎は湯lIIfの謬山館とする。調査団6名、作柴品3名。

5月28日〈 土)附 8 時作業開偽現場で発掘調査委員会委員、 調笈団員多数が~まって鍬入れ

式を行なうo Aトレンチの 1区と 2区の表土下20c吋ミら弥、生後期土器量片多数を発似し管場匂zょい

と喜びるった。 特VC1区中央部検出の土器片は集積状態であるため「土器溜Jと呼んだ。〈後の1

15土鉱句1:)3区の発独IIにも手をつける。Aトレンチ 2区の密附より小形の弥生徒を待ゐ。山崎卦一

郎氏よ b 発抑地尉辺から発搬されたという~生式土器5 点を借用する。鑓彬土器3、 片口土昔号、 高7手

片(丹塗)で、 蛍1修土制ま 1週間ほど前K上段台地の栄樹闘で令怠が緋作の折K発掘されたもので

ある自であった。筆書観山崎賢一郎氏他多数。調査団8品作業員12名。ぷ社中クラフ・10名。

5月29臼〈日)小雨 鎌天からついK小雨となタ作業開始は8時303子となった。枯質の強い土の

ため小雨でも用具κ粘りっき作業は非常に困難をきわめた。昨日K引き続きAトレンチ5区を発掘
L--Bトレンチ 1.2 区の茨土紛1~.VC着手した。 A トレンチ 5 区からは弥生中期、縄文中期土器片が

割合κ多〈検出され、珍らしいものKは青海波文綴の須恵、苦言片1点が出土した。 Bトνンチ2区の
中央部の地下30c膚は高台付坪(土師)が出土し石の配盤等から住活祉が存在すると推定される。

雨が激し〈なったため10時30分K作業を中止し皆霊長念な商持ちで本音ト引き.H1て土器量動、を行

なう。午後は細い雨足となったため1時30分から作業を術記する。所々から縄文・弥生・土帥の土

器片が出現した。 Aトレンテ4-6区、 Bトレンチ3-4区の表土を刺〈・。午後5時作楽終了。夕

刻より雨は激しくなり、夜半まで降った。参観土産年氏(中野他殺事務所長)他多霊長ん拘溢凶8各

作莱負11~示両社中クラブ 23 ゐ

5月30臼(月 )附 8時作業開恥昨晩の雨K洗われた青菜Ir.!:陽光に燦と鰍き、すがすがしい朝

で、作業は進捗した。 逃跡}越辺P風景をカラースライドにゆ〈めたρ 午前中はCトνンテの表土制き'

作弟雨後の土は採らかく作業は容易であっb

sB;t日29年秋K県道鉱労去の折切断された祭祉を探したれ南斜面の土堤はー衝の鍋邸、篠竹株K綴

われてい44ぐにほ発見で'さすい詮井tii2名が午前中を費やしてやっとっきとめた。貌径の北約
の鎌道下だったら半地下式登祭で;<bろラと思ったが、相当の高さを待つ畑地の南斜面(宮議584番

地 地主山崎正治郎氏〉でるるため、為、そらくトンネル式量窯と想定された。

中食時と休憩i時i錫VC!.lt状報告と今後の発掘計画κついて討議する。午後怯Dトレンチの表立女11き'

を1区から 4I孟へ進めて行くと西端と石組み選手訴と訟ぼしきものを発掘L--土師住届祉になるかと

推定して鉱依していくと火葬され.た入管t;;出てきた。河除の自然石をほぼ等間隔K径$-40帽位

の円佳K放さつめた上11(骨片を桜せている。年代後泊。やj等の手がかbも紛られず途方κくれた。
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Cトνンテ5区からは繍ロの破片を検出した。中食休みに会

員が本部κ引きあげたすきl'CAトレンテ1区の高涼11館、 B
トレンチ2区の高台付筑曜ま2i凶が、心なき者の手Kよって持

ち去られていた。作業終了6臨参観市村宏兵衛氏(元市教

育長)他多数割査団11 名作業員13~

5月川(火〉間後曇作業開始午前8略滞、寺却は

弥生後期と土師時代の逃幸広造物が中心でるろうと思ってい

たが時代の巾のあるのKは驚いた。本日もそれ執手わけし

て発御制変κ当る。
篇 5図 出土人骨の絞草書

議担tの発掘vc;野手も昨日能成部と窯の方向をほぼ確認、したので傾ff.>t-方向から然尻を推定して畑

地の淡土を会IJぐとすぐ祭尻付近の部分が現われた。上部から下へ追って発御を進めると、絢 tのほ

ぼ中央部と糾ましきとこるκ築造当時のままの天井部が残存していた。
Bトレンチでは土自fli住庖祉付近と推定される石組み竃を完全K発縦し、その北西部に2倒の大獲

を検出した。制心必注意を払って住居祉の周幽の墜を探した会人ヨハK発見するととはできなかっ

た。

火葬基は 6 法検出さム小砂~YD円庄は、しかも傾斜面K陪段状になった一線上vcあつおそ

の後の発掘Kよってその後方K粘土の円盤の上に更i'C3基火葬纂を検出した。火葬墓群を漕備して

いると、その菌側K幼児の頭大の自然あが笹訪当れていb その一帯は土質が桑Zうゆ‘ったので不思議

に思って掘り下げると、銀，~と古銭 7 枚が出土した。古銭の下阪は景定元宝であっ b 更Kその南

側K下肢管が 4本出土した。その南約5骨zのと ζろからは 1畿の火葬基が発掘され、火葬通事11号と

した。 1-6号同様K小砂利を敷いた円盤があって、その下Kは低志の鉢片が4点検出された。あ

まb動 t群の発掘が続くので法妥してもらう著書がよかろうという単になって、急、法大徳寺住職畔上

智仁師を糊して蹴艇をしてもらい、説査K参加している者一同礼拝して懇K弔った。時に午後5除

午後6~作業終了。(第 5 図〉 参観矢野義郎氏(県議)、村上官官氏(熟社会教育機長〉、小松

益夫氏〈中野市助役〉他多数調査団12名作業員13名。

、.品月 1日(水)銭時々小雨 午前8称30分f撲関脇 高社中郷土クラフ・の生徒カ，tMJ目したのでE
.F・G.Hのト νンチを設定し表土を会11ら特vcEトレン

交;拡県の胤地買収地外を含み高見沢信秀氏の所有地に発厳

してかかるためま式制の許可を縛る。

. ~トレンチは 4 つの群に土器片が密集して念り、土拡墓と

なる可能性が強〈、生徒たちは張り切って発掘κ従事し成泉

をあげるζとができた。時々小雨が降って傾業Kはさして支

踏まなかったが、実iJllJ凶をとるのKは不都合であった。

AトνンテKい〈つかの土拡謡を検出。土師住風上の東世帯j

k石組みの炉祉を検出した。宿舎翠山~vc会いて発掘調査の
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現状と今後の調査方針Kついて協議する。参観小林暖嘩氏(下高井教脊会長)、高見沢茂助氏(市

議)他多品調査凶12名作業員13各高社中クラブ16名飯山北rei.?ラブ5ゐ

6月2臼(木)録 作業8時30分凶偽トンネル式無段登窯は中央部の天井のととるが捌.iIflぃ

床面もほぼ金鋭が税われた。祭内の造物は割合K僅少であった。

土師住属枇の石組み鰭は会鋭を確認され土器・木炭片・灰 ・焼土があって、付近K坪家むが散復し

ていた。工トレンチを鮫島発掘を進めると土紘基1基を倹出し第12-Jき土掠基と呼称する。特K弥

生中妙わ土器片があったのが注8された。

土葬器第1号の人公取り上げを午後2時から倍大香原銀撤授ほか2名の助手によって入念な作撲

で行なわれた。下肢tl'下から古銭2枚と鉄多ふ竹多f10本を待た。古鍛はζれで?枚発掘したととに

なる。人件は香原助教授Kよると「中世特有の長頭裂で50オを過ぎた男性と挑定ナる。J との司王で

あった，0 J.m夢蹴箱に収めj雌で北枕Kし、顔は西向きだ9 た。 Bトνンチκは土器片が突K多凶

写兵と爽測をすませて土縫片~取り上げるとその下からきれいκ 4 iまの土拡品起を検出する~'f.ができ

た。

CトレンチとDトレンチの間vc14 -16考土君主義を検出しb 員長社発掘によって娘道似b落下し
た土砂を市役所のタ・ンプカーが除去L，.. 6台分を遂搬してくれた。 発掘削間延長を依頼すゐ多観

大月松二氏(市教脊委員長〉他教育委員 ・小林IJ、ェ門氏(市議)他多動特別調査谷必地勢氏ほか

助手2名調査団10名作楽員 12名高社中クラブ8名

6月5日(金〉附 8時発創作業を始める。 12考土拡選を昨日K引き続き発働長後1.5怖、短

径 1明、 採さ 0.4mのきれいな遺構を検出する事ができた。 Aトレンチ2区南側κいくつかのこ乞紘

基を発見し検出K努力する。将K複合した形で検出さ払調査団員はじめ重量加者から注目された。

窯祉は次第Kその全貌を携わしつhある沙丸焼きついた祭事事念どがるって作業はなかなか進展し

ない。残った天井部は幅約80側で立派なアーチ裂を銭して掘りすすめられた。

Eトνンチの土Z広必の発掘を説ける。大小4基の凹みをはっきタと検出する4鮮ができた。各トν

ンテ、 必t絡の笑狽11をはじめる。参観横内秀雄氏(県教育長〉、土産伝氏(以監査袋主主)他多数

制金団11名01'乍策員 16名0高社中クラフ・6名(第6凶)

6月4日(土)量生後悶 午前 81待作業閥kゐ午前中は幾夫で時h 小f:1~が降ったが作媒を航行する。

Aトレンチ 2区南下κ土綜甚の逃総会みつけ発搬する。 4号、 5号、6号と命名する。土器片の

殆んどは箱清水式で弥生後期のものらしい。

土師勉枇付近のピットを発跡 Cトνンチ 1区K土拡遺構を発見い 11号、13.号とする。窯祉

は午前中にほぼ発御を完了い窯の上下は多少切られているが捌存遺構の長さは 7.6mであった。

全貌を微量診する。 Eトレンチは昨日K説き鉱労あ午後は大粒の雨が泌ちてきて、作業は中止のやむ

なきK至った。本部Kおいて土器出ハーをい出土遺物の経理会する。

本部K片山混入氏から弥生後期の大受片12点、宮誌信男氏から須忠大聾片19点、高見沢定吉氏

は須恵大量E片5点をそれぞれ従供された。いずれも家遺跡j母辺の出土品でるる。多鋭市村忠兵衛氏

他多数調査出8名、作業員?名、高干土中クラブ5急飯山北高5名。
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6月5日(日)開 当地の土質は時天が続くと聞くなり、スコッ 7'では刃がえた念い。ツルハ・ン

で僅か掘れる程度で作業は附すする。また雨が降ると枯質が強〈用具、綴物K付着してやはり作業

は困難となる。本日は昨日の適当なお・しめりで発掘ははかど夕、その上日曜とあって近隣の尚校生

中学生の手伝いがあョて対ハK進捗しb

Aトレンチで土拡4号、 5-)号、 6号を発動特K塗彩土器が多〈、また口辺下K半円形の櫛箔文

緑土器片も珍らしかョた。

Cトレンチ2区西織でlHま土広を発掘し小形無文盃形土器2個を得た。完形である。更K北へ鉱

張すると11時過き.t'[骨片の塊り付近K青銅色K縛〈罪Ij器の一部分を検出した。管銅擦が出土したと

いうので慎重を崩し中食後念入TVC発掘すると総長21.4cm、刃部12.4 cmの鉄;誕の小柄であっ

た。皆を港経さぜた。小柄は桜傍のあたりにあって、 lis'口十もiじに位置して検出され土事事基2号と命

名したが興味あるものであった。

CトνンチとDトレンチ区間に飯山北高生逮は 14号、 15号、 16号の土拡を検出。 Eトレンチ

はきまる。

金井(喜)顧問は安源寺減社、車問茶自家(山城)を視察し、茶臼峯綾部で宝笹印塔・ 五総塔を

発見した。市村~兵衛氏宅で天明 8年( 1788)の絵幽を見せてもらい、発銀地の南斜面は墓地であ

ったととを発見する。日織目Kっき多観者拡特K多かった。参観市村孝左ヱ門氏(市選管委員長)

ほか 800入、調査団16名、作業員 14名、高社中クラブ 4名、飯山北高14名、中野高4名。

る月 6日(月)開後銭夕刻i)f'荻雨 8時作業閥金色 4号土拡は巣林式土器片が出土するので注目し

ていたが、5号土拡祉よタ一段さがり、径約 1.2偽のほぼ円形のプランでるる。 A、Bトレンチを

清掃し写真K収めて笑測する。 A、Bトレンテ2区の中間κピットの存否Eを知夕、北方からと土tt.

6号泣;から蕗K向って発掘を進めると一面K土器が数きつめてあタ大きな土拡祉ではあるまいかと

思われた。 4本ピット祉と仮称する。 4号泣付近K太形姶刃石斧の刃節絞片があった。

人殺の件Kついて信大医学部〈訟本)へ連絡したと ζろ明日現地へ米られるとの白だった。夕刻依

俄雨あり。参観市村忠兵衛氏他多払調査団4名作業員8名。

6月7日(火)開作業開始8待。 4本ピット祉は発掘が進むにしたがってその全貌を把握する

ととができるよう VClí ったρ9"~土拡枇と命名する。来I!liVC長い隅丸長方形のプランで、上回Kは

緩うように土器片が留か才以来桝K太j杉姶刃石斧刃部倣片 1点と打製石斧 1点を得る。午後1時す

ぎ信大医学部香原芯勢助教授と 5人の助手が松本から自動単で米らオ1へただちK土葬必2号由人怜

取りよげ作業κかかられた。非常K綿密な作業で.e!l1才、下t立すす4本の取り上げを終了したのは31等
30分を過ぎていた。その後火持誕の入管を蒐集され、陸E学溺へ持参された。夜のNHKテレビニュ

ースで安言宗寺遺跡発鍛が報道された。参観祭永正夫氏1也多敏、特別参加香原志努氏他S名。調査団

4名、作業員5名

6月8日(水)開 81待作撲を始める。る号ごとtIt枇を発掘する。地表下40C1l! t'[箱消水式が少訟

あって、地表下60cmのととろに然林式土器片が20点配かれ、ぞれから約10cmで逃械は終。た。

真に下I蛍の状況を知るため傑拠りすると、縦文前期土器片少1.itと熱線石片が出土した。
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.， 

Eトレンチ全般に発御する。 4避の土拡急上北部lζは箱清水式土器片、古式土器片が多かった。作

業終了7臨筆書説t偏見沢信秀氏他多跡調盗団5名、f喋員5名0

6 月 9 日(木H総雨午前8時1'1喋開始。 E トレンチ続偽と附‘〈造物の出土id:~;多いのK

は篤くほかない。?号土鉱祉の発掘を続ける。土鉱墓の性絡が次第に鮮明Kなってきた。

火事事基11号の発銀を完了し遺物を取りあげるとその下K動 tがあるらしいので発犯を続けると

地渓下70仰のととるに土製基があった。午後2時過ぎ雨となり作業は中止して遺物の艶理を行な

う。重量制永井忠猛氏(市議)他多動調査団4名、作業員4名。

6月10日〈金)悶 悶のため作喋中止。本部に急いて逃物整理。調査団1名作業主主1ゐ

6月11日(土H農 作剰規始8時30分。 Cトレンチ東端に土拡22号祉を検出する。 尉幣をめぐ

らし、今までKない大きな規絞で直後1.1XO.8怖の務円形プランの ようである。半分ほど発掘を

すませただけで日没になって しま ~ito 周溝寄り K小形無頭筆、土製紡緩Z与を得る。

9号土拡.w:続投ふ 4個のピットの西側K各々 q箇ずつのピットを発見する。 ζれで5悩ずつの平

行の間VC9号土鉱祉が挟まれている事Kなった。?号祉の西中央に枕状の自然石を発見した。

土事事事4考を紛'1'て発掘するも強粘土のため作業は困難をきわめた。

Kトνンチを設匙弥生を主体に縄文、 土師、第百ま片等:40点ちかく検出する。 多量観山崎正治郎氏

他多数入調査団6名、作業員5名、飯山北高5名。

6月12日(日〉附作鋪鶏始8略?号土拡墓の発掘をつづける。土鉱のプランは 2.5X 1.5情、

深さは50CIIIである。 cトνンチ1区東端の22. 23号土鉱祉の発掘を飯山北I街、中野高生徒が中
心Kなって行なう。

土事事基4号祉の発掘を続けたが粘土質が強〈昨臼同様K樹すした。人付を得るも紛れが過去しかっ

た。見思幽を措いて念、入り K取り上げ、鎮管、下絞管K男1]けて梱包する。

Aトレンチ第5区東織で土偶を検出する。縄文中期のものと推定した。付近に土機片、河原石が

直径1.5m位の範幽に散布していた。 N.P各トレンチを設定する。縄文・弥生・土師の破片多量;

と須恕総片も割合K多かった。 参観小林正一氏他多跡 調査制8名作業主t2名、商社中クラブ

6名、飯山北高14名、中野晶6各

る月1ト 17臼 土総洗いと逃避。

6月18日〈土〉附 ?号土拡祉の南側のピット 3個の発掘と清締をすませる。ピッ トの来よ り1

号には小石が詰めてあ夕、2号VLは縄文土器片、 5号Kは縄文打製石斧1点を検出したρ 頁K南側

へ拡張すると縦文土器片プ!lt放さ詰めるようK存在したρ それら等は縄文中身絞っ遺物でるった。

Bトレンテ酋北部を怒銭する。弥生後期土器片とともK古式土器片多数を待た。星雲観内藤茂平氏

(安首長寺区長)他多品調査団3名、作業員1名、飯山北高6名。

午後ヵ、らは 1時に発鍛を始める。?号土拡担上南側ピット 5個締摘、.!l!，t:削ト船長する。中期

縄文土器多数を後出した。

Eトレンチ西北鋭肱偽弥生後期土器片を主体K古式土師片多数を縛る。また石機(縄文期〉破

片を発掘した。爵放の跡があり砥石的な役割を果したのではあるまいれ参観市村実郎氏他多品
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関査団3 名、作業員 1 名、 中野高6~。

6月19日〈白〉時 ?号・土拡祉を発掘し清掃する。その規模のすばらしいのK調査団長は自を見

張っb 土略説t群中随ーのものである。

22考土拡基はスケールの大きさで注目さオL、進物には袖珍小笠、土製品等をはじめ土著書片iJ.多か

った。

23号土拡基は北寄りのた臥その形状全体をうかがえな治孟つb しかし周溝をめぐらい出土物

も他とは異なったクースで興味があった。何かしら女性的設ものを感じたのは思い過しであろうカb

B勧j、林芳一氏他多払調査団2名、作業員1名、飯山北高6名。中野高6名。

6月23臼〈木)時安源寺遺跡緊急発掘調査中間発表を午後5時から中野市役所会議室で行念う。

6月25日〈土)跨 22号土広墓を精査する。その他残余の個所をまえ掘した。

O ~26日(日)時 23号土広墓を精査する。周潟西1WJから太形姶刃石斧片 1 点を得る。?号土~

基を清矯していると西隣りK土拡を発見し24号枇と命名する。長後1.2悦、 短径0.7mであった。

実測を完了した。参観北原磁吉氏イ臨鯛査団5~弘f1喋員 1 名、 高社中クラフ・ 4 名、 飯山北高5 名

中野高?名。

以上6月26日をもって、緊急発抱調溜ま終了しb その問、

日誌の本文中に一々記紙しなかったが特κ協力いただいた方々
の芳名を次K記し謝意を表する次第である。

有賀忠治・山本政巳・北川昭一・小野沢巌 ・堀内芳子 ・神田

硝治・山崎盈 .i帝国金市郎・金井光正 ・小野沢京二・小野沢健

治・若林繁作・金井正彦・金井文司・図尻二郎・佐々木正大 ・

阿部弘子氏等のほれ中野市連合青年団長松島敏正氏ほか団員

損害 7凶 繍査団〆ンパー

の皆さAA ~t:土中学校郷土クラブ長中尉庄一窓ほか22名、中野高等学校社会科クラ ブ (クラフ.長~

悶久子さん)、飯山北高等学校地歴部長百井憲郎君主ほか14名、さらKは安源寺区長内藤茂平民元

地主山崎正治郎、山崎賢一臥高見沢伴誠氏等、その他地元でお、世話下さった小林正一・永井ちか

・山崎三郎氏偽 (金井滋次)

第 3 章 遺跡 遺物

第 l節 トレンチの概要

鉱娠される以道中野・強野線の北側1'(;:長西K長〈並行するトレンチを設定した。途中trc'A誕地籍

へ登る農道があるので、それを境として、東方上寄りをA、下よりをB、農道西方上寄りをC、下

寄りをDと命名した。 トレンチの長さはA、Cは60旬、 Bは401耳、 Dは20仰で、共κ幅員は2m

でるる。又、 のちI'(P.N.K.I.H・G.Fの接続トレンチを設け、進械の広がりκしたがっ
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E馬8昌司 トレンチ全体図 (1 : 100Q 

て、A1区南方、 04・5区南方Kそれぞれ鉱猿区を般けた(第8図)。

Aトレンチ

コ

発錨地点の中央を、県道から宮裏の農地へ抜ける農道の東側K、ほほ東西60111.，巾2mのトレン

チを設定九とれを6等分して西から1区、 2区， 3区、 4区、 5区、 6区とする。

本トレンチの土腐は、表土をなす茶補色土婦が全区域を被うほかは、区域Uとよョてか念りの変化

が見られる。との地区は丘陵の縁辺K稀々近〈位置するため、南北lて緩傾斜を示い東(lC2区及び

3区の境界で急K レベノレが下り、次第K来:1f1~4匹お 5区、6区へと低くな 合ている。ちなみκ1区

を基準としてそのレべんをみると、 2区と 3区、 4区と 5区のそれぞれの隣接地点では75cm. 125 

cm、6区の中央地点では1!XJcmの差がみられる。

最上層をなす表土廠怯、 1区、 2区、 5区が約10- 15側、 4区、 5区、 6区が20- 25 CII!で、

地点Kよる縫積の厚紺まあまり顕著では念いが、 2区と 5区の接触地点K辛子いてのみ40仰の埠さが

みられる。

表土属の下締ま、 1区及び2区のみ(IC25伺から 40cIlIの貧褐色土騒が部分的Kみられその下局K

は煤色土層が)J)(准秘している。隣接する 3区、 4区は表土層下(IC25 CIIIから犯CIIIの煤色土騒があ

り、更κその下j蛍K黄色土居がみられる。しかし念がら、 5区K会いての貨色土居沙拙う皆カK乏し

かーたのκ対い 4区の貧色土層は色調も貧褐色を呈するとともK、結土状の土質とな州勧を

治しているo;また ζの地層は、 4 区の後主宇都から次第(rC~込み黒色土!醤K厚〈被われてしまう。 5

区、 6区の地Jfiは表土下(IC~罪、色土胤が淳〈准秘してお、夕、その下層部の色舗をつかむととは不可能

である。

次K遺物と逃構Kつい・ての大略は、第1区の中央よタ.凶側及び第2区の最:il9端に、弥生式土器器片

がktも多〈散布L，..以下第5区、 4区がとれκっき...5区、 6区Kいたってはま ζとl'Co々たる状

態である。な恥第 5 区からは縦文時代の遺物カ鴇見されている。~構は弥生土1広基が1 区、 2 区、

3区Kそれぞれ1慈、 5区1'C2基発見されている。
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次K逃物の出土状態及び遺構を地区別K詳述すると、第 1 区κ本いては淡土I~中から燕躍石の納l

片 1 点、須恵鋭敏片 1 点、~~式土器舷片少量の出土をみ、 また第 2 区との境界付近からは小鉄片

4点が発見されたほかKは遺物はみられな凶そとで綴次掘り下げるκ従って、策補色土属中より

弥生後期破片が出土しはじめ、4寺K第 1区の白ーより約3m来の地点Kおいては長さ南北2凧巾東

西0.8mにわたりその散布は顕著であり、ζの土器群の下K竪穴逃織が存復していた。 ζれが1号

土綜である。

との遺構(土鉱甚 1 号)~接してト レンテ内東依IJ(iC電往吊線芹j務員力闘しコたが 2 ク所針金で結ぼれて、

地表下120cm(!C埋められていた。次κ第2区Kシいては、第1区の隣接地と東側lの苦笑土居内K、致、
信武士総片が若干見られた刀、策褐色土J献なるK従い、隣接地を除〈他。地域Kはみられな〈な

り、保色土胞にお、いても問機な状態を呈した。

さて、隣綾地点の土器破片の尉辺を東1I{1J(!C掘り進めると、質事品色土府中において長さ来酋1.5倒、

け1南北0.9仰の範囲で街、生後期の土器破片多数と粘板岩製打製石斧 I1闘が出土L--箆K黒色土居ま

でt6l9下げると土器鮮の形が明瞭となった(第5号土拡)。

第5区は前述した如〈、極端Kνベルが下つてはいるものの、表土j弱より須怒号苦破片4点と弥生

後期土緩片少量の出土をみ、更K黒色土層よタ土去を詳のかたまり 2ヶ所(ニ仁紘基Z8号)を検出し

た。土拡基7号は、 5区の西側1m東寄りに長後東西100cm、 短径南北~90仰のほぼ隅丸方形で発

見され、 8号は5区の中央K長径南北110畑、短径東西80cIIIの長方形{t呈してみられた沙え土器片

の量は比較的少ない。土広墓8号の東側床面(iC$v、ては何の変化も乏し遺物も須恵器片2点、弥

生式土器片3点Kすぎぬため更K然色土居を20c冒掘り下げると、茨色土層との境界函で縄文時代の

土偶2個体分が駒郡を上Kして..30CIJの間隔で発見さオいついでその東側Kも打製石斧 1点沙入また

準大の自然、石5倒が確認された。

第 4区は表土!秘より fr.往式土器片、打製石斧 1点カミ熟色土婦中からは背縦波文のを民感滋片5点ヘ

木炭及び弥生式土綴片少量が出土した。また、 4 1~函より 3m*の熱色土層地点κがいて巾 1mの

砂土届があり、周囲を拡張し遺構をつかむべく傍力したカ人機器するまでには至らなかった。

比較的池物の少ない 5.6 区においては、 第 5 地区より寛永jffi宝 1 点、県総石~J片 2 点を淡菌採集

しき長土をはらしかし進物の出土な〈、黒色土層へと槻タ進めた沙人{革か~須:忠告告片 1 点、抗生式

土苦言片少訟、頁岩製の石銭1点、熱線石製石錐1点及び然減石紛l片5点の出土をみたにすき'ない。

また、第6区は表土発t艇のみのため出土遺物は皆無である。(小池正彦)

Aトレンチ鉱張区

本鉱強区はAトレンチ第1区、第2区の南側lBトレンチとの聞K土広墓群を究めるためK拡娠し

た。鰭序はA、Bトレンチ第 1) 2区の地層と大差なく、上部から表土層、 Tl掲色粘土質土j吾、黒

色土婦の瀬となり、 j学簿の著しい箇所は殆んど見られない。しかしAトレンチから南側は、 Bトレ

ンテ(iC向って緩傾斜を示すため、土砂の流失を考慮し念ければならない。

本鉱妓区Kは表土}蛍K弥生式土器の小破片が土広基の上部と想定される地点を中心中亡散布い貧

褐色土'(i(IC至り多誌の封量破片の出土をみるt旬、土拡拳7基(2. 4.5. 6.9.10.24号〉とピット 8
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倒が検出されている。

まず賞縄色土l画中Kその全貌が明白tてされた 2号土拡却ま、や ~B トレンチ 1 区側K近〈、 A ト

レンチ2区内3号土紘基の南西3.6mの地点K存在し、また3号土肱基南東の隣接地点tc4号.:t紘

基があり、緑色土J醤と媛触する脳位κbいては4号土拡墓の南側2xIW地点tc5号土割r..J&が存在する。

ζの胤位と同じものtc24号土広墓があり長輔の東側が2号土広認と接触いその下音IItc位置して

いる。 ζれら2.五4.5.24号土広基の遺物は弥生後期の土器破片ばかりであり、その包含le1は表土下、

銀色土層直上K訟も多 〈、以下熟色土層、表土層のj願Kなっている。

更に掘り下げると、第 5号土拡基の商南K近接して?号土広が発見された。 9号土湯江の西端部上

Kは2号士紘基の一部が乗っている。さらKとの?号土広墓と同じ焔位に3.4.5.9号・土;ti.事K阻ま

れて、10号土搭甚がら夕、多〈の土器片の出土をみている。 9号土祖伝高の東側1.6m地点のj茶色土

j高内に沿いては、本遺跡、唯一切円形土拡基(第6号〉ヵ:検出さ払弥生中紛ゆ架本械土苦量破片の出

土がみられている。

一方、拡張区の8仰のピットの状況をみるに、すべて表土熔下から穿たれている。うち2側:'19

号祉内も北蟻K近<82c/IIの間隔で東西方向(rC並んでお‘夕、一つは長径24cm、短径22CIII、深さ20cm

で舟底状~C凹弘一つは長径 44 C711、短径26cm、事長さ22c711を測夕、共に不盤円形で内部よタの出土

遺物はない。

また他の6個のPl-P6は土減事?号を中心とした両側一ー北tcP1--P3、南(rCP4-P6 

がほぼ対称(rC~列いその形状その伽ま次の通りである。

ζのうちP4- P6の富良さは

上部を除去されたため本来の深

肢はわからないカ"Ru序からし

て3OC1I!以上あョたものと推定さ

れる。すなわち P1-P3の低

箇は?号、10号土丸広基の土器岩手

茨商の脳位で止っているのであ

る。

次K各ピッ ト間のlI:e縦をその

P 番号

P1 

~t P2 

P3 

P4 

南 P5 

P6 

長鋒調)短主翼C吋
40 38 

46 42 

60 56 

46 42 

50 50 

56 56 

深さ(CIlI) P 内出土遺物

45 弥生後期土器片1

35 ~ 2 

35 。 5 

1 4 打製石斧(14X6)1

1 6 ，fi(10X 8) 1 

20 ~ (10X12) 1 

中心から計測すると、北依田?1とP2、F2とP3共(rC1.1mで、 南似11P4とP5は0.9m、P5とP6

は1mであり、南北の間隔はP1とP4、P2とP5、P3とP6がそれぞれ2.9m、2.7m、2.8m 

の数値を示している。

以上の状態から本拡張区内の巡構を泌位的(1[みると、ピット若手がもっとも新しく、次K土拡墓2

号、 4.5.24号、 5番目(fC9， 10号土紘基となり、最も古いのが土l'A必6号という ζとKなる。

(小池正彦)

Bトレンチ

AトレンチK平行して、傾斜面(rCBトレンチを東西(fC40mX2 mを設定した。東から10m間隔K
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4等分して 1- 4区としb 地表は以前果樹圏、祭出であったというととで、廃事会した桑畑の畝が

斜留iと平行に走っていて、ま長・舗はか念タでζぼ ζしている状線である。

庖位は トレンチの南面でみると、1.2区では表土、明補色土脳、熱褐色土}潟、地山(粘土質の茶

栂色土!語 )というj瞭序で下l婚に速なっている。 表土は一時何の耕作も行なオつれないまま放世された

ので、腐植土で稀々灰色の強いものでるる。 とれが約10cIIIの准績をしている。

第2層の明褐色土層は、ほほ新1!tC続いている1J人東方に粉々傾斜していて、厚さは2伽である。

その一部Kは5白調Kなるととろもあるが部分的である。 ζの第2層までは、遺制ま殆んどみられず、

上方tJるらの流れとんだ土器片が数点発見されたKすぎない。

第五庖の黒褐色土J習は、精々粘土質の強いもので、 との上部から土師昔告が認められた。カマドカ:

発見されたのは、表土から30cm前後の第3宿中である。 当然耕作κよョて撹乱されていると忠われ
る治人 Bトレンテの巡物はとのよ込褐色土熔中からである。

県褐色土腐はo方から東方Kかけてwくなっている。西鍬!tC$.'いては20cm.、中央部では40cmと測
るととができ、 2区の東織では浴ちζみ状の1mX  1 mのピットとなっている。最底部ま 1.6mで

あった。ζの池山と念っていて、粘土質の勢恥茶褐色土崩であふ

1区にみられた逃構はカマド祉のみで、Bトレンチの北側壁で石組みを発見L--. とれを中心中乞北

方K拡張した。カマド祉と炉を発見したゑ入住居祉のプランの発見Kは表土下30cm前後でらったと

と、耕作Kよる被接、斜面ょに沿ける複雑な地層κよって、盛はもちろfv.床面の認定は困難であ

った。これK援してAトνンチの拡様区で6号祉が発見さ払距離的Kも、腐位的Kも本金足並止と

の複合は考えられず、カマド枇は住居祉の西南棟Vてくるものと忠われる。

第1、2区の出土巡物は、カマド急上からの土!lfli..須恐器以外は殆んど破片であって、器形の判る

ものはなかった。

第5、 4区Kついて、脳位は袋土、黒緑色土婦、地山という庖位を示しお第1、 2区でみられ

た明褐色土躍は硲認できない。斜面よという地形からくる複雑な地l磁を示している。

第 1)留の表土は 1、2区と問機であって、 ζζでも 1日間前後であった。第2騒Kなると黒褐色土

層κ速な夕、 前述したように明褐色土層はみられなかった。第5区でみられた熟掲色土!語の堆績は
j与〈、西方から東方への傾斜を示している。 40cm-50 cmである。との下K地山が速なっている。

第5、 4区K念いて遺犠遺物は何もみられなかった。 (下平秀夫)

Cトレンチ

丘陵の筒斜面のう弘丘陵上磁の宮袋地籍へ通ずる食道の西方、東西!tC2m巾で60mのCトレン

チを設定尋 問慨を1区画として 6区κ分割し、東から1区、2区と命名した。
まずH語序から触れるならば、第1)磁(表土)が灰褐色土l醤で、地点Kよっては第2脳との境κ小
燥を含み第2潟痔品色土樹、第3)磁貨褐色粘土漸移編、第4J醤貧褐色粘土j醤(基盤)と紛ハてい

る。ただ、第4.5.6区r.J:然繊色土j認を欠き、表土から直弘 2事態vr:遂している。また1区の22号土

拡付近Kおいては、第1)磁の次K然色土!還を若干はさみ、 緑色土j磁K移行している。

トνンテの各層の厚みは、地点によりかなりの異同が認められている。各区どとκその厚みを列
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記すると、第1区では第1}這 50 側、~ 2}弱160C1I!、第31i必 20cmo第2区では第1脳30師、第21磁

90clI!、第31語15cm.。第5区では第1庇i30cm，第21議40c鵬、第3/醤15cmでき基盤K迷い第4、5、6

区では第1I語30- 40 c眉の次('L直接基盤κ逮している。
トレンチ内発見の遺構についてみるならば第 1 区で 13 、 22 、 23 号~~式土応、第 5 区内K

中世の火葬纂12号-と土葬善事5号を検出した。

出土遺物としては、 2区南墜K接して輔ロを出した以外、とりたててめぼしい制勿はなく、弥生

式土拡縄文式中期土器、土師岩永須JM-器等の土器片が表土と然褐色土j語中に少1J:魁められるのみ

であった。

とζろで、第5区以西K遺構の露単はなかった治、第4区のト νンテ南壁近くで東西K走る基盤

の落ちとみがみられたので街方K鉱強してみたと とる、 中世誌を止群(土事事1号、4号、火葬墓1-

11号)が列をなして検出された。 土耕部1号は火葬基1-10号aの陶磁K近接しへ火興基11号は土葬

基1号の南側K発見された。また火務;(i11号の下層lだ土害事基4号が認められた。 t侍κ土要事基1号は

長方形の土協の中K額符と下五夏合が発見され、伴出i監物として古銭.12枚 ・鉄多1・竹釘説点が検出さ

れた。

火葬墓語学11畿のうを)¥ 7基は小僚を30cm位の円形に数さつめた上t亡、 4基は粘土の円践の』乞そ

れぞれ火葬恰を後20cm程K盛るように秘ぜていた。 1-10号火葬器付近では、鍔の半欠1点と胸総

数点が見つかった沙人決定的資料K乏しく、 11号火葬基のみ須恕質の櫓鉢が磯('L挟まれて出土し

たρ 次いで第2区北側を 2mX2 m鉱録したととそ入土事事基2号が見つかり、態管の付近K短刀が

出土した。基砿の形跡は無〈、 崩れた~符と下校脅 1 tJ戦出されb

2区南鉱張区(4 mX  6 m)ではl翠さ10-15cmの表土の下がすでK貸褐色枯土婦と念つてなり、

弥生式土拡14、15、16号が資褐色粘土j説中K掘り込まれていた。

貧褐色粘土j溺(基盤)は当地点まで、現在の地表傾斜K治って登っていた沙人 CトレンチK遥す

ると逆K下っている事がわかった。従ってCトレンチでは談盤が傑〈、その上層YLI!¥褐色土騒が堆

験しているので、弥生式土拡祉13、22、23号は黒揚色土属中VC!tllり込まれている。(訟沢芳宏)

Dトレンチ

Cトレンチと平行して、その南方K同じく 2m巾で2O?nのDトレンチを設定、10rn宏1区画とし

て来から第1区、第2区と区分しb

Dトレンテは、担保さ15cmで表土から直後地山でるる貧褐色粘土J蛍κ達し何らの遺構も認められ
念かった。

ぞとで逃跡の商阪をつかむためK、CトνンチとDトνンテの間κ、1m巾で商からF( 4m)、
G( 5m)、H(5悦)、工 (2m巾で5m)のト νンチ宏、南北方向K設定した。

(松沢芳宏〉

Eトレンチ

Cトレンチに併行して、同トレンテ4.5区の北部κ5mX2mのEトレンチをdお主した。該トレ

ンチを設定した理由は、本発掘調査以前K行った試掘附亡、多誌の土器破片が出土したからである。
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政ト νンチの層位もま、北犠Kかいてみるとなお、よそ次のとお、りである。

表土、黒褐色土j磁(第 1I誠)、熊褐色土を混じた黒土j磁〈第2庖)、黒土居(第3J必)、貸手総色

土1語(第 4 層) 、 熱土J~(第5)笛)(IC区分され、 表面よb地山である結土層K到主主するまでに約12

mの事長さがある。

近接する C ト νンテのj百位(荻土層の下K熟補色土!留を~み池山K到っ ている)とは大き〈異っ

ていて、ととK本トレンチK現れた遺織が何等かの:怠幽をもって造成された特殊な施設ではなかろ

うかと推定されるー織がある。そして、それは東壁のセクシ'ンK顕著K示されている。すなわ弘

CトレンチK近接する部分Kかいては、表土層には若干り熱海色土騒を会き地山K迭しているのK

対して、土器が多量κ出土する北仮IJ寄りでは、北滋κ泌められたと同様なj脅を形成しているからで
ある。 従っ てE ト レンチ地域は:窓凶的κ掘り〈ぼめた箇所と推定できるのである。北~をザ~!J 崩し

てさらに北部を追求したならば、一層明確に把獲し4与えと思われるが、種kの指11約からなし絡なか

ったのは残念である。

遺物の出土状態は、第 1)磁然補色a土I~~てま?いて弥生式土器片が多量K出土した。その出土土器の

含まれる層のl享さは、 15 -20 CIIIで、その下K無遺物j醤でるる貧褐色土を混じた黒土局、瓜土婦の

2 層を事前て、第 2 逃物包含婦である第 4 扇貨褐色土婦に速なっている。貧鴇色土府内~i;吋る造

物の出土量は、黒徳色土!醤よタもはるかK多量であった。貧禍色土居出土土器の時間的位置は、箱

消水E式{吃隠するものである。銭形と しては釜形土著書、小形~;彰土器昔、 信号琢等がそのま体をなして

か夕、それら土器の殆んどは横転ないしは逆さの状態で出土した。

宮島褐色土j磁の土器を取り除くと、若干の焚褐色土の無i佐助賂をお、いて、土器の密集した状態の場

所が4ケ所確認された。とのあり方は他の土誌上部の土器出土状態と同様であり、その下部に土帯広

のある事を察知さぜえ。 1貴裕色土産量の下部は第5:畜のよ緑色土婦である。土拡は糞褐色土胞を掘り込

み、造成されている。緑色土層の下部は地山の黄色土層になっている。(高橋 桂)

F.G.Hトレンチ

F.G・Hトレンテは、すべて表土から直ちK貧補色粘土1留に透してお‘夕、その採さはFトレンチ

で20cm、Gトレンチ20C7n、日トレンチ 15cmであった1J人工トレンチκ限り表土下25-55cmの烈
渇色を挟んで基絵K迷していて、問所からは弥生式土拡12分プO'検出された。 その他の各トレンテか

らは何等の逃構、避島田も発凡されなかった。(絵沢芳;e)

K.N.Pトレンチ

AトレンチとBトレンチの闘に南北3.5m、巾 1mのトレンチを3本設定、西側よりK.N.P

トレンチとする。各トレンチはAトレンチ会よびBトレンチの第 5区と第4区を直結するものであ

る。

K.N.P各ト νンチの順序は、 Aトレンチ5区、 4区とl司じく表土揺が2Scm前後あり、その下

届K黒色土艇が相当l事〈堆積してなり、 ζれはBトνンチ寺町'.!J ~となるK従いさらに傑くなっている。

さて、各トレンチともにi立構の存伝は認められず， l酎勿もさほど多くはなく、KトνンチKかい

ては表土より若干の弥生式土紛片の出土をみ、黒色土l蛍に拾いて打製石斧1点がAトレンチ第5区
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NI:レンチκ訟いてはよ烏色土居中より弥生式土議片少量と土師滋倣片5点、生焼き
の筑豊ま器片 1 点が出土し、表土j醤からの造物の発見はなかっb またP トレンチの表土I~ より~&

7守海技厳打文の須恵器片が若干みられへ緑色土胞からはほとんど土器

寄りκみられ、

式中剃の土縫片、土師穏片l

破片の出土がなく念り、かわりK打袋石斧1点、黒耀石製石鎌5点、線維石の傘fJ片8点の出土をみ

た;o，、.いす'tLもAトレンチ第4区K近接して発見されている。 (小池正彦)

レンチ 内出 土遺物卜第 2節

先土器時代遺物

遺物はかなり広い地域から採集するととができる。 今回の調査(tiζ沿いては、淡l弱より数点の資料

1 次的な包含j醤は確認されずに終っ た。 したがってととに報告する資事仲ま潤母j;~よ

び表稲採集の資料κよっている。
安源寺から採集された石昔告は2群にわけ把握される。

を待たのみで、

織
麟
勝
ぶ

( ~ 9 凶)

命
ィ
川
齢

ぬ
繍
鮒
ム

一鞠ん瓜
W
4

。)安源寺I群石

2号

ナイフ形石器号(1) 

辛子り、主妥豪fJ総面は

再び平行κカ岬lさ払

a 

分厚い小形の燥端石

製象fJ片を楽材ともて

額修
内ザ
JA

打

V
7

3

印
刷
V
lム

命
W
W
6

命
wv
f
O

除
U
5 5 

cm 

ネガティグK醐盤さ

れているのが特徴で

ある。両側線は殆ん

されていて、基部調

整も入念に行われて

いる。尖端部を欠失

ど直角K刃d!tしが施

トレレチ 内出土先土紛時代石綿(1 : 2 ) 5箆?図小形のしているが、

切り出しJ杉ナイフで

使用成のある制片(2) 凶示したものは打菌の方向の一定しない剥片をJ脅いたものであるカ人

次調整は基部に洛干見られる程度で、その他(t(は認められな川正面左側線K奇まじい使用疫が観察

されるが、剥片の形態から考えられるのは、右側縁の直角に近い自然面を背部とした切り出しナイ

フ様の石器であったカゐとも恩われるものである。築総石弘

彫刻l制:3) 民総石製のかなり大彩のE去っえ石刃を採がた凸形E屋形彫刻器である。打函の方向を

調整打し凸出者~を作出した意:凶を読みとると とができる。ナイフ知機*t'ClI!l常K倹幽される彫刻i器
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である。

4 不定形掻器(4・5) 4は小剥片の一端K直線的な強刃部を持つもので泉縦石払 5は右鰍縁

K扶入状の掻刃部を持つもので、決入状犠滋とも考える。 安山岩払

e 直務織の喜善紫をもっ石蝋6) 凶示したものは基部調踏ま入念に行われ、先刃部は剥離されたそ

のままの鋭い側線を銭している。基音sVCはピッテ織の付静岡国を認め、袋策されたζとを物語ってい

る。蜘温石弘日本列島ではナイフ期終末K貌われ、近く は、それに類似したものが信濃町伊勢見

山(陛1)、あるいは諏訪湖底曾根遺跡〈旺2)で、遠〈は九州(往.3) I'C多い石署きである。

f 石刃(7.8) 7.8とも終綴石製である。ともに石刃技法の存在を示している。周縁K刃ζぽ

れが観綴される。

(2)安源寺E群石器

a 植刃(9・10) 安源寺部務の農策小林芳一氏が採集されたもので、植刃というべき性格の石

器である。 2点とも泉緩石製で、?は両面力江の尖頭器の折れのようKみられる?民基部川び尖

端部を窓織的に折夕、その断面κ細部の2次加工が施されているととから、尖顕苦告の単なる折れと

区別される談極的iZ理由がある。 10κも同織なととを認められる。徽刃の出現は今のと ζろ縄文

最初額に位置付けられていて、新潟県本の木(底4)、小瀬ケ沢(置王 5)の各遺跡Kその例をみる

ζとができる。しかいとの2点のみで他κ採集された，進物がないため、耳群の石器は一応その性

絡を明らかKしな凶 (川上元)

副 1) 舗ロ m之
小林遥雄

「伊傍見山総跡調査証紙報JID学院大学考古学第1研究室包刊 (作品4年〉

舷(2) (綬語録 栄一 「領訪湖底曾綬の純資J 4宮線第12巻第7.. 骨 ( 1960年〉

在~i械室Eイト
制 3) 戸沢光則 「佐賀県伊万患市平沢良

の石総文化J駿台史学第12母 ( 1962年)

芹沢長介
重主(4) 中山 :草乎 「新潟県織防町本ノ木沼節調進予事

後JiI惑佐研究費者12"'!" ( 1957年〉

回5) 中村孝三郎 「小瀬ガ沢潤sJ:s¥:I湖科学縛物館樗宙研究俗調返事桂缶君臨 ( 1960年)

縄文時代遺物

かつて、昭和28年に小野勝年氏は f下J耕与」の中で安源寺巡防について触れらオL、 「安源寺の遺

跡は水優の議長い台地である。 ζζから石織を初め石匙・石斧・石皿・磁石 ・磨石の頬が発見され
て

いる。 ただい 附近ー帝はやや広範囲Kわたる弥盆武士師式逃跡があって、それらが混在し、しか

も縄文式土器の採集が殆んど行なわれていないため、その性質の解明は今後κ期さなければならな

いJ (経1)と述べられている。

以後10余年を経た今日、ととにその一端をうかがう機会を待た訳でるる?仇今回の調査でも遺物

の主体は弥生矧捌係のものであり、 縄文時代の出土進物はど〈限られた池点Kおいて土器(早・

前・中・ lぬ捌)・土偶・石是非〈石銭・石銚・打石斧 ・謄石 ・凹石 ・石椋片)が緩乱状態で出土し
て

いるKすぎな同また、その内容も資料と しては組めて貧弱なものであ夕、当遺跡の文化的機相を

うかがい知るKはな公不十介なのである。むろん出土遺物以外の住風t等κついては修認されiZiJ'
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37 

った。以下各出土進物に

ついて述べてなとう。

(第10図〉。縄文土器

( 1 --14)はいずれも破

片で50片余り出土してい

る沙人そのほとんどは前

期と中刷土器Kl袋られて

いる。その他のものでは、

早期K押型文土器1片、

晩期前半土器1片が認め

られた位である。出土土

線中、比較的量が多い前

.中期土器には次のよう

な}彰式併行の土器が含ま

れる。

(1) 縄文前期土器(1 ~ 

5・5) 

1 . 2とも胎土K繊維

を含み、 1はボタン状'突起、

竹管工兵による施文の特

徴から神ノ木式κ相当ナ
る[拘束的なもの、 2は羽

状縄文施文の黒浜式併行

土器であろう。 5は口緑

K爪形を施文した焼成良

好な土穏で、前期翠拭の

特徴を有す。 5はCトレ

ンチ出土の糞褐色 ・雲母

混入土器で、施文構成等

からして、前期末時ケ峯

式に比定されよ う。

(2) 中期土若苦(4・6--14) 銅10図 トレンチ内出土術文む物(1 : 4 ) 

前刷lぞ比較すると土縫片数は治加している。 4 ・ 6 は中期初頭型式土器の~文構成と共通する。

7はロ緑が特徴的であり、中期運拭K固定されよう。 8. 9は中)tJJ中葉κ併行するもので、 8は多
分に北陸的な越をとどめている。 10-14は加曾利E式K併行するもG 破片数からすれば加曾利

E"たが訟も多い。
(3) 土偶(15) 

Aトレンチ3区出土のも仇乳房を火き、飼部のみを銭ナ平板な形で、賞褐色を議し、 焼脚立極

めて粗雑であると共に、目台土K~税額を多 〈 浪人している。純文は体表面中央K浅いち仁線が一本海

L--中JtI:IKillJ.有する一般的な土偶でるる。との他K土偶l柱部の破片が 1r溜出土している。

( 4) 石総額(16 --37 ) 

抗議』削穂1
9%¥必Jg瀞pd強 4 固
執7j意義も鵡51
敏司(蟻j総3

~・

6ぷ7を

匂砂30

。1
0
q
A
V
4

岡山

町。-

争
σ 
ζココ21

8 

~ 
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a 右鍬(16 -20、〉 全てで5点出土している。材質K熟耀石(17・18)、粘板岩(16・20) 

チャート(19)を用い、j杉は16以外無柄である。"は鍬形棋に相当する。会見交K組維な整形である。

b 石匙(21・22) Cトνンチ出土の21は頁岩賞、 Aトレンチ出土の22は建石の材質を用い、

形は2っともhわゆる扇形の償型K訴す。-との形は醐西地方κ分布するものと鋲似し、閥西的後索

の波及を類推するととができる。 21は原石部分を多〈銭い盤形は縦である。 22はつまみのく

びれK勝清材が附着している。

C 石錐(23) Aトレンチ出土のこの一点だけで、珪岩質の材質を用い、整形は精数である。

d 打製石斧(24-37) 打製石斧は出土石著書類中絞も多〈、30点以上を数える。しかしζの中

には縄文前・中期』てみられる特徴とやや趣の呉.なった粗維な艶彰を施している弥生時代の打石斧が

混在していて、中Kは区別しがたいものも多く、 注意しなければ念らない。材質はほとんど頁岩で

あるが、 @!1iT岩質のもの(37)絡もある。形の特徴としてf設も多いのは純文中脚とみられる短冊形

のものである(24-26・29・31-34)。 ζの中でも刃奇胎動~VCよって、いろいろの特徴を指摘す

るととができる。また他1(C27・28.30等のようK比較的小形で、前期あたりに認められそうな先絡

が尖る形のものもg立つ。 36・37は整形菌が少な〈剥片石器K相当するカミ中期初頭頃のものK類

似したものがある。 35の例は先端鴻を局部謄製したものである。

以上の外に凹石2fl樹、石様の小破片1働力:出土していゐ。をた以前κは隠石斧・石鎗 ・石JlIl・張

状主持悔の出土が知られている。〈経2) 

以上、縄文遺物Kついてみたが、 ζれらの出土地点は大体AトレンチVC多〈集中しているものの、

いずれも殺生時代造物K混在した状態で散乱出土している。したがって資料は1).~集められたよう

念迷物であったが、それでもある程度の文化的特色をうかがう ζとができた。先Kみた如く、出土

遺物は大体縄文中期K集中しJK促の必い台地巡航は中期逃跡立地の一般性と共通している。また土

器様相のー織は、関東地方の主主3憶を有ナ一面、北陸地方からの影響も認められたし、他K関西地方

K分布するものとiIfl有する婆繁も把録されている。とのζとは文化的内容が千曲川下流域縄訪κb

けるー側悦大勢とそれ程差違を感じさせていないζとを示すものであるう。(関孝一)

まま1 小吉野勝年他「下高井J1.畏y阜県;腿蔵文化財発鍋制泌総告r( 194貿)

怠 2 {露凶器E省綜覧(ょ〉地名君主

弥生式時代遺物

トレンチ内で発見された労、生式土器破片はその殆んどが土広墓の上関VCfaかれていたもので土紘

基K所以しない土器片は極めて少訟である。

出土した~位は表土下の熱色土1f3上自で、住局枇などの特別な遺構内の出土ではない。ただ分布

箇所はAトνンチ、 Aトレンチ幽・土手の鉱磁区ぉ・よびBトレンチ内発見の土師住居祉附近で、:iW跡の

東半分K限られているζとや」土怨片が一部を除いて中身搬半K位置する型式K訴しているζとな

ど1)'注意される。な念、土師住崩枇の北Kは同じく中期後半と考えられている 6号土拡があるので、
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ζ乙κ鍛ずた土器片の一樹まその土器併の散逸したものか

とも思われた点整理した結果関備制緩いらしく、 やはり側室雪，{

ている。 1は盛口縁と思われるが、 2はそのカーブから飾

られた愛Kつく。築林遺跡、や松本城山遺跡K類品を見る。

3-8は登頭部破片、細かい縦文地文のよVL箆識さの横線

文が綴っていゐただ6はその償線を号1<施文具が原始的
鰯111E トレJチ内祉はコ海銀段均(1 : 6 ) 

な櫛在留状器具K代ョている。?は登最大腹後部位K近い破片、箆猶きκよる抱lJ形文が整形周の制

毛回線文上K置かれているo:}強力はもう大部弱くなっている。 10- 13は獲形土器敏片、 10は飾ら

れた饗の主文様であるコの字重ね文様の一部で、13は同文械の末端部分であ夕、コの字1fID文様の

一番芯になる縦線が屈折しているととるは采林第二次調査出土の対杉文様と同一であゐ ζの底

部破片は12~号土拡の釜と{面持設な胎土、携成をとってお、り貌縁性が認められている。 11 -12は腹部

破片ス綾杉的な文様で濫1惨されているが、その施文具は未だ揃に移行していな凶 14は後w絞っ登形
土拡上腹部破片でとの同劇はEトレンチの18号土拡で出土している。細かい櫛錨波拶改を綴走さ

せ、その下に半核問心円文を躍いていゐ

ね\ζの1tltt器以外の逃物としては打製石斧があげられる。車紋時代遺物~ÞI'L凶示してはいた

が、ζれKついては後主主で詳述する。(桐原 健)

ーー

土師期遺物

各トレンチから土師、須息苦告の出土

をみた。須息苦言の樹彰の判別できるも

のはな く、 全て破片であーた。 Bトレ

ンチの土師式住屈泣からの出土品Kつ

いては、 1貨を改めて報告するので、B

トνンチ以外の遺物Jを報告する。(第

12図)

。)聾形土様(1-4 ) 

2・5はCトレンチから出土したも お12凶 トレンチ内出土土師掛(1 : 6 ) 

マ，ziv 



のである。胎土、焼脚まそれほど良くな凶色調は明褐色である。口縁部が税々外反する。口縁部

Uては指Kよる並形痕がみられ、 2には頭部舵ヘラで削タ取ったような髭形痕を銭していふ 1はE

トレンテからの出土である。胎土Kは設母が混入されへ焼脚立良It"o色調は茶褐色でるる。ゆるや

かK外反し、間部が手弱々張っている。顕著5が短〈、まきあげ療がみられ指頭Kよる整形があゐ

4はEトレンチからの出土である。飴土焼成もよく、明褐色を呈する。 小形盤形土器であゐ!必

甜ま箆による主姿形をしている。体部は内外共κ刷毛自痕が箸しい。
。)星形土器(5・6) 

5はAトレンテから出土したもので、焼脚まそれほど食くなν、。色調は粉々 赤偽色を呈1.-..箆状

工具夜よる整形痕がみられる。 6はEトレンテからの出土である。胎土焼成は普通であ与口融は

稀 外々反す之泊内面は;傑Kより然勝している。色制はH月編色である。

(3)坪形土器(7 . 8 ) 

給土K砂粒7}ii絶入している治人焼成共K良好で、赤禍色である。口底部が稀々外反しまきあげ痕

が明確で、底音Wま糸切底である。

.I;lと各土器Kついてみてきたが、いずれも出土地点を梨1VCし、セット とはならない治人その編年

を考えると、愛彩土株主不形土総K糸切り痕がみら:1'"， 悶分式K併行するもので、減ノ内第6様式

(草王1)、平出第5様式(悠2)以後と比定されよう。盆形土器(6 )もやや浅く、被ノ内第6機

式:VC近いようである。(下平秀夫)

註1. 省崎Q也 f銭ノ内J東京教育大紀襲8
置王2. 大喝容終処Iゑ出j 平出.iO跡閥蕊会(朝日新聞社)

@ 

土紘基の形状

(1) 1号土拡

(第13・14

凶)

調査第2日の

5月28日、徐沢

はAトレンテ1

区西寄りの表土 、く¥
下に弥生式土総

片の集中して散

乱している倒所

を発見した。制

査地区の拡大に

潟[o節

。.
h
u
 

o
 

綴13図狛i:t;;~m 1母土斌( 1 : 25) 
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ともない、出川がその後を受け継ぎ発掘を統

けた。当糊ままだ土拡護主である事ili明らかで

念〈、一応第呈した土器片を取り上げたρ 完

形品は 1点もなかった沙入 ζの下方には吏K

土器片、石塊が存在し、より広〈散布してい

るととも明らかκな。たので鉱援し調査を続
けた。

その結果、蛇紋岩質の小形態裂石斧1点が

山積している土器片中から発見された。(第

38凶4) その位E院後忙言け土拡器内の頭 認114凶 弥生式潟 1号土広

部辺とおサましさととろである。次いでζの土

器片を取り上げるにあたり、土器片集中地区の土質が軟かく煤色の強い点が不審をよび、相原の協

力でとの下K土拡嘉の構築されているととが離忍された。土拡墓の形樹ま船底形で、底部割引ま水

平に近いが後琵ゆ織は若干ではあるが~<よっている。

との途様は黒土筋中K築造されているにもかかわらず、監部と底普段ま爽褐色の粘土をはる事Kよ

って竪〈造られている。また、数個の河原石が土拡星露関幽κ配してらったが、特K中央怠似IJの石は
参大の大きさを有していた。右'(IjQVCついては残念ながら電柱吊線別殺加丸太製設工製によるi鄭Lで

確認できなかったが、合そらく同級K存在したととであろう。

土>>tの規模は長径144側、短径8QcIII、深さ19C111で大人ならば仰臥Jf量参事が考えられる。念仏下方

から発見された土総片から2つの高旅が復元された。〈 第41凶44・45) (回川幸生)

(2) 2号土拡(第15凶)

Aトレンチ酋半の南方鉱援部K発見された。この付

近は土器ー片の散乱が激し〈、土婦も撹乱していたため

確認は困難を磁めた。その客自は、後に発見された? ミ号、24号土拡と1直観していたためである。

土拡上阪の土1.告は臨んど小破片であったが土威内部

の土苦識は例11.脚部などで、(第43凶116・117) 

その外に参大の河l氏石が中央と北部VC3倒存復してい

た。特K中央の河原石は稀 大々きいものであった。

土拡の規模は長後120師、 短後初 CIII、傑さ 15聞で、

プランは楕円形である。土拡の陶辺はやわらかく当初二一一一-一一一一-一一一一--二二ー

は附嚇でい払鐙と底抗糊叩 |||lF;711日市市需ぷ|
で固められていたζとは明確であーた。(IDJII幸生〉

(3) 3号土拡〈第 16凶)

Aトレンチ第1区の東寄りK位置している土JJtで、 節 目 図 弥生式第2号主鉱(1 ::ぁ)

n
Y
 

2
3
 



1考土拡の状況と類似している。 ζの進綴の方

が土器片の散布状態は密で、製形土絡のヲち7診品

が3点(第43凶 107-109)と打製石斧が1点

発見さオL、住属社発見の怨みさえ持たせていた。

とれに対して土本内遺物は僅少で、輩形土拡

劇部破片iJ.南壁下K散乱している程度であった。

土鉱は東西!'C長い隅丸方形で、長さ 140側、巾

50 cm、深さ 15 ClIIであった。底部の北半と北壁

は貨褐色の粘土がはられて比較的堅いが、底部

南半及び南壁は土質が軟弱で土器告を敷いたり差

し込んだりして補強されていた。(印刷幸生)

(4) 4号土紘(第17凶〉

Aトレンチ第 1区南方拡媛区も東寄りで、 3 

号、 4 号、 5 号と小土.I1t~iJ.集中している地点

である。そのため確融ま手間どり、上層部の土

溺 16図弥生式第5母土綜(1 : 25) 

器をまず取りよげ、次いで逃構内の土務を取り上げ始めて縦認した土拡墓である。内部は粘土で固

めたり張ったり した線子もなく、従って土壌の色の変化も少なく、土紘内部の黒色土は仲ぺらの触

感だけで掘りよげた。

内部の途物の状態は他の例と同じようK土縫

の破片が散乱している沙えよ脳部Kは少なく大

部分は底面{吃近〈落ち込んでいた。登形土器の

破片が多〈、だいたい2ケ体分と，尉フれたが復

元は不可能で、プヒY上I面κ近〈高r利点(第43
凶 115)が完形を拳して置沙イLていた。石器は

1点であるが、北壁より打製石斧の発見をみた。

また石若きではないが逃機中央部左右K参大の川

原石がi偉かれていた点は 1号土拡必と類似して

いる。滅後は椅々小形で長さ 110Cln、巾80c賀、

事長さ23仰の短構円形をさ忌してあゆ、床面は油彩

Kそって南西方向へ稀々傾斜をしている。友会、

との土拡の下からは後I'L1 0 ~'-:t:拡が検出された。

(回J11孝生)

β) 5号土拡(第18凶)

との土刃包も土協集中地区の 1つで、 4考土拡

の南Vζ隣緩している。との付近は土器片の散乱

-40-
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がはげしく、ずっと南西方へ続いていた。との結

芳弘土拡の酒盛及び南盛の一部はついκ磁認でき

なかった。土泌がζのような状態であるから、と

れに所属する遺物も修実Kは把援出来ず、土器は

偽んどが小破片で下層{ζ移っても ζの状態が統い

b 石器としては中央部から発見された石銭があ

る。土拡のプラン、続模は隅丸の長方形で長さ

140cm、巾80cm、深さ 20cmであった。(回川等生)

仏) 6号土拡(第19凶〉

Bトレンチ第1区K発見された土師(新〉均約

働上付近から、先行土器の破防:検出されたので、

松沢と小野沢が下婦を鍵り下げたと ζる弥生中期

架林式土祭片がまとま って出土し中期κ遡る土拡

が予想され、国川も加わって制査ののち確秘した。

緑色土属中に構築された本土砿はべつK粘土で固めた事妻子もな〈、周囲と比較して翁々無色が強

r、，=. 
o G、¥。c'¥¥t:::::; 
内 283主/

節18図 弥生式第5号ニヒ拡( 1 : 25) 

〈軟弱を感じる程度の差異己で、触膜色感を働かぜて形状を明らかにした。遺物はあまり多くはな

いが、柴林式を主体とした土~~破片が全部に散乱していたが、 やはり底部に近〈中央部κ集中して

いる。河原石の配債をみるK、遺構中央部左右K大きいものが置かれ、若干の小石をまわりK自己し

てある。

1惨状はほぼ円形に近いもので、他の後J切に位置する土拡とは若干災っている。規殺は長後120側

短径100cm、深さ10仰で床面は殉へやや傾いている。本法鱗では唯一の中期K位也らするものなので

注目された土拡/1I;である。(関川孝生)

(7) 7号土拡(第20図)

1号から 6号までの土拡基は、黒色

土府中の構築Kなるものであると乙ろ

から、非常K苦心したカ人との土拡は

傾斜した粘土層の中へ切り込んで作ら

れているためK、プラ ンは明瞭であっ

た。その位蹴はAトνンテ第3区の西

端である。

樹博内~j;，~ける土著書破片の散布状態

は、中心部にその'd，t度が高〈、一部は

拡東鐙外Kも及んでいた7i"他の周壁

付近には進物純少ない。浅い土鉱のた

め土器量片は底部までついている。凶示
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何) 8号土±広(第21・22凶)

Aトレンチ5区内で7号の東に発見された

もので、安源寺土担E群費量JR織を画する土鉱で
さbる。 ζの付近Uてなると土拡の分布も疎らで

7号との間隔は4m前後である。

土器は土拡墓内だけκ集中していたカえそ
の量は少な 〈、 細か附sかれた赤色塗~の霊

1ケ体分と饗 1ケ体分、それK完形を呈する

高坪(第43凶 118) 1点程度である。

土器を取タ除き 6cmほど掘り下げると土拡

基の底面である。土拡床面は斜面Kそっているため若干南へ鎖斜している。7号批同様に粘土層の

上mWC]j支部を置いているので、竪緩まであり壁も北較的容易K検出できた。規模は長後110cm.、短径

できる土器は第41凶の34・45くらいで他に凹

石 1舗が中央部より発見されている。土拡の

規模は110cmX90cm、採さ10cmで、不整な|鴇

丸方形をとる稀 小々形のものである。

(回川孝生)

~ . 

第 20al 弥生式部 7号土紘い:25) 

90cm.、深さ1お閣の隅丸方形をな・し、主軸方向はN-1520 - Sをとる。

(9) 9 号土拡(第 23~ 26 凶〉

本祉はA ト レンチ第 1 区の南方鉱張区内K位置い その長径は東西 2.4 m、 短径は湾北~1.5 m 

節 21図 弥生主主筋 8~守土鉱い: 25) 

〈回川幸生 )

幾22閥抗生式第 8号土拡

nt
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で、土器群上面から

底部まで 15- 26 CDI 

で、黒色土l語内tc!tl!

りとまれた床面平坦

な隅丸長方形の土鉱

基である。(第23凶)

まえ地主受国から床面

までの事長さは.55cmで、

表土騒が10-15cm 

あり、次いで黄禍色

粘賀土!習が10cm見ら

オいその下筋VCl0-

15cm厚みの遺物2密集

包含層があり、さら

に床面まで造物を少

し含んだ黒色土が15

C粛にわたって継積し

ている。

発緩め経過Kした

がって逃織を詳述す

ると表土婦では遺物

は拡生後期土器初小

破片が数点見られた

程度で、との脳を除

去すると、緑色土脳

中K黄褐色枯質土脳

が方形の輪郭をもって

あらわf久そのうち

の一隅Kは、相当κ
大きい自然、石の埋蔵

している司王も知られ

て、との下K何らか

の遺構ー土拡の存す

る事が予怨された。

@ @ 

。。G 
。@@  

0 • 
匂

。θ G 
宅望室きさ と←

2・a

第23図弥生式鰐?号土拡(1:50)

そしてとのf婦を紛j隊すると煤色土があらわオ久 その上面Kは土器磁片が大量tc<まな〈散布し、
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その隠さは10-15cmをかぞえるほどで、散

布範囲は東西2.8111.、南北1.7 mで、とれま

た長方形状の紛郭を形成していたρ

主主要遺物の出土状態を西弘中央凱東部

VC区分し、 E抑制から順次みると、南西側K盗

形土器大底部が原形を保持した状態で依接さ

れて置かれ、その破片が50cIlI平方K散布しそ

れK接して東側K底部径12cmの盗形土器底部

が逆さまK、その近<VCも5個体介の底部が

いずれも逆さまの状態で髄Lしてみられた。

また、大底部の北側24cmの土器密集S手段西端

中央地点κ、長径54側、短径30c/lI、厚さ1鈴帽
の給法談械のある自然石がお、かれ、その周辺

部からは特に多くの木炭片が出土した。

との自然石の北側Kは土器胴矧iの破片が多

量K散乱していたカ人境界を意味するような

遺物はとの脳位からは確認できなかった。し

かい下届Kおいては底音¥SVC穿孔された大形

高坪の坪部(第41凶46)の出土4とみている。

土器鮮の中央部中央地点Kは穿孔された高

主干の杯部(第 41凶47)、盗形土器版部がそ

れぞれ 1点倹出さオL、北側VC:l>v、ては長後12

側、短径8CIlIの自然、石が1個あり、ととより

北は土器片が少な わ

くなっている。

一方、京都にな 第ノ

いては多くの質重益

な遺物の出土が自 主
立った。(第24・ 言
25凶〉。まず、被 i ， 
珍的な小形銭形土 安

返(第 41凶日)、震

太形姶刃石斧の刃

部破片2点(第38

凶1.2 )、 石斧の

m24凶挽包謎軍事9笥土紘対~.銘匁石待出北相

震125図 弥生式携 ?号土鉱袖珍土量書出土状態
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そばκ盗形土器心底部2点があり、ともに破滅され逆さまの状盟主で出土した設えそのうちのひとつ
は放初底部のみ逆さまκ輩き、その中央部K人為的な圧力を加えて打仰ハたものと想定されている。

また、やや下方、床面K近接して口頭部を欠いた箱清水式の蜜1杉土縦(第41凶38)が拳大の白熱

石5個とともK出土している。なお¥ ζのほかK土製紡錘患の破片1点が鐙翠豊中検出されたが、そ

の出土地点は遺憾ながら不明である。

主婆進物Kついては以上であるカ入進物包含厳κ必いて遺物量が圧倒的K多かったとと、土縫片
のほかK室長大の自然、石:~，相当数みられ炭化物(木炭)が少量ではあるがー勘に存在した乙となどは

注意されるととである。

さて、遺物包含魁下をさらK掘りす弘めると木炭まじりの緑色土!必となり、遊説目も僅少で、土t広

義の床面Vとは粘土を蜘ρた点など見られな

いカ入鍛土の床面は敵打してfll]l0られたも

のらし〈、容易K検出する務ができた。

(第26凶〉。

~j;'、 壁外の施設Kついてはトレンチの

項で既述したが土鉱基長軸に平行して北壁

南壁外それぞれるOcm離れた地点に相対する

6倒のピットが発見されている。径はSOCII!

前後で鮒まほほ垂直であ り、 熱色土j磁上面

から穿たれ、40cmで終ョ'町、ゐ。ピッ トの

底には土拡上B告を被っていた土告書片の-1部

が検出されたρ

また、問様なピットは土拡基内北袋寄タ

Kも2ケ見られ、その樹立熊褐色粘質土!語

上面でとまっていた。土応募より時其駒下

る逃械の一部でもあろう沙句(小池正彦)

(10) 10号土拡(第27凶)

Aトνンチ遜半都南方拡張区で 1番故後

に発見された土拡でちる。 9号土拡のヰ凶亡

近接してあり、その北京陥と雨JR隅tc4号、

5号をのぜている(第27凶〉。地表から土

.体までは約45c視の傑さがあり 4~号底からは

12c視、 5~苦底からは 7 CIllの富良さがあった。

土広は長軸を南北にとり、その大きさは

長軸1.5 71~ 短軸1. 1 慨を数え 、 附丸長方

形プランを会主している。盛樹立北端で35cm、 策27図 狗法式鼠10号土拡(1 : 25) 
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南端で25仰を数え、拡底はゆるい舟底状κ凹んでいた。埠は、亙緑色土婦中κ掘り込まれたもので

あb、拡内の土居は粘土の混じる然褐色土が大部分を占め、拡底上わずか10数.cmの
隠さに縦長良色土

が存していた。

土拡最上面to."いては土著書片が1.3X1.3mの鈍図K散乱していたが、土
器片の主主ぶ範囲は必ず

しも土拡上にとどまらず、土拡の外債Ij~稀々はみ出している状延長であった
。 ζれらの土器告は造形土

器の細片を主体とし、高亦脚部の破片が比較的多くみられた(第
41倒29-31 )。

ζれら費や高床の破片詳の下方は、1樹立物j弱となってなD、傑さ20cmの拡底付近K至
ョて下腹部

を欠損した大形鐙形土器が検出された(第41図28)。 ζれは東
tc向って押し演された状態で発見

され、周囲に他の逃物は無〈、ただ拳大の安山込鳴が5クほどみ
られるのみであった。

(松沢芳宏)

。1)11号土鉱
C トレンチ 1 区で22~号土協の上郷にその一部がかかって発見されたもので、 赤色塗彩された琵 1

ク体分と鑓形土器の破片道干がーク処にまとまっていたために土拡
でるるととだけは緩認された1;人

浅く、後世の槍蓄しが馨るしいためVζプラン、規模等について明瞭!rcするζ
とは出来なかった。

(松沢芳宏〉

(1今12号土鉱〈第28・29図〉

Cトレンテ 1区の街

側K、それK直交して

南北K長い工ト νンテ

( 27九X5例)を設け

た。とのトレンチは南

κ向って傾斜い地表

面の平均傾斜度は8度

である。

l画序の状慾は、表土

である貧掲色土J留が北

1l!IJで5cm浅く、南仰ゆ

傾斜の強い所では2公冒

と下降するに従い、漸

次堆績が深〈なってい

る。第2J選には黒色土

層が10-15師、第5

。。
一一ーー 一一 -一-一

繕には媒褐色土j通が10

C711、基盤層として爽補

色粘土騒が最下層K、

。 0.5 J 11: 

第 28図 弥主主式務12.f!t土熔(1 ;25) 
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地表面とほぼ同様の傾斜を示しなが

ら認められていふ

第12号土拡祉は、 との工トレンチ

のほぼ中央K長後l.s~t、短径1 mの

蝉曾円形のプランをもって発見され

た。長輔の方向はN-63o-Eであ

る。本土お祉の確認は、床面及び側

壁面K約5仰の停さで聞く張られて

いた黒色土会若干浪人させた貸手お色

粘土の張り土Kよってであって、そ

れKよると、土拡tJl:は第2婦の緑色

土庖上函から10cII!下方のととるから

基盤感よ郡安で掘り下げ先記した綴

り土で側壁E及び床面を補強さぜてい

る。 E進高は北側で5cmと高〈、南側

では3cmでとれは最少の数値である。土綜枇床面は南向して31.!'f前後のゆるい傾斜をしている。

拡から 5mほど綴れている。長側1.2m、短

軸1m.の隅丸長方形プランを皐し、壁6誌は8

cmで拡樹立水平念状磁であった。

土広は地濃から約20cmの深さで、黒字易色土

j面中K造成されたもので、堀内K少量の炭片

の滋じる認主総色土が充満していた。拡底上10

cmの間層を飽いて、多少の土器片と小礁の並

土鉱基内の遺構としては、長重量13c1ll、短径8側、高さ10cmの角の比較的よくとれた:俊輝石安山岩

僚が中央よりほぼ西K偏した所K床面に接して、 ~た、 長径 19cm、短径15師、高さ10c簡の復縁安

山岩燦が自主面K援して発見された。進物は土鉱北~.&下に直径約3Scmを計る飽幽内VC~、主主式中知j後半

κ属する童形器破片i}tいずれも小片で発見された。出土層也まいずれも土拡祉床面より10cJIから15

cm上に位躍した黒色土躍中に見いださ才、土縫片を墳として、その上下Kは地婦の変化は見いださ

れなかったρ

出土した霊形土却ま、復元の結来口敏都か

ら底部にかけて半接された形で、かつては北

壁K寄りかかる如〈置かれていたものと考え

られた。(篠沢法)

。寺 13号土拡(第五0凶)

本土拡はCトレンチT区のi!.fi織で、 23吟土

潟29図 弥生式筒12号土拡

~ト

ハU
m
ゅ慨。

日常|常官官間
E跨30図 弥主主式篇13-1晋土鉱( 1 : 25 ) 
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ぶ函があり、広中央K滋物が集中していた。土器はほぼ鐙1個体分で上半分だけ復元できた(第43

凶104)。

西壌中Kおいて、径15cmほどの際と後8C1/lほどの小慨が認められ、

がみられた。意図的K自己世まされたものかも しれなν、。

。4)14号土拡(第31凶上)
また束壁Kも径7仰の際1個

(松沢芳宏)

Cトレンチ南側K設けた鉱張区(Fトレンチ )VC$~いて第 15号、第 16号土誌と接して発見され

た。それらは第12号土拡枇とほぼ同様の傾斜地K

機策されていた。

14号土広祉の長轍まN-300 - Eで、そのプラ

ンは南西部κかいて変化をもっ不定構円形である。
プランの規模は長経80cm、短径62C1/lである。現地

表面から床面までの深さは23c帽。壁腐は北部で高

<10師、南西部で6cmである。出土遺物は後期弥

生式土著書で、 宮署形をうかがうととのできるものは

ロ縁部K櫛目文をもっ赤色塗彩の霊形土器片5点

及び高旅破片 1点、懇1彰土滋破片4点である。い

ずれも復元不可能である。とれらは本土紘.9.1:のほ

ぼヰ失K床面より10C1/l程上郵K集積されて克見さ

れた。(彼沢 浩)

(1~ 15号土拡(第31凶中)

14号土拡祉の下方2mの所K発見されたもので、

長軸Nー 940 - 8である。 長後90cm短径60仰の

ほぼ隅丸方形のプランをも角地表面からの高さ

は20C1/lであり、~高は 5倒的後であるが、 北側の

銭高は15cmと尚l均衡土遺物は後期弥生式遂形土

器1ケ体分と息われる小片24点と愛破片2点でとも

K復元不可能であった。(笹沢 浩〉

(16) 16~き土掠(第 31 凶下)

長後1.2m、短径0.6mの長楕円形プランの土

拡必で、長報提つ方向はN-85o-Eである。表土

から床面までは北側で妓も傑く20側、 南側では浅

く12cmである。獲高も北側で高<10c明、 南側では

5舗でるる。床面は鉛底形をもちながらも、約5

taの傾斜で北から南(fC，うミけて傾斜している。

出土遺物は後期弥生式の蛍形土器片30余点であ

〉ぞグ

熱-\\~'\~~ぷ
多Zl-

lγl  

総長雨ぷ

J
T
 

nυ 1m. 

策 31a1~武漢n4号(上〉軍事15母(中)
関16号(下}各土事広

( 1 : 25) 
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り、復元されうるものは皆無であり、出土状態は14号土綜祉とほぼ問綴であった。(笹沢法)

。乃 17辛苦土拡
Cトレンチ2区に発見されたもので、ttiSL;oν、ちじるし〈、プランを明瞭K把握するととのでき

なかったものである。土鉱上簡には他の例と問機K土器破片が散布し、盗形土器破片が主体で中形

のもの4ク体分ほど、高亦も 2ク体分の彼片があった。(笹沢法)

。司 18号土拡(第32・33臨)
長軸130伺、東壁寄りののの狭い部分で50側、凪ハ西側の部分で句仰の隅丸方形を皇する土広

である。害時10c船底面は賞渇色土泌を堅〈国記入土器破片を数さつめた状態Kなっていた。西部

の鍵の北隅Kは拳大の石が数個世かれていた。

壁は資褐色土!替でつ〈 られている。出土土器についてみると、完形土器は殆んどなくいずれも被

片であった。高杯の脚部が比較的多〈出土している。(高橋 桂)

れ)19号土拡(第五2・33図)

長紬90CIII、短軸70cmのほほ楕円形を2註する土憶である。燥さは15cm。黄線色土ailtLJ底面が造成

されている。壁は黒色土婦である。 ζの皇室中』ては土器破片や石塊が多〈認められた。との土総破片

と石をもって墜を固めたものであろう;o'o土拡内出土土裁は全て破片である。との他 注目すべき

は非常K細か〈そして直ちに破綴消滅してしま ったカ主管片と思われるものが検出された。
〈高橋縫)

司、山~-

-…~一、 o : ，，:>-D_ /) --. CO-tJ~'.:~__ 

11 :、 婦らす・!?と恥J/議官 i'y kl u 午、、土殺 by了p必訪 ! --?~ふ3E，
¥LV勿 fly-¥

潟32図 弥盛三式第 18 ~21 待土熔( 1 : 40 ) 
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(20) 20号土事広(第32・33凶)

長軸70cm、短納40c熔の楕円形のプランをも った土拡である。深さは25cmで 18号、 19号土拡よ

りき長い。底面は結土で固めている。盤は19号土鉱問機に黒色土層であり、土器破片を使ョて壁面を

様成している。 ζの土拡の上部で、絡清水式の完彩鐙形土器が横転した状態で出土した。 (高晴雄)

伊)21号土拡(第32・33函)

長軸90側、短軸70cmの楕円形をとる土燃である。 との土憾のよ部の土綴は他のニ仁拡上部にみら

れた土著書の量より少ない。底面Kは土器号破片を致きつめ、土著書破片を夕立〈部分では策裕色土をもっ

て囲めている。深さは25c別である。盤中Kは19号、 20号tLUめられたと問機K土著書破片が置かれて

いる。 E ト νンチの項でも記述したカミ ζれら 4 つの土燃は幅2mの勝、続問内Kほほー列VL~ん

で衆褐色土廊下K発見された。親株 主軌方向とも同一ではないれ土広上面Kさして淳〈はな

い無逃物層の・旋褐色土居が敷かれている点だけは共通している。

とのj漫について、私見では土紘を造成した後κとれを記長うためK数きつめたもので、その上辺K
各援の土器を配置せしめたものと考えている。(高橋 桂)

例 22号土拡(第34・35図)

本逸材専は胸骨略をもっ土拡で、Cトνンテ 1区

東端で検出され、 23号とともK土見高群の中心

K位置している。 ζれは黒褐色土l画中に造成さ

れてなり、 地表面から遺構面までの~さは斜面

上方(北側)で45cm、下方(南側〉で20cmを数

えた。

周溝の輸事Eは2.4明 X2.4切の不整隅丸方形

で、講の巾は北端の狭い所で20側、 南西附の広

い所で40cmであり、 深さはほぼ一定し1長閣であ

った。潟の断面はU字形を呈していた。次K南

東隅では小さな突出資sが認められ、その巾40側、

深さ10cmを測った。

事年中Vとは猿緑色土が指涜い 土器と祭大の石

が多くみられた-/);.、特K土器はほぼ一定の間隔

を置き、局者容がカーフ.する所K集中していた。

主な澄物として、北西隅K小形無顕盛の完形

品1倒(第45図133)と土器片数点、北東隅K

紡錘主主状土製品1個と土器片数10点、 F将来隅ま

たはその穿出部内Kは高坪台部後片1個と土器

片10数点が発見された。 ζれらの遺物は周溝底

より者干浮いた状態で出土した。期時年の内側で
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は土J留は2泌に分

けられる。まず第

1層として粘土と

褐色土のミックス

した層が見られた

が、北側半分では、

厚さ 8-10clJIの純

粋な粘土婦が縫積

していた。まえと

の粘土の一部は勝

海底lιj、さな塊と

なって点在してい

た。

第1層から第2

層VC移行する所で

第 35図弥生式前22号土拡上箇

は、土器片が平面的Vζ数布していた。 ζれは破片だけであり、他土拡の絞上面での土器散在状態と

近似し、 胤判事内K見られる土務違存状態とは性絡を具にしている。第2層は粘土質黒色土!認である

治人下部κ移るK従い、黒色の度合を治していた。ζの土層は2OC7lIのj寧さでよ魚褐色土層K達してい
た。 ζの無線色土層面が後記するm1次の拡底で、周溝Eまと同一面をなしている。
1次拡絞はゆゐやかK中失K向って傾斜してお、り、中心より西VC片寄って後熱色土の渚込んだ主

体部土鉱が存者Eしていた。土広は・長径1.1m、 短径0.8mの鉱形状を主主い南北に長径を置いてい

る。拡の深さは20cmで、拡l留の形状は緩やかな舟底状であった。広内の波線色土中では数10点の土

器片1}，発見された1}"特別な状態ではない。えだ小石がjlt杉の狭い部分K集まり、加えて大形土器

片1個が底K直立していた等、作jか偶然ではありえないような感じを受けた。

さて、 ζとで現状から本遺構の造成過程Kついて推定してみると、まず大きな第1次拡が掘られ

たのをλ その割副長からるらためて小さ念主体部土拡;O'造成されたものと忠われ、その土広上に二回:

榎われ、ある高さK至って土器片が偉かれた後、さらに粘土と褐色土が盛られたものと推定される。

次VC2ド逃械の周織は、第1次応の外縁と一致いまた第 1次地広底を抱込んでいないζとから、

周溝の存在が袋われる場合もちる。だが前記したようK、関構内の土器進存状態は、第1次点内K

なける第1)語、第2層間の土器逃存状態と性絡を集にしているのだからitl:l樽沙輔らされているもの

と考えられる。しかし、本周f絡が針磁的K擬られたものでないととだけはいえよう。周潟の造成さ

れた過裂は次のよ うK想像される。

主体部土拡VCJ与〈盛られた土は~p 次鉱底の大半K盛られた状態となる。その土のゆきとどかな

い所はi島、外給として残るのであるから、逆にそれを刺用して周溝が進られているものと，制つれる。

従って本刷機は、土拡K土が厳られると同時にめぐらされた務といえるだろう。(松沢芳宏)
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(23) 23号土拡(第36凶〉

前記した22号土胡i;VC近接して、 23号土拡が認められた。とれは周搬を回らした土紘と推定される

治九後世の撹乱を受けているため、明瞭VC把湿し待ない状}ぷであった。斜蘭上方(北側)は道路用

地外であるので未調査であるが、調査済みの部分から判断してj渇憾の親樹立5悦 X4悦根l災と機定

され、長惰円形をとるものと忠われる。

問機のレベルは22~予と同一面であり、また向じく泉街色土脳中に造成された逃構である。ただ主

体部と忠われる土紘の掘られているレベルは周潟の掘られているrmと同じと，悩フれふ
務の巾は広い所で 40側、掛J、所で 30CIJIであり、 深さは左側周泌の斜面上方で45cIJI、他は約15cm

と喝所Kよってかなりの差災がある。得年中Uとはやはり綾緑色土が入ョてまP夕、土器片の存在してい

る位置も第36簡に示すように地点Vとより集中している。

問機内側の中心より稲々来に位置して、長径1.3m、短後0.8mの主体部と怨われる楠円形土砿

が掘り込まれていた。しかし、との付i丘が最も他避話回浪人の激しい地点で、mw器片、二k師録片毒事
が絡清水式土器と3混在しさらに決定的なものとして祭務が発見された。周構内発見の造物は箱術水

式土器ζ限り、また土拡の位置も適当であるので、土紘が周泌と倒速した主体部であるととは推定

できふ (松沢芳宏)

伊)24号土紘基(第37幽)
， 
， ， 
， 

本土沌墓は?号土記義の

西依IJ60cmの地点Kあり、そ

の長径は東西VC1.2m、短

径はもっと巾広い東側K公

いて 0.7mを示し、そのき渠

さは20cm前後で平坦の床面

を呈するややくす~てはい

る弘隅丸方形の土拡墓で

ちる。

現地表煩から床商までの

t裂さは60-68 C1I!で、表土

~が10c711被い、 その下JIí VC

35c1llの臨みをもっ賞褐色土

質土泌がみられる。表土}醤

内での遥胸出土はなく、次

の策褐色粘土質土居中より

5守、生後期の箱清オ吠土器小

破片がすとし出はじめるカミ

その出土状態は全体的に散 第36図 弥生王立踊23"骨之貫主(1 ; 9) ) 
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布しているのではなく、土拡基上部を中心

とした地主夫K限られている。しかもその下 ，..0 

κは黒色土層が犠殺してお‘夕、 との接触面
(fC弥生後期の大きな輩形土器破片時点と高

1不破片1点台よび畿大の自然石2fl関が発見

されている。高坪を復元すれば南西隣K坪

を上Kして据えられていた。

さて、土紘基内部Kは木炭の混合した祭

色土層があり、その援は隠さ 1cmの粘土で

被われ、しかも土器片が粘土の中V亡くい込

んでいる。 とのととは床面K沿いても問機
員連37図 弥生式競24号之

であb弥生後知知小破片数点が平坦音唱の君事い粘土上Kみられる。

第 4 節 土拡墓の考察

(小池正彦)

来日制て合ける弥生式噴誕の研究は昭和14年の女方遺跡r起 1)や岩稲山遺跡(註2)の調査に

始まる。 ζれらの境基は西日本のそれが聾務墓・配石器・支石基・土拡墓と種類あるのに対し、い

ずれもが土拡墓であョたので弥生式境基研究の焦点からいささか外れた存在であったが、現在まで

VC30年K近い歴史が形弓<t;;れていた(もっとも、女方巡;敏引制査者である問中国男氏は祭記述跡

と解され、岩稲山や新田山ではその出土した土器Kよb焦点が当てられていたた記入来日本κ辛子け
る弥生式時代の墳墓一一共同J路地として考究されるKは25年の杉原教授の発表まで待たねばなら念

かった(怠3) )。

以来、西日本K比すればその数~k たるものがあるカ入|盲j額資料の集成が進み、 30年Kは来日本

の弥生式墳墓K闘するニつのνポートカ:発表されている。 (舷 4) 

えだ、考えねばならぬととろは、その一人・亀井正道氏の附fられた資料10例のうち、 8例まで

が弥生中期K潟し、地域も相模・下総・常陸・下野 ・上野・慾城・岩代など闘東地方とそれK接す

る太平洋岸域K偏っているととで、との時点Kなける*日本弥生式i築基の研究は時期と地j裁が阪ら

れたものであるζとが知られる。な必、その墳墓一一土紘の級相は小規模念円形プランで相当の深

さがあり、 うちからは乳幼児の遺骸を納めた聾穏や供献祭記用の完形を保つ飾られた金、真紀いは勾

玉・管玉などの玉類が発見されている。

30年以除 樹京地方では引き続いて良好な資料がi省加を見せている。人面土器の発見が相次ぎ、

その何れKも袋署事と関係ありとする考察がなされたζとや〈経5)、天神前(怠6)や出流J京遺跡

(貫主7)のピット内から成人人~~を納めた還が発見されて桜鮮の拶突が明らかKされたととも特鈍

いたさねばならないが、 とれと共VC36年頃から従米のそれらとは時期 ・ 性絡を呉Kするtn~の発見

が始'i"，たととも法定まいたさねばならなν、。 36年K下機谷途男氏は野岡市提台逃湖、(t主8)で、 38
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年κは静岡県浜北市芝本逃跡、(責主9)で尉講を続らナ逃1採の発見と、初年Kは大場磐雄博士による
八王子市字津木の方形周縁墓の発掘が行なわれた。(健10) 時腕まいずれも坊、生後期も来であり、

字津木遺跡K例をとれば方形土拡を飽んだ周海中から穿孔されて明らかK仮総としての性絡が与え

られている土器が一定の間隔を置いて発見されている。次期 一一吉領時代の噴~tc.3âる線がおサまる

気ではあるが労務としてきたのである。

ζれらの発見が機となって、 問機例は五指をR話するVC韮夕 、 長野県tc :t，~いても 40年の 8 月K飯山

市須多ク楽遺跡、で小判形の周機を繰らした2ケの土拡裂が発掘され、その 1t室内からは鉄釧や似玉
製勾玉1頼が倹出された。周溝内からは弥生後期の盛 ・t街坪・獲が一定の間隔をとって出土してい

る(nl1)。また同年秋K行な材1た中野市莱林逃跡の第三次調査(註12)tc$'がては、従来土

器が多量K出土するも往風上的遺構が鉛量生できずtcr土6if溜りJと称されていた遺構が土拡であろ
うと云う見極めがついた。 そして、 ~ß和41隼県道長野 ・ 中野線の付替工事が中野市安源寺地籍で

行なわれるK至 夕 、 同地K存ずる安源寺巡魅惑の緊急、発捌)~査が行なわれて24越Vとのぼる土紘基鮮が

発見されb 来日本Kかける弥生後期の績墓様相を明確化するー資料が加わったのである。

土級事 のあり方

安源寺遺跡の土紘は現在判明しているととろでtま24誕であるが、26年発掘の遺構(舷13)も土鉱

纂と考えられるVC~豆ったので、 30越前後はζの辺一帯に与するらしい。斯様な逃跡申ては会館発御fJi!j

査が求められるのであるが、緊急発銀調査の~VC儲か 4本のト νンテ設定K留まってしまョた。し

かし、その後tct.'ける土取り工事中の観察Kよれば土器片の大量出土j;;.見られなかったとのζとで
あるから、工高野区波内の土拡数は前記の23~きκ抑えて良いものと恩われる。

即ち、21号以鎖、8号以来κは土紘の無いととから土応器岩手東西の広がりが判夕、 D.Bトνン
テでは未発見であったと ζろからその幅も大凡は限定でふとの噴裟鮮は雄総沖の沖積地を臨む丘

陵商縁(水田との比偏差17m)から5mほど離れてl悩20悦ほどで長さ70悦前後のベルト状K構成さ

れているものと忠われた。携在のととる、分布密度の街いととろはAトレンチ酋半部の南方拡張区

で、 9号を中心VC2・24・5・10・4・5号、少し離れて 6号・ 1号がある。 ζれに次ぐのがEト

レンチで、 18{きから 21考古Eでが一切IJVC進んでいる。も っとも23碁の土鉱は土総械相から5先般と区

分され、 また 9 -1'予を中心とする 7~必の土拡はその切り合いの状態から更κ詳しい前後関係が判明し

ているので、一時期K隙って見る時Kは70mのベルト内vc散在構築されていると解するのが妥当で
ある。なt.~集遂との関係Kついては土拡墓の時期制分後で触れるので、 ζζでは沖積地K面した

丘駿端部κ構築されているととと、工事終了後、カッティング菌tcm.われたよ込土婚の洛ち込みから、
土紘基ベルトの北方K室長して務状遺構が存したらしいととだけを注意してお、きた同

土拡墓の線相

1殴hの土鉱Jsの七葉樹Eついては、前節での報告K喜平しい払望号約すれば次頁の表の如くであゐ

プランは莱林式土器片を出土した6号だけが円形で、他は楠円形乃劃ま陥丸方形をとる。
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主担E-Ql: 由量 ヰ窃罰~ 主鰍狗I勾 規模(m)
壁罪事
罰事 華k 原寝間E陸 土本F務W光利11その他 殺到晴、

や時
墜上掛ニン1湾筋E対銭める3位 よ踊之国健前

1 I A 1 ヰ胃同 N-32・'-8 1.4 XO.8 19 :~ll. 芭瑳割に穣 褐色之位入 gコ&"1'旨 5期

1~ト れておfI

21Al-ilJ;; ， N-122-S 1.2 xO.8 15 筒へ持制・
廊上敏1)崎円-回匝り(二10土)事cよm器ニ?華芹泌E麗Z決Lで片K 

の9お-234K母
4' 

海路ζ(f

31 A 1 餅wヲ N-75・'-8 1.4XO.5 ， 関7U墜FlJ!1ニ猿吾E選制濠制 敵上出:n;ζ土糊勝守 4. 

民訟と綿ニ孫1 日潟ベ劇斜

特主4る;t.，鶴艶詑=え£忌d徳f1Fて品も学、
d1S0こ銀舟のく上 46 41A2鉱 情円 N-18・-8 1.1 XO.8 23 ヴ. 包

5 • 臨時メL;1j N-165-S 1.4 X 0.8 20 」般コT宇Bb-二土棚肘 n 4. 

理初を吉到勺錘乙日害事当教1ヴニーZず寸 同れ傾斜 線詰=土棚
1 • 

6 ， 方警修司 1.2X 1.0 1 0 
て耳fdJI量

7 I A 3 隅丸~ N-63・-8 1. 1 xO.9 
1 0 

J4!-"吋頃斜

議片鍛玲剤師詮思議

8 ， • N-152~S 1.1 XO. 9 1 8 開̂-lI;蹴

世般市話議採

i翠訴FeJ水 lIZ 

護霊;替国要号量? 91A1悠 ， N-76・-8 2.4X 1. 5 15 3， 

いる
めり..4球t
河と司σ月渇蟻潟;t.

蹴，、舟泌犬

様編鶴1ヶ睡を欠輔恥〈河ご下君砲半動主
~3経5母下 2， 

N-7・-E ‘ く
1 0 • • 1.5X 1.1 35 

1 1 C 1 41/ 

12 楕円 N-63・-8 1.5X1.0 1 2 白土LV3昼E3P上業剥iニ1考放ヴ勾・1ニゥ浮・水 lIZ 救護家】fニ雌1 2 ・

13 C 1 陣地丸7;J N-161.-S 1.2X 1.0 8 
安圭〆j喝転采盤整 恭務格融Ad

4 .. 
• 

14 C2拡 ， N-30.-E 0.8Xo.6 1 5 " 梯辻欄肘 4' 

1 5 ， ， N-94・-S 0.9XO.6 13 ， ， 4， 

1 6 • 織内 N-85・'-8 O.6X 1.2 1 6 ， ， 
4" 

1 7 C 2 3' 

1 8 E 惨決方 N-80・-8 1.3XO.8 10 西こ修制
司上り容i、をaVそニJの柚す」泌土ヨ会こ.型写掛t 豊 3' 

総杯脊宅E
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土広 位自Eヰ砲弾 主剥If.il旬 鋭機(吋 鐙仰唱E) 扱語 a交 続簿献抱量 1謡P務ψ刻刻E国その{也 耗軍事事~

19 E 開納;J5N-34"-E 0.9Xo.7 25 土墜袋を嘗制守強舎も?フ亡 水 平 止溺ニ枇とを張 3M 

声をり高v坪そd符の滋省上Z司..朗E容

20 • • 楕円 N-55・-E 0.7Xo.4 23 箆抗将診帯住主語ニ ， 
大

， 
3 • 

21 ， 限帆75N一旬‘-1::: 1.0 XO.7 1 S ， ， 3. 
トーート

舟届髭状
布よ島詮副さ土せをニ滋ニを匂盛ぬる縛守t散』二

4， 
形ま迂(説滋の2時明.民4s知様×ニ&コ隅2b倍.り4ニ箆例出方〉

22 C 1 事級世子 N-5・'-E 1.1Xo.S 20 
土

N-16l-s ま?ヨ?広舛貯ニぷ長楕円 往土t拡ぴ買内世話、時後
3. 

23 • 機内 1.3XO.8 
aうける

24 AH広 J!lJi1I1:f N-SS"-E 1.2XO.7 20 
武劇り満土団色州勿おも制め直り肺下よ

玉"

節 4袋 安需要寺迂ls!l'弥生式土拡.毒事ー覚後

長剣i方向はN-18"-Eの4号からN-“。-8の22.J，号まで広角度K亘ってお、p、鋭度から4

グループほどK区分できるが、時刷~IJVL、または規模や内容の点などから貌えばあまり意味はなさ

ない綴である。また土拡の盛は大部分が不明瞭で、重量中K土法片の喰い込んでいるクースも二三

存する沙えとれらの土広が当時の生活面と考えられる茨土下の銀色土樋上自を苦手ョて機策されたが

ためである。その深さにヨハて、一事正表Kは掘り凹められた爽褐色枯土k6の採さえ吋を凶したので

10 ~ 15cmが普泊で、 12明司:歪つては黄溺色粘土}醤の闘が経〈自IJられていゐ程度である。しかしA

先記した表土下の無色土層上面から計測すれば 15 ~ 40cmプラスするととができるので、壁崩ま浅

いもので25側、平均して40-50 伺桜島主となる。須多ケ峯嘉誠ゆ深さは25cm、 字~木必広は40-45

cm、また平似の制竹木綿形の土滅の採さは50c1II( 11王14)で、須多ク議長や平iボでは上κマウンドを設

ければ充分κ埋葬は可能であると考究している(もョとも、40cmの深さがあれば必ずしもマウンド
を=与えなくても主I!~~はできうる。 まな者等は安源寺ニ仁説1.;1ま封土を有していなかーたであるうと=考えて

いる)。鋭敏Kついては土拡内の締役を勘案してヨ考えなければならをいが、円形の 6~まや1 判長 ・ 20

号などは蹄屈の姿勢をとらせなければ製締まできかねる点脱児島烏の偽;腿縛巡跡(舷15)の実例

などからすれば他は仰臥腿採が可能であり、 ?坊には伸援鉾Kよる草跡事も考えられる。

土拡内の純設として、床面は大体VC;t，~いて水平であるが、 拡1*を資補色粘土I弱ょに飽いたものの

うちKはl司泌が北から南へ流れているので、 その傾斜K従っているものもあゐ忠康には 1 ~の様

K結性ある賀補色土を入れて樹Tしたクースもるって、構築剛亡粘土j必の磁を蔽打すると去った程

度の作銅ま行なわれたととであろう。略内Kは組合せ木棺の側板疫を検出していないので、為、そら

くは無棺であったのであるおしたがって、土拡上回の土器片散布状態をも考慮K入れて、土器群

上金吏K貧褐色土や粘土で被ーた9・22・23号などー ・二の伊蹄除いて、多くの土協はマウンドの
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ない埋葬法をとったものと解している。拡底上Kは柱穴らしき小孔も存してい1.l1r>oただ石塊が洛

込んだ状態で涯を函よT5乃至10cm浮いて発見されているケースはあって、その位置は中央より、東

寄り(2号〉、西寄り(Hき)、中央(12~ラ 〉、 南寄り( 13~' ) 、北寄り( 7号)と様々である。

多くは径10cm程度の主義状の石沈であるカ人ただ?号のそれだけは後35cmを算える安定のよい円形の

安山岩で、仮りに束に視線を向けて仰臥伸展するiIi骸を想定すればそのま賀郡上K世かれていた公算

が強い。

な:1>，土拡上級K泊つては小醸の配される例が多〈、直径1 5cmほどの EI~っき易い石3砲を上級の

来 ・砥或いは北鎗K鋸え偉いている。北端K置かれているものは?号のみで、1・12-1号は西端K

4・23号は東端に、 6号・は束 '29両端K置いている。 ζれだけのケースで云々するは難かしいiJ人

土紘の佐置を示す標石としての役剖りを来しているものではなかるうカb

さて、 安苦手、寺土tIÞ.~喜平を特徴ずける最大のものは、 土記上自il'L貌われている土器彼片の集積であ

る。 二、三の例外はあるが徹底的K敏嬢され、その破損商は踏訟が箸るしく、復元作喋は難渋を極

め且つ充分では左かった。一応復元できた もの(風上復元も含める〉と、復元できずl疋放機した破

片数を列挙すると第5表の如くで、例えば?号土諒出土の土器片は盗彩土器破片1842、復破片

292、高坪破片36点と云う物すどさで、とのうち復元できた畳は{益カミ~2点、それも上胴部だけで

あった。

して、ζれらの土器破片はいずれも表土下15乃至25C1IIから、郵/、は更κ横たわる黄補色土届下

から始まる黒色土j母上面から出土し始めて土拡底面V(lEっている。

土広Kよっては土器f立の上方vc多いもの、下方K多いもの符hあるカ入拡内を埋める照色土を15
から20crn下ったととろK位雌ナるのが最も多い。現在は小破片となョて発見されてはいるが、SJZ坦

宮併と設けられている土広よりもその北方一一地表傾斜が転換をしていて土砂む堆績の早かったEト

νンチ発見土拡K塗彩された赤色は色縫せてはいたが比鞠句完形品の多かったととから、埋葬時

に土器a完形をとっていて、それが地表κ永らく放躍されたが放K破接されたものも一部はあるも

のと忠われた。

しかし 大部分の土協にお、いては2・4・6・?・11・18-21号に見られる如〈、土総l託部が据

え世かれた恰好で発見され「そのよ普1)周辺K右足元不可能な毛織で散乱しているので、土器を一応絡

え邑いた上で意識的K破砕したと考えるべきである。土機片が煤色土層上倒より少しく下った位置

に多いのは遺骸消滅後に陥没した結巣であろう。

新様K土拡墓上K土器を世<f9tJは附近の莱林遺跡などで知られてはいるカ入蛍道的K見た場合に

は稀少なケースであるらしい。土井ク浜201号〈怒16)では中妙わ土井ケ浜1II式室6クがーケ所K

まとまって出土し、その下から 1体の人骨が出土したと云うし、烏ク降では遺骸上部を倣う凶号自負

石上K細かく砕かれた盗破片が副葬さ払古墳時代tて下るが島根県安米市鍵尾遺跡、(l[王17)のA地

区V(i>~いては器台と遣が多重文密接して発見されたとのととで、組例は少なししかも副葬された土

器は供南始ヲな怯格の強い盤 ・ 泌台である点が本遺跡と巡っている。えだ、 地域と時期は~1.l るカ人

組努後、機主上舵石を硝み誕ね、|吋上Vて土著書の置かれたケースが北海道御殿山報告(舷18)中氏記
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霊童 爽 高高 呼 そ の f也
主 備 輔君

主広 手~ 破 片 亨i!m手 舷 片 気持 直量 片 ヲ酔， 被 片

1 
49日:大JJ樫?J、品;;;:;を2霊さニ胃p，3ヶ体 2 41 214 

454動到陶転誠櫨逝
石斧 1

2 157 13 1ゥ体分 1 1机阿賀高杯

5 211 メ2託手&5ヶ管涜室色す滋一野一 4 11 5 1探材式

4 121司巧弘晶2ゥ悦w57 15 1 1界説在吃

5 
野菜量義姉分

7 2 

6 51 努2徐州結事吃分 10禁事賦 1紙Jf.st

7 m 寝室長了時 52 2ヴ体分 8 1ゥ体分
11務犠

8 
88A2星第 50 1ウ市防予

9 1悦詑品10ウ鮒 292 体4分戸-5ヶ 1 36 ?5孫脚銅I器Eに 義芸品1
1 0 1 大野婦5ゥ怖7' 少々し 10 

1 1 義援 8 

12 1 1 2 

1 3 話欝~し 5 

1 4 5諾を銀事Vノ 4 に1ヴな字ら句ず7' 
1 1努稔住む

1 5 24 1ゥ材ザラ 2 1納紅白時荷予手

16 34 1ヴ体分 4 6繊同J式実

1 7 534 3-4ゥ扮扮 1 47 14 2ヴ体分 2 1紛問主む 手議i覧P帥孟
1 8 1 大罪娼5ゥ栂扮 5 20 2ヴ扮扮 2 5 1 続Jlfs弐塁室

策そ調σM和M唖方拶2%aa4・z1 

1 9 
164 欠夕う現ちく裂免21ヴヮ5ゥ詰宜瀦量併Ss;髭説皆を? も

2 36 8 2 1 @UJヨ肘ロ
選続賞期E塙鵠F縄事1手

20 55 底2ヴ部持磁母FラTなし
13 4 1 総探純正|

21 301下し腕倒防此 2 77 18 3サやめiJ' 3 
131 鱗4胸J鶏蛍甘口坪 識縦議iEl

22 メ彰品2ヶむ紛 pr"し 分巧Eレ

23 121 3ヴ体分 28 4 
16議禁

24 13 1 

S寓5翠安 安厳守主t跡弥生式土拡進出土.i1Wd一覧袋

蹴されている。その土器は純文後 ・晩敗続つもので、完全なもの、破桜されたもの、土器のほK穴を

あけたもの、あらかじめ用意した副葬品土著書などいろいろな緬執があるとのζ とである。

も?とも、s，t、生後期Kは鹿児島 .J1i，川哲学集選(註19)の椋vc2-j苦人'段に副葬された蛍の下脱却に
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は小抗iJ.穿たれて蛍としての機能を失なわせて事、り、報告者は「小形の研磨・赤色K塗られた登K

は穴をあけてはい念いカ入実用K供されていたと思われる釜形土苦言κかぎってき事孔している。小形

遊のように祭最E用としての用途を持っていない童形土器を話~IJ葬に周いる場合、 穴をあける ζ とが慣

習となっていたのではなかろうか」と述べられてなり、問様な例は岡山 ・上東(駐20)、茨木・上

穏積(陛21)の資総vr:~，また字鈴木の局構内発見:illivr:も続われ、その点からすれば宏司宗寺土拡の

土穏破砕現象は広〈九州から中国 ・後内、そして来日本でまでひろがョていた仮器とすゐベ〈土器本

米の機能を喪失さぜる風潮のーっとして恕解するζともできる。殊VC9号出土の1的不市部中央K焼

f:d.後若手干しのある例(第41図46・47)19号の登・裂の底活sVC同じく焼成後穿孔のある例(第42図75・76) 

などはより強調できる資料となろう。

若宮j彰Kついては蛮・扇杯・饗とJtJl夜・供献・煮梯の三形態がそろっているカ入盤的Kは室が第一

で、次いで高不である。貯蔵と供献のこ性格を合せ持つ赤色叡知蛮や、供献の具である高杯が鑓

よりも多〈鋸えられているととは興味深い。また護にしても脚付のものが少なからず存したととか

ら、その愛が単なる煮沸のJえではないととを思わせる。

土器以外の副葬品としては、石器では石斧・土製品では袖珍土器と紡錘寧が見受けられる。出土

をした土官民は1・9.22・23号で主拡の中では問題のある ものである。

1号出土の石斧は土拡上面を被う土器量破片の内面に密着した形で発見された。 玉斧とも云うべき

もの力、小形の緑色を差した硬度の高い偏平片刃石斧で、あまり実用的な性格は幾われなν、。?号

.23号枇では閃縁岩製の太型姶刃石斧の刃部破片が土器破片κ混って土拡上面から出土をしている。
広大な氾濫原K蕊まれた千Iltl川流域κ為市、て、 iJ，'MEの踏鍛石斧類は中期末の百瀬WlVC盛行をみる

払後刷乞入れば消滅をする。少くとも慾者の管見K鰍 Lると ζろでは弥生後期遺跡から太型姶刃

石斧、扇子片刃石斧の出土を開かない。(註22) しかも発見された石斧は非実用的であり、刃部

だけの欠鎖品である。時期の呉なる破損品や非笑用品の国!券ーー閃緑岩裂の石斧を鉄斧の模造と見

立てて除魔の具K供されたとするは行き過ぎではあろうが、何らかの怠1床のある ζとだけは様壊で

ある。

紡錘単は、糸を紡〈二撚るvr:a喪な弾み車で、土製・石裂の二種があるカ人本遺跡出土のものは
土製で、しかも援勘平思表面が儲かに盛りよって研腹書されているものが多い。古成時代K入ると

滑石製のものが古墳中K副葬され、また祭記逃館、からも巌々発見され、その表面κは直弧ヌ;など日比
綿ヲ文械が錨かれて本来の機能をはずれた様相を見せているものがら夕、それらは被頒円銭形をと

っている。

鋒者はかつて、 巴形~~i.雌との闘巡Kかいて考えてみた ζ とがあ ョたが(主主23)、 本法跡Kないて

土塙基内から、しかも22号κ急いてはj繍内から等間隔K出土をした点などから、あらためて考え
てみたい遺物である。

念会、、 ?号と22号出土の柚珍土器量は一つは愛形土様、一つは無頭宣のミニチュアで、あき らかK

仮様である。
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土拡暮の編年

発見された土拡必のうをh 重複しているものはAトレンチ西半の鉱般部であって、 9・10号上κ

5・4・2・24号が存在している。その重複状態κついては、新らしい士協が先行時妙めそれを切
り込んでいると云うものは 1例もなく、総てその上、そのど入と進られている。死者のための土製与

を塁手つK当り、下方から失:K逝った人K供えた土器片があらわれた場合、それを駁してまで草案い紘

を抱タ込むほどの無神締ま持ち合ぜてはいなかったであるおそのととは数年前、成いは十数年商iJ

Kつくった土肱の位位がもはや不明になっていたととを示いマウンドなどt也上の減跡の乏しかっ

たζとを物関ョている。

ととるで、本tfii~民るが、 ζの様な状態は積墓群中の一首都uvc限られているので、 i主複状態だけで

土施若返の級生存を樹立するとともできすそ、やはり出土土君初級相から推して行かなければならない。

まず、古くほかれるものK安源寺I 類土器を出土した 6~制上がある。円形プランをと。ている。そ

して、 同類の土器(矧ホ2・5類)(註24)を出土した栗林第E次制査時〈舷25)・tftJJl次調車時

発見のピッ トも円形で、従3依来日本で発見されている中期のピッ トのあるもの一一原;ゑ(段26) 

・新図山(往27)・女方 ・野沢(陛28)・南御山(註29)のそれと同形で、 6 J-:)・の自主尚は然土j弱上

蘭から計れば50cmを算えるので担保さの点からも伝抽っている。ただ、従米の来日本のそれには完彬

土縫が副葬され、被葬の泌を示すもののある点が異質であったととろであるカ入女方や制倉(舷30)

K見られたピット内の土若告がまちて完彩であると云う訳のものでもな〈、例えば次方'3Mラκおいて、
竪穴内の土語告は総れ存し、形殆んどなしと記載されている。

また、女方・野沢 ・筒御山からは硬玉袋管玉7];街j葬品として発見されている沙丸信濃K沿いても

中期の巣林式から百穆拭Kかぎって玉類を笠形土器中K収めて鹿納するクースが数~Jあり、いずれ

も単独K発見されている。関谷 ・天王屋外(まま31)・長野・苦闘(阪32)・佐久 ・御主士宮司(舷33)

・須坂・須坂凶芸高校校催逃跡(1王34)がそれで、うち、須坂醐芸高校校躍進跡では限られた範凶

内から 2点の完形土器と11点の管玉、及び多量の土器片と木炭片が出土した。支え発似の際、床面、

皇室を忠わせる微な竪減量な土1弱Vζは遭遇ぜず、"ミ炭片は出土したが焼土は倹出されなかった自であり、

とれらの資料を媒介とすれば今後~:j;，.いて安源寺 4 号土拡との聞を一線で嫁ぐととができるかもし

れない。 6~苦に縦〈土拡は 1 0 ~苦 ・ 1~ 号で、 盛形土婦の形態から後期も前半に儲かれると忠われる。

プランは1 2~号が楠円形で、その出土土裁は鑑形土器 1 点と控形土器破片であ P 、 1 0号・は附丸方形を

とb、出土土器は大形の卓上主幹部と数クの赤色塗彩された高坪でるる。

鼠l葬品の系ヂl幼‘ら云えば、中期末の査中心K対して高坪が新らたに力財つった釈である。また、12

4苦の蛍は北壁K寄りかかる様念形で破砕していたのκ対い 10号では土器片は土Z友上面K散布して
いた。どうも安源寺K訟ける葬列の家化はζの辺とありそうである。即ち、円形プランが来日本中

殿ゆ土拡の平歯形であったのκ対し、隅丸方形的なそれは大津・南滋賀(径五5)・茨木 ・安威〈経
36 )・尼ケ崎・回能逃跡(tt37)発見土広など西日本にかいて中期頃から多〈見られる土紘のプラ

ンでる夕、また、古域時代の要事法に速がって行〈仰臥属委事~仰臥{申阪事事のための形態でもあふ土

器製式の上から去っても後脚立中央の縁式流出の時代であり、信濠一一千幽川流械の後期土器は特
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Kも濃尾 ・東海地方と貌鯨性が強いので、保守的性格の強い善事館11面κシいても少なからぬ彬響があ
ったのであろう(もョとも、百瀬脚とも隅丸方形をとる土鉱一栄林遺跡κなける京大発郷時の矩形
石積治構(主主38)、同じく第江次捌査にお拾いてトレンチの8・?区V乞亘って発見された長さ 1m、

i隔45側、 吉宗さ 15cmの隅丸方形土拡の存在から、来日本的な選制と西日本的な基持IJとが或る刷出ζ

の北信波K沿いて餅7 して行なわれ、その間κ徐kκil9日本的~制の採用が俊越して行ったとも考

えられる)。

次K、残っ元総ての土鉱が偉かれる。えだミ聾やt省主干形土器のj彰状から 7・17・21号は若手遡る

らしく、土拡の重複状態から見れば先記した如〈、 9i5'・より後K2・5・4・5号が揚撃されてい

る。そして乙の整った隅丸方形をとる 2--5考とほぼ等しい鋭機・形態をもっ8・13--16号も向

ーの時期に築造されたと7考えてよい。また24号は 2.f苦より占〈、その形の未だ定形化KEiiらぬとと

ろから 7・17・21.，号と同時期辺vc世〈ζとが妥当であり、Cトレンテ東端の5さをは撹乱されてい

て定かでは7まいが、 22主主は周構内の土器型式から下降が考えられている。かくて一応表示をすす1ば

第6表の如<K四時WJK相対綴年するととができる。

時 期 土 減:入 墓 名

1期(中期後半) 6 

2期(後期前半) 10 • 12 

5矧(後嗣後半 1) 1 ・7 . 9 • 17 --21 ・23. 24 

4崩 〈後知j後半 江) 2 --5 • 8 • 11 13 --16 • 2仁|

E自6li!走 安穏草寺江H11事総主主式土拡畠正副司年量豊

そして、5期、 4矧Kなると土紘数も浴え、形態も端丸方形K1i夕、競穫も大凡K似巡って〈る。

そして特K注意しなければならないのはとれら慰彰化した一野中K特殊な土協のー、二見られると

とも 5期K診いては2.3号、 4期では22号や26年発掘土拡が鍛Tられる(9号は規模の大きいとと

と、話IJ努破侍された土総訟の膨大なとと、石斧 ・紡錘車 ・袖珍土器を出土したζとで制査i専には論

議された払そのプランは.3. 4期に通有な隅丸方j杉をとっているのでζζでは取り粉ずなかった)。

22・23~予κついては、 4象徴の樹首しを賓rtているのが波念であるが、共K字体木 ・ 須多ケ巡と|司

様な胤携を~4.う している点が同組であり、支え22号からは刷機内から間隔を髭い・ご袖珍土著書や綬耀

患が出土した点については野田堤台や浜北芝本、それに字添木や須多ク芸展と親敏性が認められて興

味深ν、。そしてとの2クの土協は共K安源寺士事広務中のよ方、且つ中央辺κ位置している。 ζの点

K何んらかの意裁が泌められはしないだろうiJ>o土紘自体については他の土拡と何らかわりがない

うえに特別な照婚を有しているとは云え、北方K認められた機状追機以南の共同義地中に位世して

いゐ訳であるから、土器製式をも勘案して宇津木土認に先行するものであり、むしろ街滋賀の必制

と共通する点がある。ともあれ、共同墓地の中央K特定な個人の必がつくられたと云う現象は問題

とすべきととである。
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土拡墾と集活

以上、 24~長の土鉱&の形状 ・ 凶l葬品のあり方、 4 時期K分けての縦年を考えて見え。 ~1 崩と第

2期との問Kは害事館l比いささかの飛躍があるらしいととや、第 1~~のそれは点目本弥生中期の土JI'i，.

と関連の持てそうなととや、第2期の土誌からは西日本のそれと毅緑性のあるらしいととを、また、

第5・第4捌κぉ、いては特定な個人の墓iJi出現するらしいζとを記述してきた2うえあらためて築港
との凶係の上からζれらの考えを再検討いたい安謀長梢長洛の復元闘を掛J、て結ひ'といたしたい。

一般K土鉱基は沖栂也K臨んだ丘陵上級音5VL多〈設けられていて、とれは安源寺巡跡も問i憾であ

る。 ζの丘陵上級に位置する土鉱κ仲間を葬った人々の集落はどとK求めたらよいだろうか。
千曲川流域にかける中期後半遺跡、の立地は氾飽~VL細流の注〈・地点K点在するのが常であり、そ

の規模はさして大き〈はない。笑林遺跡では土拡は 1装が集落の北|臥 1越は商献に発見されたが、

集落枇のほぼ中央に殻定されたトレンチ内tても 2基ほど露呈をして、t鳥務K桜近して設けられたと

とが判明している。そして、安源寺遺跡Kないて中期後半の土;総片は今回の澗授では24号の西方と

6号祉に近接している石組篭の附近から発見されている。また26年の調査時にも トレンチ内から土

器片の出土を見ている。 i蹴 Eの主体は続出資料の探訪からも ζの丘陵線端部にひろがっているもの

の様である。

次いで、弥生後期K入る。遺跡の規模は中期のそれよりも拡大すると同時K中期になけるアンク

メーネの克服が始まり、丘駿上K大きな菌をもった集落が形成されるK至る。本丘陵では丘陵縁辺

部Kは無〈、明己4度で土1JI議群の北方を75明登ったと ζろの比較的平坦な丘段上面?と発見されて

いる。現在ととは一面の林機闘で、と ζまで登ると南方の氾濫l奈は見えず、代りκ丙方が鉱けて千

曲川の流れや信越五山が望まれる。未だ正式な調査を受けてはい1tいiJ， 丘陵上箇で土焼事群から
130 m隊れた宮袋地籍で t住居祉の存在が確認されている。しかも、集洛との間KはT絡が走って、

生きる者の地と死者の地とを判然と劃している様であった。

時代が~VL下夕、弥生放末期(柳町京;期) (註39)Vc入るや、集落は副峻宮堂前方の氾滋原K向っ

て進出をして行〈。集落と墓地とは水平的K、垂直的Kその距離を泊して行ってしまう。山口県の

壷給基を資料として、前期は集洛内部、集予frVL近い場所!ζ、後期はかなり雌れた同じ位sm:の台地で

群集事を形成し、土絡が土師線級穏を帯びて く る頃κなると集:~枇と水平距離が迷くなると共K、

黍直的位協l銅係、を主主じ、問時に単独墓のi儀相が強くなると云う小野忠畑氏の考娯(股40)Ir.!:、中部

山岳地帯中の答光若手平にお、いても適正、でさえ訳である。(和~原 健)

経1. 問中国見 f弥生式縄文式接触文化の研究J昭 19年

， 2. :J喪悶災 「よ州公判E山倉足首ζ閥、発繍E己」考古学 11の 2
，五 彰原理壬介「東日本~住まえ土総文化にお・ける葬礼J B考協 5 回総会研究発~~耳旨'

'4. 亀井正道「斑B-*弥集主主，:!:化における韮王制についてJ国学院総総56の 2

神沢男一 r~航空主主主時代のさ包括一- 11貨基IJ B本考古学祭箆 4(河出笹房)

， 5. 勉 弁正道 f人面土騰の新例J考古学雑草怠43の 1
坂路:1$ー ・凶俊彦「弥生後期の人商土器弄6こついてJ考古学聖書鶴48の 1
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Z主6. 移 原 経介・ 大塚初箆 rキ媛県宍神附必勝における弥生時代中期の基地J臼考協30回総会研究
発章変革耳旨

If Z 杉原荘介・大様初Z蕊f錫木県出流原における弥生時代の玉造治上哲学J日若者協31回総会研究発表聖書
震雪

， 8. 下義者谷澄男 「野間市雄台五Js事Jよ代文化35.
H 9. 下 総谷呈笹宛 ・大谷純一「首q.悶県浜北市芝本の特妹迂H理J臼考悔 38苦手大会研究発表袋首

N 10. 穴場8軍事総「東京総八王子発見の方形周持軍特l*:lfl憾」臼考協39苦手大会研究手吾妻受聖書留

。11. 高橋経 「ゴヒ俗語高須多ヶ事 弥生式基基熔銅資4鋭戦J考古学雄総51の 5
11 12. 体茂樹 ・金井汲次・柄司係健 「長野燥長野市製林治跡第三次開資概幸俊Jイ曾淡町 18の 4

H 1玉 岡川幸生 . 梢j京総「長野県安源寺足立跡の弥生式土~J 信辺町 14 の 4

• 14. 11実関大穴「爽Aーした締結」 学住宅土

H 15. 盛向尚彦「雌児島民主ヶ若手書塁手事沼崎臨の潟王立J臼宥飽36億 六会研究発表祭旨

/f 16. 食品唱文失・ 坪井病足 ・金闘lmf山口県土弁ヶ 浜 江llii事j臼本重量耕文化の生成
11 1 Z 山本消 fs3線県安楽市鈴鹿の土総書草とその土郎総JB考協29回総会研'先発荻野雷

H 18. 河野広滋 ・政本英夫 f御殿山機器訴についてJ毒考古学総総46の 4

， 19. lfiJロE聖徳・河野治雄・ 2窓久十郎 「足立川弥去式活字祭器J考古学級総43の 4
H 20. 附聖書綾子 「向 山県都鐙書官庄村上現在滋民事出土の翌肘I1fj瀬戸内考古学2号

H 21. 国代克己「茨 木市上高草僚出土の弥生式翌軍機」 古代学研究21.22

，22. 樹 原健「右然より 見た1ol括主弥主主式文化の一様相Uf営~m 11の 12

# 23. 楠原健「上総金睦言語家出土の巴形鋭金具J古代42.43

。24.干潟原健「喜連株式土総の符検討」考古学雑総49の 5
/1 25. 高丘小学校練 「砲手口お 年度第2次東林治跡発掘」

11 26.移 民高tt介 f勝岡県安傍若sfj京L魚沼跡.1日本考古学年報 1

/(2Z 杉原注介 「下総新閉山 遺跡調資概級J人数学総総58の 7

• ?s. 杉原毛主介「下野野沢治跡及び陵由自桝形飽貝塚出土の弥生式土総の位鐙についてJ考古学7の
8 

H 29. 彰尿道壬介「福島県北会総部門同村雨御山辺勝j 臼本考古学年報2

wぬ. 神 林 7掌雄 f皇書島昌国繊 愈田rj]屋上 石鱒時代の10民事についてJよ代文化 8

， 31. 員事長吾滋.af綴紡史J1宅島
JT 32. 神 田五六 「既日本におーける弥生式文化の研究J{雲続出 2の 7

" 33 八幡一郎 「長野県野沢発見の51$必式泌物」 辛苦・古学雑誌38の 5.6

..34. 樹原健「長野J決須坂市須坂自盟主主軍事佼佼~出土の弥生式主総についてJ f君主Jill13の 8

" 35. 問辺昭三 f大館市南滋賀燈跡翻査級事録J大添市教育祭員会
H 36. 免 山篤「援機安威の土拡泌跡J古 代学研究12

/( 3Z 村川行弘 f尼崎市国首E起草跡第一次調蚕紙軍事J臼考餓32回総会研究発表重要旨

，， 38. 鍔井百苛思 f両信丘村弥生式巡跡調丑呈j下 高 井

H 39. 桐航路 f:l七倍長峯 丘陵に おける弥箆式泡鯨」考古学雑草志45の 1

• 40. 小 野 忠然f本州のE葺術地方における弥生式資格援の倣絡J臼考協20回総会研究発表要旨
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第 5 節 土郎内出土遺 物

石器(第58凶)

土拡墓内出土の石器として明確なものは磨製石斧 4 点である。第38図 4 が 1 長~， 1・2が 9.J号、

5が23号土拡出土で、 1号 ・9号祉の場合は土成上面に散布していた土器務と共K発見され、 殊κ
1号祉にないては重なり合っていた土総破片中よ り検出されて、あたかも土器内に収納されていた

らしい嫌がi息ばれた。なな、23号

祉の場合世土拡内の出土では乏い

;Q~ 周溝区内からの発見である。

石質は 4が硬質の微椀岩である

イ也は閃緑岩製で、形態!'I1-3が

太型姶刃石斧、 4が小形の属平片

回彰C3jzzs
刃石斧である。

とれらの石器の特徴の一つは、

対~総刃石斧の3点はとも K刃部

後伽ij.句協 。
東58e81 土応出土右犠( 1 : 4 ) 

だけの破損品であ夕、 4の小形扇平片刃石斧も頭部が火摘をしている。太製蛤刃石斧の副首Kは別

段再加工された痕跡を見ていないので、 ?号枇K見られた高坪*部~~孔あるクースをも勘案して、

荊j器としての機能を喪失させてml葬したものと考えられている。
なな、とれらの磨製石斧は当地方Kj;~いては中期末K断Tするもので、 後期K入ってからは発見

された例を聞かない。(殴 1) ζの点Kも伊防ミ問題がありそうである。

土製品 (第39幽)

土製品は総て紡錘威であって、破片まで含めてる点が発見されている。第39凶の1-4が22号土

番号 出土地点 直刷径 摩何さ) 守安 t施考
1 22号枇 57 11 3a5 

2 '-' 52 ? 25.0 

3 ;.， 43 12 33.5 

4 ;.， (56) 14 破片

5 5 -1号枇 (ω) 10 今

6 ?考枇 (61) 9 。

筋 n疑 紡錘単計測i後

理主の周溝底から、 5 ';O，3号泣、 6 ';O'9号土拡

の出土である。とれら紡錘車は土器片などを

再加工したものではなく、大きさ、霊並Kつ

d磁コ.ゴ~

¥ 

こっ:ZZ2詰〈二コ:忽Zb::::;ニエI'&A
府 39図土拡出土土製品(1 : 3 ) 
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いては第7表に表示した巡りで、径は推定

6.1から4.3clIIまで、]!J.さは中央辺での言f

if!IJで1.4- 0.9伺を算え、円板のほぼ中央

K後1C711前後の円形孔を貫通させている。

穿子Uま焼成前κ一方〈裏面)から行なわれ
たものらし〈、 1. 3. 4などには上面の子1周

縁が僅かに凝り上りを見ぜている。

その形態分類を断面形から考えると、一

つは5、6の如〈厚さ均ーの円板状をなす

もので、胎土Kは砂粒が含まれ、表・簡の感

触はざらざらとしたもので箆研磨は行なわ

れていない。もっとも 6(rJ:表袋面K亘って

微かに赤色塗彩の痕跡が貌われるがζれと

ても研磨はなされていなν、。重量も 5など

は小形のわタには重い方である。そのこは

議40651 土総出土弥生武昌司1鰍土様(1 : 3 ) 

明瞭K上面・下面の区別がつ〈もので、 一面は平坦であるのにー厨はその度の強弱はるるも笠形K

~りよりを見せている。 1 、 4は度の強いもので焼脚ま堅鍛であり、特K上酒は箆で放射状K周縁

部K走ってよく研磨が為され、 2、 5は上面響曲度弱〈、さして厚くもないが、箆研際の為されて

いるのはよ商のみで、下面はざらざらとした素殖のままである。

佐原呉氏は成形・害事抗がともK焼成K先立って行念われたものは来日本VC$.'ける紡錘車をft表す

るもので、重設は畿内 ・瀬戸内のそれよりも重いとのととであり(舷2)、それによれば本遺跡出

土の紡錘車は来日本K普通的な形態をとっているが、それと共に考えねばならぬととは、裏面が粗

耗平坦で、上菌研隠のあるものKは紡錘以外の使用をも考えてみる必裂があると云う ζとである。

(陛3) 本遺跡の如〈土拡内出土と云う点や、原治絵爾の捕かれている例品の存在、古積時代の

石製紡錘慮中!tClbi:弧文の織かれている念ど問題点が多々 あるからである。

土器(第40-45凶)

23~基の土拡高のうちの後っかはその重複状態から構築の前後関係が判明している。それぞれの土

応内出土土器中には怨務後の供献と云う性格の故に多少の時間差を認めるζとがあ。た刃入後出す

るそれは数:lìl:的に僅少であるので区分が可能で、 一土拡内出土のま~ . r窃杯を1セットとして把復す

るととは容易i司:出来た。出土した土器は膨大な量Kのぼっている点その多〈一一特K登κおいて
は破砕が著るしくて銭形を窺うととの出来ぬものが多かった。

第 1類(第 40図15-26 第41図25-27 ) 

6号土制t出土のもので、査・聾の二形態が存在している。霊は長顕霊で、顕鰍亡は箆摘さ直線

文が数糸、縄文地文のよを様走している(15...... 21・25)。 上腹節は平滑で無文のものが多いカミ

ーももー
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属 112( 

策 43!m 土紘出土弥佳式雲隠5鰍土壇鼻(1 : 6 ) 

ーも守一



22・23K念いては最大腹径部位K近く縄文総文のょに箆描きκよる逮続重山形文が置かれている。
艶はロ縁の短か〈強〈屈折するもので、口恵Kは箆先陀よる加飾がなされている。 頭部から上胴部

にかけては義直K近〈 、 以下は急速~l叙約して底部に歪る形態で、 上胸部を飾る文織としておの如

〈やや乱れてはなるも平野を為す繍描波状文を数条繰らすのが一般的である。

第2類(第41図28-33.37・46) 

10-号(28)12号枇(32 )出土、及び?号枇の37などの資彩土器で、太頭登ではあるも未だ長顕

蛍的な形態を残しているものを云う。 32の頭部の如〈、丈長くもその緊約度は緩いのが妻子例である。

器表面の文様で28は口緑外側K整った櫛捻波状文が続り、 頭部Kは同じく整った細かい備錨直線文

7}~15側のi揺K識かれ、その下端を一条の樹18波状文が走って文様帝を括めあげている。未だ表面に

赤色2色彩は施されず、文様平野以外は縦走する箆整形で仕上げている。

艶形土鰭はロ緑の屈折が無くなって丈長〈延び出し第5類との分般が難かしい。強いてその特徴

を挙げれば未だ折返し白線や脚台の出現していないこと、櫛錨波状文が管を為している点等である。

(33 )。

t毎杯では10号(29)、 ?号祉(46)出土のものの如<I溜狭い顕部下K綾線を形成して大きく収約

する口径の大きい割KはF干の浅いものが該当すゐ脚部は丈長〈、透孔などの加飾は無い。外荷主主子

音附面には赤色塗彩が為されている。

第5類(第41図34-36 38-4547 第 42図48-78 第43図79-118 第44図119-

125 ) 

土鉱墓出土土器の主体を占めるもので、琵

・袈 ・高杯・無顕登 ・鉢と多くの器形が鏑っ

ている。箆彩土器は総て太顕蛍で、ロ縁は少

しく立ち上り、ロ縁外側K整った梅描波状文

7}:ー帝綴るのが普通で(34・35・48・49.54

.79・80.105 )、中には70のように麓槍き

波状文に代えているものや、35の様Kロ緑を

少し〈肥厚させて文様平野下部に稜線を走らぜ

ているものもある。ロ緑から頭部Kかけての

カーブは朝顔状K収約するも、太頭宣でるっ

てみれば長〈は引かれず、すぐK下腹部K稜

線のある無花果彩胸部K移行している。頭部

文識は同部I'C畿らされている植描横定文帯を

一条乃至は接近している二条の縦走する梅捨

直線文で数区間K区切っているもので(49・

51・70・80)、 5本濃度の櫛泌が使用され、

その動きは遅滞な〈流胞である。文様帯下線 E跨44図 土広出土弥生式翁5類土総
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K衡鎗簾状文を置いたt( 49・70)、半裁同心円文を並べたり(51 )、円板状突起を貼付さぜたり

( 49・51・70)して変化を見せているものもある。

赤色塗彩もとの型式の特徴の一つである。器表面はほぼ文様帯を除いて主主彩されているが、全面

κ塗彩の無いものも、下腹部稜線下κのみ施されないものも僅かではあるが存在する。銭高κつい
ては割合K大形品が多〈、 "が34cIII、80;0.29舗を計っている。

無類登は袖珍的なものが19号枇から 1点出土をしている(71 )。房の強りが強〈、外面は摩郡浪

商Kまで赤色塗彩されている。口線κはー孔一対の小孔が斜めに穿たれている。幾形土器には大形
・中形・小形と数多〈存ナるが、大形品は破砕していて復元は出剰専念凶磁片から波うにロ緑郎

が肥厚して折返しロ線的なf惨状をとっているものが多く(88・90)、折返し口線上κは頒部や上腹
施文のそれよりも整った、波長の短かい櫛拾波状文が縫っている。櫛摘波状文の代TVC直線文を用
いた56や、 i鼠広い文機干存在構成している89などはf?l.汐4とも申すべきであろ う。延びきった口融部や

よ腹背艇は術摘波状文が滋面全体を緩め尽しているかの如〈κ続らされへ その悩lの顕部には櫛摘鎌
状文裕を一条置くととで文様効来をあげている。中形 ・小形品にあャ、て、口縁部形状Kは折返し口

縁的なものもま1)tられる2弘多くは延びきったロ縁がさして収約もしていない頭部を維て胴部へ

移行する形態をとる。胸部形Kは大形品のようκすん念 りとした長肘形をとるもの(57・72・91・
107 )と、ずんぐりした小肥りの慾を為すもの(58 . 92 . 113 )とが見受けられている。また、

ζの中、小形品Kは脚付さのものもか念タ見られる。脚部は怨か〈、側樹立直斜状に強〈媛ってい

る(59 • 75 )。

文様は頭部ゆ継指綴状文を侠んで街措波状文がロ縁部と上劇部を埋め尽しているものが多い沿え

との他K綴状

文で顎部の区

切りをつけぬ

もの(72.106 

. 1ω. 109) 

や、円板状突

起を貼付した

り(92 )、文

織を消失させ

た紫蘭の93・

110の如きも

のもあふ

また、赤色

塗彩さま1ヘ 緊

街しのき撃たれ

て、その機能

H，2;¥ 

134 

篤45図 土停出土弥生;;'t~跨 4 実質土僻( 1 : 6 ) 
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を貯蔵性に代えたもの(112 )も存する沙人斯様な努は案外K古い形態をとョてなり、例品を篠ノ

井・伊勢宮遺跡lて見るととが出来る(銃4)。

祭形土器では16号祉出土の2点が知られている。61は閥然色で糧費ではあるが山形を為す。裾絡

が欠失しているので孔の有鮒ま不明である弘重量の点からすれば努形土器K伴うものでるるらし

ν、o60 は上邸中央K貫通孔があって明らかK努形土器の裁である。色調災禍色で組質である。

甑(62・63)は口径K比しては銭高の高いもので、側線直斜状K収約する鉢形土器の底部にー

孔を穿ったものである。主事抗Jま焼成前Kかかり、赤色盗彩はなされず色調賛綿色で粗質である。な

払 75. 76は懇及び査の底部を鵠成後K穿孔したもので、fiとして考えるべきものではなν、。

高1干は係部の形状から二者κ区分出来る。前者(44・45・“・兜 .116・118)は第2類高停の
形態を踏製発展さぜたもので、器腐のわTtrcは口径がせばまり、それだけに曹儲日下の緩線から底部

へかけての収約度は強ま っている。 また稜綜形成部位と口線との間隔は2類尚杯よりも編ひろく、

口縁は外反して平簡を形成するκ至っている。ロ層部(1(数ク姐1J形突起が附されているのもとの類
からである。脚部は丈長〈、信部K至って外反して終夕、装飾としての透抗Kは円形孔も一、 こは

見られるが、 多〈は僻も下半K三角形の慾を切っている。

次K後者(95・115)は係部が円味をもった側線で構成されているもので、ロ居Kは山形突起が

附されている点は前者と問機である。脚は前者K比べれば短7が〈、徳広がりになっていて装費紡た

めの苦手孔もあまり見られ念い。 ;慨して小形高坪がとる形態のようである。そして、後者の高坪と親

綜性あるものとして21号社から 1点、表獲面K赤色塗彩された鉢形土器が出土を見せている(94)。

第4類(第45図126-144) 

2・7・17-19 . 21・22号枇などの上面K混在していた一群で、量的には多〈念〈、完形を

釜ずるものは小;~の無現資や鉢など 3 点ほど しかない。

室形土器は凹線を鏡らした立ちょョた口縁部をもっ21号社出土の1点のみで(128 )、 ζの口縁

部は肩の張。た劇部十て付くものらしい。色調は賞掲色で砂粒を含むも竪績であ夕、沼郡K向って箆

が縦走し研陵整形されている。聾形土樹まロ庭部が外方K屈折して断面三角形を形成しロ縁端K

一線の号|かれている点が特徴で(126・127・129)、 岡部の装飾としてζの下端κ刻み目を入れ
た 126、中辺に吏K一線沙~入されている 129 などがある。短かく屈曲した口縁部からは円味をな

びた清部が続き、以下はスムースに収約して小さい底部で終っている。器表面の文様はもはや無〈、

頚部下から藍形のための細かい刷毛自が斜走乃至は検定していふ ζれK対して小形整中Kは脚部

を附するものがあるらしい。全面trc~J毛邑錬痕が見られている 140 - 142がま亥当するものでるるお

また、 21号泣出土の130はロ縁部K二段に亘る弱い括れがつくられていて、 広い口径から一見鐙形

K復元出米そうではあるが、やはり揮として取扱った方が無難らし凶

片口土器は敏片が2点発見されている。 1点は口線平ffiiが偏構円を呈するもので、口縁の一辺が

外方K突き出して片ロとなって辛子り、銭高は比較的深い方である(132 )。もう 1点(131 )は無

頼宣状の形態をとるもので、念らくは重量野・西沖例(鮭5)の如く脚が附されたものと怠われる。

口縁を少しく下ったととるに長後2.5cmほどの一手Lが若手たれて、その下織が突き出して片口状を箆

。，‘ヲ''



している。色調は灰黄色で箆研磨がなされ、器質も祭縁、焼成良好である。

高杯は1点を除き小形で、係音防ま半球状の縄形を為すものと忠われる。色調は斡黒色で砂粧を多

〈含み、赤色塗率先まなされていない。 19号祉の 134だけは大形で、杯部形状は施形を呈しながらも、

その底部K近〈綾線を微かK認めるととが出来る。脚は短かいながらも大き く外向し、 139の如き

三角形の透孔が見られている。

放後K袖珍土器5点。一つは手控ねKなる無頭登形土器(133 )、二点は17号祉より出土してい

る同じ〈手担ねの鉢形土器(143 • 144 )、色調は期蒸色で粗質である。

以上が土鉱墓発見弥生式土器の大袈である。掲図した 144の資料を4類K区分して記述した7}"

とれκ26年発掘の資料や安源寺周辺の既出資料若干等を加えて本遺跡K見られた後期弥生式土器苦の

編年を少し〈述べて小括としたv'o

信滋の各谷 ・各平K見られる中期末の土器のフ ェイスはそれぞれ呉なりを見せてはいるが、長鮪、

大きな腹部、文様平野の規定など細部K亘っては後つかの共通点を摘出するととが出来る。北信では

安源寺1類として記述した雪、及び現形土器がそれで、遠賀川式上録文化閣の外摩地域であると共

K、先行時期Kおいては亀ケ問式文化聞の外廓地域でもあった中部山獄:地域K生起し、東海地方の

原諸書、式、矢崎二類、関東地方の須和図式左どの諸要素が混然と見られる栗林式(業林2・3類)

(電車6)の様式を継承していて、中fきの百瀬式〈 ζれは今後細分が可能でるる)(ま王 7)、南信諏

訪の天王垣外式(駐 8) f'L比定出米る。とのl場郎被つ生策K起因するのであろう7}" 兎も角も土器型

丸とには汎信濃的様相が認められているのである。

とれが後期に入ると先行した土器の伝統を踏襲しながらもより明確な地域性をもった土昔話2式部

出現する。彼等の生業の発展が地縁的経常をより強国Kし、大きい行動闘はもはや必要とし念くな

ったが放であろう。

ととろで、かかる後期弥生式土器の型式編年である弘中信K$'いては百瀬E鉱諏訪では海戸

式(錠9)、伊郊では盗光寺原式(位10)で見られる知〈、櫛歯状施文兵を使用しながらも先行裂

式の銭形 ・文様のモチーフを踏襲してお‘夕、特K保守的な性絡の強い控形土器K辛子いては中比牒の

聾とは何ら変るととろがない。けれども千幽川流域Kないては溜・努共K器形・文線上K新夜祭が

強〈 、 制ヲ型式との間に相当のヒヤタスを認めざるをと得ない。当t:~寺2 類がそれで、 かつては帰.崎

式とも呼祢した(縫11)。蛍形土穏には畏頭登の残映が来た・1見えるも、下腹部K稜線を見せる胴部

形態は新らしいものであり、頭部を飾るヌ識も描歯状施女共による幅広い直線文帯である。"i九

との期から現われる高Z干の形態は伊勢湾お岸の後期前半のそれと金〈同ーと云ってよい(芯12)。

伊那谷や諏訪や中信と異って、千幽川流域には伊勢湾方面の文化を受け入れる伊肋かカミ換営すれ

ばとの地域κは畿内方面の勢力を導〈伊助かがあったのであろラ。
そして、ζの事象は安源寺宮獲遺跡で、住居祉内から発見された 1点の霊形土告苦からも裏付けが

出来る。住居担1:中央のピッ ト内に償たわっていた盤は算量産玉状の刷新lとシ ャープな術摘文機会翁し

ていて明らかK伊勢湾総母の後則前半K見られる型式特徴K合致していた。 ζれは彼の地Kかいて

之
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作成されたものであり、との輩と共伴した土器片は安源寺2類、或いは少しく下降する型式K鼠す

るものである。

との安源寺2実質K続<3類は、従米より箱清水式(怠13)と呼称されてきた。 2類から進展した

ものともいえるが、伊勢湾地方の型式K不断K影響されて成立した裂式とも云い得られ、その例証

として登形土器K見られる赤色塗彩の断ラゃ、高杯Z不都の次第va袋みを治して行〈事象、髪形土器
中(tC-.二点ではあるが球形K近い腕部Kくの字形K外反する口縁部の附された寄道式的な例め

(産主14)の存する点等を挙げるととが出来る。

そして、赤色塗彩が透かK文様を凌駕して行〈点や、ま悪形土器口縁発達のケースなどは僻遂の地

κ見られる特集な現象であると同時K地域性の確立と見るととも出来るので、ヰヒは長答丘陵を中央
K置く飯山盆地から務は佐久の平までの広い千曲川流域一面lζとの式の土器は繁符してかり、 との

期K至って遺跡数は氾濫原κ面して急、活をしているのである。
安源寺5類中Kは文僚を消失した聾がー・二存在している。また他遺跡では赤色塗彩のみの琵形

土器もあって(怒15)、櫛鎗施文と赤色塗彩を型式特徴とする箱清水またの次K編年される型式Vては

無文のー若手が考えられそうである。けれども無文、制毛目整形Kなる安源寺4類は飾られぬ素面でー

はあるものの第5類から漸時展開して来たものではない。

との第4類が5類の次κ置かれるζとKついては飯山・柳町遺跡(絞16Hてないて確認出来てい
る。 5号を埋めたてて4号が進られていると云う重複した住居枇があって、 5号からは柳町1類

(箱、清オC式)カミ 4号からは柳町2類(安源寺4類)が出土をした。 ζの柳町2類を柳町式として

北信Vc訟ける弥生最末期K位置づけをーした。その際κ、 ζの柳町式をどう しても箱潜水式の伝統を
見出すととが出来ずK報交中では 「箱消水式土器の伝統が棚町式Kは臨んど認められない。籍清水

式に顕著に見られた櫛捕手法・赤色主色彩は皆無であり、保守的念性格が強いとされている高1不Kも

赤色皇室彩は施されていない。器形についても柳町またの口底部Kは先行土器と関連の念い手法が存在

し、球形丸底の著書形も出現してむしろ信設以外の土器K類例が求められると云う状態であるJと記

述した。

そして、その際κは佐渡・千穏の土器(n17)・新潟 ・緒立遺跡(註18)の土器K類例が求めら

れるといそれらを拶l町弐と比較するとき、務質 ・形成共κ粗雑で、いかκも地方化しているとと
ろから新らしい様式は笑外κとの方衝の経絡を辿って伝婚し来ったものかもは1ないと解した。と
の事は安源寺出土の一高杯土器(高見沢伴蔵氏所蔵)が北陸の石}".次場遺跡出土のもの(怒19) 

と同形である点や、新潟 ・新井・斐太遺跡、の一括遺物(註20)を知るK及んでその考えの妥当であ

ったことを改めて確認した。

北信K会ける初i町式を出す遺跡としては飯山・柳町、中野・安源寺の二遺跡、の他K、飯山・須多

ケ峯遺跡で土拡基K近接している 2ケの住居g!:からも発見されている(註21)。との他断片的な

資料としては長野・落者提唱因子遺跡などが挙げられ、 善光寺王子北部Kは散漫ながらも分布して診る

ものと考えている。

即ち、滋尾地方の後期5fJ~式土器の強い影響下K生起した当地方の後期弥生式土器は、 その後も
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先進地域との接触を傑ちつつ独自の文化簡を形成し、その余波を北関東方面Kまで及ぼした。

一方i箱制伎の土器型式7)'中鎖城方面Kさして延びてはいないととKついては、その当時の高

田平野が土壌 ・地形・気候の点で進出するKは朱だ不適当な捜索が多すぎたからでるろう。 ζの地

K開拓の鍬が入れられる様K念るのは北陸κ畿内から直接κ流出して出米え文化の一部が海流{そ乗
って佐渡へ、次いで新潟の海岸平野に伝絡してからの事で、その時期は弥生最末期に下降している。

柳町式土器はその北信機Kあらわれたー姿栂と見てよかろう。

そして、との歳末期K更積地方κはイ言後最古の前方後円墳が築かれていると見てよいから、古境

出現直前の募制をとる安源寺遺跡土拡轟の築かれた時期でるる籍清水制から~iJllT腕匂ゐけては今後

符κ焦点を当て究明して行かなければなるま い。(桐原 健)

舷 1. 桐原健「石総より見た傍線弥生式文化の一様相J{省線血 11の 12

託 2. 小林行総 ・佐原真 「呑 JII県三量聖書事院関町紫祭出山弥生式jft監事の研究J錠I湖町文化財保殺事岳員

，、ー
= 

量主五 梅原健 「上総金鈴書家出土の 包形飾金具ー巴形鏡暑惇私考.1古代42.43

註 4. 信書芸史料刊行会 r1曾浪若者吉綜覧J

主主5. 註 4に関じ

証王6. 網膜鍵 f梨 林式土鈴の蒋検討J考古学級誌 49のる

藍EZ II楽沢宗平 「長野県東筑l摩郡寿村百瀬弥生式葺遺跡調進級事民J{言語混血 5の 8

まま8. 液製革栄一 「顕在方市 夫主垣外発婦の弥生式土総及び石綿j考古学 3の 6.7

住 9. 岡谷市潟戸巡勝 昭和41fF総資 による27母 枇出土資料ぞ起訴またとする。

註 10. 佐波残mr下伊都における弥生式土話器の鱒年的研究JS BC第三回奨励研究レポー ト
経11 飯山市外織広尾崎遺跡出土土総を巨費式とするが、 貌在では弥告と王立土総研究の学史的窓畿から

干幽川流主主の後期櫛目3t土署暑を書留清水式 {明治33年 長野市箱清水のま表聖子高等女学校々庭出土土総)

と総祢し、 乙れぞ更にI獄、 E整担と細分したい考えを有 している。 したがって宮霊源寺2鰍(尾崎

式 〉は箱清水I娘、 安源寺5費負は箱情 水江 東員となる。

立主12.久永容:9llr東海J臼本考古学講座 4. 同「東海J臼本の考古学 五
怠 13. 樹原健「箱潟水王立土鰐j俗語設史料刊行会総償責辺若者宙線覧

位 14. 施術主主「北信濃須多ケ峯弥箆王巴護協調道ff路縦一一員著5図 4J考 古学雄総51の 5

盟主15. 小県郡から俊久地方の後期弥生式活時事に見交けられる。例えば小県・回中 ・長繊手、佐汐い

前 山・後沢、佐久・津野.西本 山遺跡など。

註16.桐 原 健「北-IB波及答丘陵柳町返tIf.il;調査1銀総j僚 級1lI9の12 同 「北信長峯丘陵における弥生

式遺跡J考古学級総45の 1

住 17. 新潟県文化財報告書事篤 1rキ濁J
鮭 18. 永準光一.上原昭子虫E・磁崎正彦f新潟県西潟原書也事首立.iL!跡の調弦」 臼考協26回総会研究発表

主宰旨。
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舷 19. 橋本器章夫 f北飽J臼本の準君盲学5

世主20. 駒井和君愛 .音問雄一郎「艶太ー新潟県新井市の弥位探常事担t_j

Eま21. 経 14に同 じ 来鴻荻資料ぞ貸与8 れた高橋径氏6こ提~A!liする.

第 6節 安掠寺遺跡の既出資料

安源寺丘陵周辺の弥生式時代遺跡11(ついては早くから神田五六 ・藤森栄一 ・金井汲次氏が路3まさ

れ〈陛 1)、戦後v(l>'いては小野勝年氏が当時高校生であった白川幸生・権原長則氏等と遺物の集
成を行い、 「下高井J(rC r下高井地方の考古学的調査」として発表されている(紅2)。第1回の
安源寺遺跡の発拠が行なわれたのも ζの頃一一昭和26年のζとである(貫主3)。その後、ζの附近

の遺跡・遺物は高岳j、学校κ図川幸生、続いて田中清見氏が勤務されるK及んでますます調査・集
成され、同校の造物も整理されて現在K圭っている。

以下、昭幸;127年頃までK発見されて「下高井:J(1(収載された遺物κっき 、 次いで26~発掘の土広

島 41年春K発見された宮盛遺臥そして発見された時期は古いがやや出土地点を異Kする高見沢
伴蔵氏所有遺物Kついてその概略を紹介したい。

「下高井J記載の弥生式遺物(第46図)

昭和27年頃までK採集された巡物としては、山崎賢一郎氏所有の珍らしい形態をとった箆口土器告

が挙げられる(第46図2)。形態は底の極めてIJ、さい安定のJ酌、事長さのある鉢形土器のー織に伽‘

〈はあるがラッパ状K聞いた注ロを附けたもので、口径as、 ・禄高S.Sc閣を計り、外反している口
線は頭部めととろで少し<<びれ、以下底部へ向って円味を持ちつつ収約して行〈。底部は比較的

障い。文様拡頭郡K沈線全三条走らせ、その下方(I( ~Jみ自を入れている。器色は淡業褐色で箆整払

焼成は良好である。他K例品を見念いものであるが粟桝戎(l(mするものであるう。第46凶 1は向じ
く柴林式の長妥結破片で、26年の安源寺遺跡

発制1'[$'いて土拡と00(1(散布していた後期土

絡に混じて発見された。口級官官と胴晋s以下を

火演している。長頭部Kは 1C111ほどの間隔で

八条の太い箆翁車線文が繰っている。同図3

も土広喜附近で発見された。円板形を呈する

土製紡錘車で半夕立である。厚さは1CI/Iで復元

すれば後6.2CIIIとなる。阿国4-7は石・2きで

ある。 4(1:石製円板。 261惇blVC高丘公民館で

実見したもので閃緑岩製のものである。半火

しているが復元をすれば後17仰の円板となり、
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周縁は太裂始刃石斧と問機な鋭利な刃となっている。厚みは 2.8cmを計る。 5は「下高井JK~識

されているもので双孔ある磨製右包丁の破片で粘板岩製である。背はやや熔せてお、夕、厚みは0.7

mで荷主たりの~子lがなされている。 4 ・ 7 は梶棒状石鉱共に26年夏高丘公民館で笑狽IJ した。 6 は

f下高井J~ても錫図されている。棒状をなす一線は膨らんでお、り、一端ま手で鍵るK通した太さで

ある。表面は滑らかに研磨されている。黒色の閃縁岩を使用している。

断日26年発掘の土拡援と遺物(第 47図)

安源寺遺跡の26年発掘調査は安源寺字潜水595能也、山崎正一郎氏の畑Kおかて10月5日より11

日κかけて行なわれた。発掘指導者は神国五六氏で、参加者は金井喜久一郎・石川税・回川等生・
崎原長則・戸沢充削の各氏b及び街丘小・中学校生紘高丘村古代文化研究会 ・是正井考古学会・北

信学生考古学研究会・長野西綴校郷土研究班の諸氏で延人員は 174名κ逃した。以下、本調査の経

過を発掘日書まから窺ってみると、

10月5日 発樹也を選定トレンチを入れる。表面から510cmまでは耕作ごとで排除する。その下30

cm位は然土だが非常に闇〈しまっている。その下は直ちK粘土である。

10月品 目 表土下10cmよb始まる黒土は非常K固〈発掘は進展しない。

10月78 偶然 トレンチ碕端から東6仰のと ζろで地表下20cmから完形な弥生式努形土器が出

土した。問処を主主張すると続々と同一時期と患われる土器が発見された。 ζの地点はお、そらく住居

i1l:であろうと見過をつけ、土掛まできうる限り取りあげず、全貌を露呈させて観察した。か〈て、

(j) ~ 
z 

第47図昭和26i:手潟査土拡出土土鯵( 1 : 6 ) 
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次の10月 8B~は土器をと b あげながら遺構の検出を行った釈であるカミ との結果、 土器は地表下

20-30cmの黒色土属中K埋没していたが、総て同一水平面にあった訳ではなく、ととるKよって

は15仰ほどの差が見られた。巡燃はただ固い黒土l議中κ長後1.5 m、短径0.6mほどの不盤精円形
を描〈絡だけが発見されただけであっb そして土告告は紛で制された小範屈の中から発見されてか

夕、中失東軍子タに廼がつぶれ、北側Kは片口土器が償たわり、西から荷Kかけて鐙 ・努・尚杯・鉢

が多量Kかたまっていヂヒ。なか中央Kは棋士も発見されている。

即ち、 ζの遺織ま今にして考えれば周携を凝らす22・23号と同様な土広墓であった訳である。

出土遺物は総て弥生後期の土誌で、 今回(41年度)の調査分類で安源寺班類としたものである。

完形K復したものが多〈、怨形としては獲 ・霊 ・鉢 ・高1不・片口と多穏K亘っている。〈第47図1

-16 )。 謹形土器はi誌も点数が多いが、とれは櫛目文の局されているものと、赤色塗彩で飾られ

ているもののこ積κ大別できる。前者は更に脚の有無Kよる細別が可能で、脚を有さぬもの(第'47
図 6 ・ 7 ・ 9) はやや長自の胸部に緩やかK外反するロ縁が附するもので、 文様は頭部~I隠 1 cm~号の

櫛捕直線文乃至簾状文裕を世き、岡帯を挟んで口縁部から上腹締までを動きの弱い櫛描波状文で充

めている。 ζれ(t':'対し脚あるものは小形で(第47図10・11)、 10は折返し的口縁かり円〈妓った

胸部へ続〈器形をとり、文織は頼部K織論簾状文穏を、ロ緑外側の漢商都から上間部Kかけて乱れ

た樹首波状文で充めている。 11は鉢形K近い器形で、文綴'&び施文方法は10と同線である。次κ後
者一一赤色塗彩された聾(阿国 8・12)は脚付きで球形κ近い胸部K外反する口縁が続くもので、
8は頭部に櫛錨直線文帯が繰るのみで器全面vcは赤色塗彩がなされている。 12は全〈の赤色鎗彩で
口線内側vc-~ で施されている。また、同じく赤色塗彩されている土鉛として鉢形土器2 点(問図1 5

. 16).?i・発見されてj'，'夕、 15の口線κは山形突起が附されている。
獲と対する土器としての盛形土禄は破砕が箸るし〈白紙部破片からすれば1-2クの大}彰盛が存

したらしい?弘その全形は窺い知るととはできない〈同国1・2)0 3はやや小形衣笠胴部、 5は

所宮智被珍土器である。

高坪は13が完形品で、丈高い脚部を有し、坪部は口径広〈、口線は僅か外反してそのままF宇都の

三分の一程度まで直口い同処に稜線を見せて屈曲し底部に至るもので、係部内商Kのみ赤色塗彩

がえtされている。

ζの他、紫文の土器で無顕盛状の形態の口縁一部に片口を附した土器が出土している。外面一部

に煤然の疫があり、内面には粕状の粘着物が存していた。

宮裏遺跡(第 48図)

安源寺丘陵上面κある山崎賢一郎氏のリンゴ圏で、本年春κ子息が偶然K完形~童形土器を発見

したζとKより住居枇の存在が確認された(涯 4)。地点はほぼ平忽で、既K南方の延徳田聞は見

えず、かわって西方がひらけて千Rtl)11の流れや信越五山が跳まれる。

住居祉は岡地籍の説土が浅く、リンゴ闘中で木の根の燐りすぎているζとや、吏κ近年水道管を
敷設したとと等で磁畿が奇寄るしく、殊K北半分は完全K不明であっb しかし、かろうじて銭った
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南半部から推定すると、弥生後期VCjj}i有な縞丸方形ァ・ラ ンをとるものらししその規模は5X6明

前後と推定される。壁は表土の拐ハため甚だしく削らオ1ヘ数'CIlIを測るのみである。床面はほぼ水平

ではあるが軟弱である。床面上の施設としては中央辺と辛子もわれるととるVC1 X 0.6 mの不整摘円

形の凹みがあ夕、その中から後記する愛形土器J}，績倒しの態で発見された。 ζの凹みの東K接して

径3Oc;1I、深さ 35伺のピットが存在する。ぉ、そらく

柱穴としてよかろう。西盛寄りKもピットが検出さ

れてはいる沙丸本枇κ伴うも・のかどうか確かでは念
い(第48図上〉。

出土遺物は土様だけで、それも凹み中の翠形土援

を除いては少破片で床面上K散布していた(第48図

1 - 8 )0 1 - 31でが盛形土器の破片で、 1は長

顕型的i，t形態をと り、 顕部Kは箆鎗きで横線を引き

続いて不規則な波状文を置いている。 2・3は後期

澄形土器の頼部からよ腹部VCカゆる破片で、檎描車

線文と弱い動きの波状文が刻されている。策形土器

被片は 4-7で、頭部K櫛鎗簾状文帯を置き、間帯

を挟んでロ緑から上級訴まで摘拾波状文で充めてい

る安源寺阻類型特有の文織が施されている。

さて次は問題の完形銭形土器である(8 )。算量産

玉状K胴都中辺で周折を見せているやや扇平Kすぎ

る腕部に朝顔状K外反する口頭を附したもので、ロ

縁端部κ形成されている郡上κは家1)みBがなされ、

更κととるどとろに線状の浮文かついている。腕m
文様はよから櫛捕直線文穏と列点文、次いで屈折部

までの闘を山形に近い鋭どさを見せた櫛錨波状文を

/ 
I_Q-~ 0 

第48図 宮渡遺跡の住居勉(1 :30) 

と遺物( 1 : 4 ) 

四平野繰らして終っている。土器考祭のととろで既述したがとの土器はあきらかに伊勢湾指燥地方K

おいて後期前半K作成されたものであ り、彼の地からはるばると人の手κよって持ち来。たもので
ある。

高見沢伴車産氏所有造物(第49幽〉

安源寺の高見沢伴絞氏宅κは安源寺丘陵重量K滋ぶ現集落の屋敷内よ b出土した土器と、その前方
K広がる氾獲i京一一匹徳国間中を西へ流れる篠井川の水門工事で出土した土器苦とが保管されている。

安源寺丘駿富重から出土した土器は5点(第49図1-3  )であるが、うち2点は土師器で、 ζζでは

省略をいたしたい。残された 1点(1 )は赤色塗彩された高床脚部で筒状K下って米え脚部が袴状

Kひろがる裾部Kつくもので、鋸部上方Kは二孔一対の円形子Lがあいている。との舗の形態をとる
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ものは長野県内

では数例を知ら

ず、ただ速く離

れた北陸の石川

県次場遺跡で向

例が見いだされ C ご

た(陛5)。と

の局主平と共伴す

る土器が知られ

ていないのが残

念であるが、今

後資料の熔加を

A
一息

リ
一4
3

鰐49図 書事鬼沢伴脱氏再時記髭土締( 1 : 6 ) 

1-3安調R号 、 4-9篠ノ弁111

待って改めて考えてみたい土器である。

一方、篠ノ井川水門附近で発見された土器(同図4- 9 )は土師器の高綜脚部あり糸切l去の土師

器皿ありと雑多であるカ人そのうちκ器台と思われるものが2点(6・7)存在している。共K祭
文であり、脚部Kは円形引が穿たれている。柳町式K属するものと思われる。(桐原健)

約， 1. i.l義務栄一「千働川下流.a:.・筒丘の弥生式右犠_j考古学8の 8

2. 小埋ま勝年「下高井幼nの考古学的調査J下高井(燥野県組iilt文化財発錨調査箆報告 1) 

3. 高丘小 ・中学校「安措置司普通3勝手竃鏑略報告l昭 26i:j: 

田川雪量生 ・楠原健 f長野県宏君原寺巡跡の弥生式土紛.Jt・tAill14の 4

4. 金井汲次 f安源寺巡跡発銚曲線療J中野市公民館総「文化々かのJ93号

5. 締本滋夫「弥生支化の宇宙肢と地紙健 一一 北陸J臼本の考古学町

第 7 節 集祉の調査

発掘経過

祭祉の所在地は宮袋584脅地の山崎正治郎氏所有の畑地にある。昭和的年11月末県道主主娘工事

の際K繁口部が削り取らオ1、筑窓器片、焼成台の自然、石等多数が出土してその存在が判明していた

ものである。今次の工事のため窯尻が削平される恐れがるるため、地主の山崎氏iJ待寺K許可〈ださ

れ、発鑓調査を行ったものである。 ¥.

本祉は、泉道ぞいに2-4悦の段状Kなっている土提のととるにあって、一面K雑草、篠竹、絡

が1色:主主していたため、切られた佼口部断面の所在を確器ずるのにとや日を費やしてしまった。

5月初日午後から発掘を閥始t...-20cmほどの耕土を剥ぐと、Pトレンチ東織に縫道部が傑出した。

煙道部は耕作のためK、殆んど破線され一部分が窯床から立ちあがる状態で発掘さオ以天井も熊箆
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も織れていた。ぞれから次第K下方へ鉱援をはじめたが、窯内は流入をしたと，引っれる粘土が充満

していた。上端から 2m近〈発掘すると、 仮曜と壁から天井へ移行する部分も残夕、西壁の床箇K

は径30ClJl大の焼けた自然石が置かれていた。さらK下方へ1m余のととろからは天井部も完存して

いた。束壁ではとの辺から須恵、鈴片、焼けた自然、石、窯漆多数が出土しはじめた。

窯内K流入した土中からは弥生式土器片、土師器片、須患者号片を得た。また、貧褐色を呈する布

目文を付した丸瓦の小破片を検出した。

天井部を完縦し遺構を確かめたいと患い、発掘を二手K別け、湾側の焚口上部から始めた。床面

は県道上約30cmからはじまり、 木肱灰層が 2 悦ほど続いていた。その関長の下"f，~;ó、らは赤褐色を

呈する口径6仰の小形仏器状盆沙人燃焼されぬまま出土した。また須恵器片を3か所の床面から得

た。その中Kは管海放文僚の2片があョた。

東壁添いにー列に続くよ うκ須怠器片、自然石、粘土塊等が上方K続き、中央部では貌官王者器片が熔
着した自然石多数が出土した。自然石は火焔のため焼けていた。

主義存天井部は熊祉のほぼ中央部にあって、床面からの高さは約1怖でドーム状であった。その他

の天井部は全部脱線していた。(第切図)。

床簡は中央部までは脚色、その他の床面は赤褐色K焼け、厚さは4-5cm程度であま り堅〈はな

〈、発掘用具で充分削るととができた。側壁がよび残存天井摺弘前道切っ床面Kほほ対応している

が勤色の部分が粉々凪ハょうであョた。壁面の厚さは祭尻部が15- 16cnl， その他の部分では約20

伺前俊であった。天井盛は5-6C11の摩さであった。墜の補修したとみられる跡が所々に残ってい

た。残存会長は7.6 'TI'であった。

発掘は態7人の作業員を投入して 6 月 4S~完了した。翌5 日K狽慌を実施い写真機影を訴ま

せた。(輿E智正朔)

窯祉の徳治(第50・51悶〉

本祭出ま丘陵台地の傾斜面を利用し、台地中腹よタ稀々のぼった粘土脳の地山を~J Þ貫いて構築

したトンネノレ式無段登熊である。斜面と平行K焚口を南K向け築造されたが前述のどと〈焚口と燃

焼部の一部は削り取られ、機道鉱祭尻の一部は耕作の際K彼綴され、天井も中央部K儲か遺存し

ていたほカサま全て陥没していた。築造当時の規模の金貌は把録するK困難な面が多レ、。発槻調査に

よって判明した概婆を次κ述べる。
窯構築当附ま会長10m前後と推定するが湯長は7.6mであョた。 抜大巾は削られた燃焼部で1.8

m、言葉尻付近で1mである。 BB'巾1.4、CC'巾1.44、DD'巾106mである。窯床下端から

約2mは滴々緩傾斜で燃焼部と思、われ、それから窯尻までは傾斜が少し色、になっていた。平均辛子よ

そ23度の傾斜である。燃焼部と推定した床面tては民木炭片が銭夕、床面はす灰の鋤色合呈し、焼

成部は赤褐色であった。

窯床Kは5慢の破片と石を配した段状施設の一部分が遊存した。それは中央部の来獲に約 3m~夢11

状κ絞っていた。中央は石κ餐片カ繕着したもりや、 窯俸が石K閏〈付着したものがあった。燃焼
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部には3か所K梨片や石が置かれていたが、とれ

はよ段から滑b落ちてきたものでるるお窯尻か

ら約 21沈下った西~~ても石が置かれていた。もと

もとは、もっと多数を施設してあったであろう治、

現存しなかった。

天井は窯.の中央部~)1t存いまた、終全体Kわ

たって側鑑上部から天井部へ移行する部分が比較

的よ〈銭っていたので、かなり正確な高さを求め

るととができた。中央選存天井の高さは1m、

BB'では0.8旬、 DD'では 1.2mである。(第

51図)。

側壁はほぼ垂直K立ちあがり、天井部へ移行ナ

る接点はカーブし、 ドーム状の天井であっb 焼

焔のため壁も天井も赤鶴色K焼かれ、かなり固い

焼土となっていた。厚さは15--20 C1IIであゐ西

獲下端部Kは挽j削のために用いた工共の刃の療が

微かK残り、中央部κ

は粘土で締修したとみ

られる跡も残っていた。

燃焼部下端の床面K

は中央より粉々来客b

k巾80cm、旅さ25cmの

落ちζみがあった。そ

の中K枕木炭片、灰、

窯壁片、給土等が詰ま

っていた。との上層K

あった床は両側IJの床の

厚さよタも~(、平滑

でなかった。とれらは

燃焼時K破損されたも

，のは補修したものとみ

られる。

ト;..- .;:t.、ノレ~尭普段鐙窯

ームムZ

ムJ
トンネル式無段霊祭

は混曹、器としては最も

古い形態のもので、茶 篇51fZI トン，，*，Jレ式無段登窯(， : 80 ) 
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自主張6-1号窯枇①(殴1)と築造は同時期と考えられる。 茶自主張6号祉の年.代を8世紀前半と

考定したカ味枇もそれK比定するわけである。(金井滋次〉

窯社内出土遺物〈第52凶)

本窯枇の発銀調査Kよって、祭床面から検出した遺物ま次のようなものである。大型片43点、鐙

・片4点、量E片5点、杯片5点、把手片 1点、llt1点、窯浮多量、木炭片多量、自然石311図。 ζの他

後期弥生土器片、後期土師器片等各10数点、布目文を付した丸Eンj、片1点を得た。とれらは窯尻付

近で、いずれも床面より静ハていた。廃窯後、上部からの土砂の崩れ洛ちゃ流入によって周辺に散

布していた遺物が浪人したものと推定される。

本窯祉の殺後の焼跡WJJは比較的小物の室、杯、 蓋類であったらしく、大盤片や自然石は焼成台K

使用されたものである。第担軽κは高熱のため獲片、す不片、蓋片、蛮片等を付婚したものが数点あっ
た。

次(iL祭枇内から出土した漬物について述べるとととする。

(1 )務形土縫いずれもつまみの部分を欠失しているためその形を知りえなν、。 1はず灰色で、

表面Kはロクロ自を残しているが、稚拙な技術の痕と見られる。 2は祷色でいっ見ヰ師鰭と思われ

るほどであるが、保焼が不充分であったためと思われる。

(2) 床形土器

5は口径12clII，、

高さ 4CIIIの薄手造

りで、暗背灰色を

呈する。 Eまは箆起

しの痕を銭してい

る。 4は破片で鴫

焼され~ため18，色

である。

。)長頭狸形土

総額部のみで鐙

の部分は火失して

いるため器1腕ま判

明しない。(舷1) 

頭と査の援会部は

ホゾになって、接

合した痕が明瞭K

残っている。飴土

Kは絡髄砂を浪人

r 
乙

慣訟8・I I ，，- 司L...._._"，~_-ー一 110 

./ 
『

s 

qJ@ 
阿国

第52図 トンネル式無段篭窯出土土紛(1 : 6 ) 
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L--焼成は良好で背灰色を呈する。ゆるやかK外反してロ縁K至り、口径は10cIIlである。 頭部Kは

2条の細かい箆摘さ沈線を 5段にわけで幾らしている。

(4) 把手 6は鐙の環状把手の破片で、所々 K自然、触がにじみ出ている。 緑淡色で光沢を有する。

(5) 聾形土器聾形土器片はいずれも相当大形のものであるお前述のどと 〈焼成台K利用され

たもので、須恕器特有の慎色は再三の火焔のため赤褐色念いしは紫掲色と変っている。 8は漏斗状

v(開いて口線にいた夕、先織は創合K深い折タ返しをみせている。折り返し帯の下部Kは2条の細

かい沈線が続る。熊俸を付着し 1か所Kは2:.$:の指紋を残している。

?の饗の腐部から急、K立ち上って外反し、ロ級で折り返しをみせている。 清都には粗い畳目状敵

自文を残している。器函は凹凸が箸しく平滑で念ν、。 10の口湖まラッパ状KゆるやかK開いて口事裁

に至夕、口縁部の外側の造りは2段である。内側にも浅い段がある。口辺の上部vcは2条の沈線で
区切った帝のr;;VC 3本飽の櫛状工具による沈状文を付している。 上段のものは1回拾きであるが、

下段のものは重ね摘さである。胴部と口辺の接点κは箆Kよる接合調書裂の疫を残す。所々K窯擦を
付着している。ラッパ状κ開いて外反し、口線には折り返しがらる。ロ縁内側κは小さな段をつく
る。?本歯の櫛状工具で績に波状の文様を描〈背海波文を付した大壌の小片があった。

以上4個体分は割合K若草手造タである。とのほか3(国体分の無文の大饗片があョて、いずれも沼

郡から急K立ち上り、口辺は僅か外反して口線に至るものがあふ造りは厚手で褐色を呈している。

殆んどが懇の破片で器商Kは粒い畳白文を付す。 ζの他無文の獲の破片多数があった。

(6)怨形土器 7は口径6cm、高さ 4.5cmの小形の盆である。側面は底から球状K立ち上夕、口

線は鋭〈内湾し、仏総を思わしむる形状である。胎土は撞めて良質の粘土を用い、細砂を浪人L--

告書面は良〈陵研されている。憾焼が及ばなかったのは焼成中事長溶し、小形であるため灰層κ埋もれ
たためであろう。

ヨド窯祉の遺物の中で注目されるのは、窯床面から2点背海波文を付した大務片を検出したζとで

ある。脊海波文は、同心円状融具によって聾の内面を調製したものであるか、 須恵鵠製作技法から

は古い年代とされている。次Kロクロから切離法K箆起しの声干の"Jがある。茶自峯6号窯祉(な2)

の遺物も問後であった。

前述の 「祭の7惨状」の項でも本祉は茶臼峯6 考祉V仁平行するとしたが、 遺物も共~V(関連性をもっ

点から繰ー業は同一時期であ 2たと=考える。(金井汲次〉

経1.2. 大川清・金弁汲次 「長崎県中野市E玄関車買業遺跡j /宮浪 IU17の 12

第 8節 土師朗住居祉の調査

発揚経過

Aトレンチκ平行してBトレンチ4OmX2mを設定し 表土をはいだと とろ、 m1区中央の北僅
に石組みを発見した。 一部縫土がみられカマ ド祉と推定し、とれに伴う住居祉の発見K主力をお‘い
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ぇ。しかい紛作Kよる混乱

沙轍し〈、プランを確かめる

ととは困難であった。

石組みの上面は表土から20

cmjILあたっていた。壁面はも

とより、床面も破綴され壁面、

床面からの住居祉の追求は困

難であると思われるので、 右

組みを発掘しζれを中，(;托プ

ランの確認をすべきであると

考え、石組みの摘出を行なっ

ぇ。 Bトレンテから北方へ 4

。 os ノ狩る

策53図 土節期主主月号温上司監(1 : 30 ) 

mX2mの拡強区を設定し、石組みの周辺の土を排除した。

まずカマド祉西側から焼土とともK土師告書饗形土苦:~ j:干が底部を上lζ向けて出土した(第55図a
9 )。締ρて艶形土器が械だまPしの状態で出土し(第55凶 2)、 石組みは20cm大の河原石川限、10

C摺大のとれも河原石を数倒焼土内K詰めてあった。 ζれらの石の間Kは粘土を詰め能灰がその上を

被っていた。なお‘も土を排除していくと、焼土と粘土K速なって赤褐色に焼けた土器片方o.壁を思、わ

ぜる状態で出土した。

とれを追っていくと、右鐙白石組みと対称K椅円形のプランを持つ石組みのカマドであるζとが

判明した。右堅は河

原石を用い、とれK

粘土をつめているも

のと反対K、友自主は

土禄片と粘土でもっ

て築いていゐ焼土

を追って広げていく

と、訳機りの強い焼

土が説われ焚口を思

わせた。

土器の底宮:11-カマ

ドiI.I:を中心K床萄を

追求するため、周辺

を縦り下げたところ

東端の後口の検に接

して、 もう 1つの石 第54a1 土師期住居批唖匡
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組みが検出された。高台付F手形土器の底部と、赤色κ焼けた土録片と灰が認められた。河原石を20
cm大K長方形に割り、ほほ直後30C11!のピットをかとむようにして組まれていて、東側jκは石組みを

欠いていたt ~自j設の炉祉と考え られるものである。

住居祉のプラ ンの確却ま前述したように、耕作による被援Kよって不可能であった。カマド祉は

畝間K入って破泌をまぬがれたと思う。(第53・54凶) (下平秀夫)

融上の徳造

前述したようκ、カマド祉と関連する住居社プランは全〈確認する事ができ念かった。ヵマド祉
が住居祉の聖堂とどんな方向で取り付けられたものかも知るととはできな1ハ。

(1 ) カマド祉 河原石と粘土、または土器片の組み合主trcよって築かれている。焚口巾55側、火

床の奥行70CIIIで全体として府円形をしている。 会体(lC 20CIII前後綿タ 〈ぽめ、 [l!ï~は約20ClIl大の河原

石を粘土と組み合せて造っている。

まず、さき底2Zを土器片と10cIIf大の石で祭き、その上Kほほ同じ石を持ち送りの状草壁でお、いて、支

関ゆ代用をさせていたものと思われ、そのよκ20cIII大の石を置いて粘土をつめていたヰのと思う。
央壁もほぼ同じ鱗造であるお奥のつぼんだ所の前痛に一一カマド内K平板石(50 C/II X 1 5 CIlI )が

落ち込んでいた。東西援の両方K渡して、あるいは綾道の一部をなしていたのではなかろう-1)>0 菱

商は泉〈焼けていたのはとれを更K硲かなものとしよう。失墜に跡、て南側に多くの赤色土と赤色

灰をみたのは燈遂であろう";"0東鐙は石を用いず、土器片と粘土で墜を築いているカミ焚口部Kは

25c1ll大の河原石を置い・ている。基部K10cIII大の石を芯としている。支脚の代用として高台付用杉土

器を用いている(第 55図11)。

そしてとのととるKは他の場所よ

り多〈の土器片を用い補強してい

る。カマドの袖の部分~で厚〈粘

土で被われて辛子夕、カマド祉はい

ずれも赤色K焼け、特K央蓋の焼

成は激しい。床面は符K焼けてい

るζとはいうまでもないが、地:W

k達するまでに3層位が認められ、

各.Jt!とも 3-4仰の厚さであった。

①土器を混入した赤徳色土層

②炭化物が混入した明褐色焼土

・3黒潟色焼土-一地山という簸位

を示した。焚口に近くなるほど焼

土は少なく、灰は多くなっb

。)炉祉ほほ円形のピットを

15 節目図土師紛住f.!}~内出土土紛( 1 : 6 ) 
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凶むようκ、ζれも河原石を剖ョた2Oc1lf大の石を用いて築いている。粘土等で被った形跡はな 〈、

ピット内は焼土、炭化物、 赤色能灰、土器片が充満していた。ほほ円形のピットでるる治主東方K

首己石がな〈灰化物が多かーたととから焚口でちろう。焼土の下K炭化物届がみられた。直径約5切

である 。(金井汲次)

出土遺物(第55図〉

(1 )費形土器 (1)(第55図1--3) fiitu:と接して出土した。 1は底部を欠き、 2はロ縁部の

一部のみ決していた。 H:1:口縁部を下VC伏せられた状態で出土し、胎土、腕成と もK良〈明褐色で、

2は赤字島色であった。 1はロ綾部が立ち、府もそれほど張つてなく胴部Kつながってい〈。沼郡κ

は巻上げ疫を淡い横K走る刷毛gがみられる。崩部から以下位格子目状の厳き ElVCよる盤形をし

ている。 会体に荒い整形で裏面はかなb凹凸している。 li1部ゆ裏面tては、指1fAが重量されている。内

面は煤が付先ましている。ロ縁部は稿、々 j事〈、胸部は稲荷量事〈なっている。

5はロ緑郎のみである。赤褐色で擁成、胎土とも良好である。ロ綾部から用部κかけて、擦fZが

みられる。胸部は左から右へ績走する刷毛自篠痕がある。ロ縁は r(Jの字状Kなる。

(2) 誕形土鋒 (2)( 4 --6 ) 越社付近から出土した。明褐色で胎土はあまり良〈ない。ロ縁部

は外反ぎみで短〈ロ暦は丸味を持つ。約 1cm憾の捲き』デ淡を明確κ残している。内面は熱磨き し
てあり、 6は丸庭であるが他は底部を欠〈も、小さい平底がつ〈ものと思われる。 6の胎土tては砂

が混入されている。

β)坪形土器(7 --10 ) 月の白線は直線的K開くのが一般的である沙... 7. a 9はロ腐にいた

ってやや内底気味をみせている。焼成、胎土は良好で、底音防まみな糸切りである。勉枇内からの出

土である。

μ) 高台付坪形土器(11 --12 ) 篭社内からの出土である。台部が税々開き農は糸切タである

が箆で整形している。内而は熟磨きで、放射状K上方へ箆e吉野彰されて志、り、始土Kは細粒砂が混入

して色調は褐色である。ロ縁部VCf!:J:煤が付泊していゐ (下平秀夫)

まとめ

わずか1ク所のみではあったが土師期住居祉の調査にめぐまれたフ仇しかし焔祉のみで、 住居祉

の全貌を切らかKするととができず残念であった。篭祉の簡で床面を追求した沙ζ わずかに糸比庖

がみられるのみで、精査したが、殺併てよョて縫乱されて、事』そら〈貼タ床と忠われたれ積極的

に床面と断言するととはできなかった。他遺跡での例から費量の位鐙及び炉祉は住居祉の北西隅K築

いたものと推定される。駒ケ根市東伊那殿村遺跡(II圭1)や平出遺跡、(絞 2) I'C数例ある。

次K質量担上と炉のliilJ設κついては、更梅市巾回遺跡(置主3) VCi>'いて発見されたという。竃祉(tCffl
いられた河原石は、地元の人の話Kよるとを長源寺地域でtがB地内から石が出る事は珍らし〈、河原

石であるととから近くの夜間瀬J11か千樹川から持ってきたものと思われる。

本館祉の年代について、身;雀までの資料をみると石組み粘土溜は、平出法湖、、城ノ内逃跡(11:王4) 
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等ではかなり後術的であると とが織認され、勉んどが因分期のものであった。

そして出土土器からも、糸切タ底の坪、高台付亦土器告で、圏分式の特色を示している。また、駒

ク板市殿村遺跡、更境市巾回遺跡の住居社Kも国分期の新らしい妥紫を持ョている。本住居急上もと

れ等と問機な時期の所定とみてよいであるう。(下平秀夫〉

註1. 大場悠雄 「駒ゥ線市東伊那殿村 連軍隊J 信 機JJI. 4 -11 

2. 大場斜線他「平出J 平出迎跡絢蕊会 朝臼新聞社

3. 森島稔氏の君主示による

4. 岩崎原也「妓ノ内J 東京敏育大学研究報告

第 9節 中世 ・近惟の 墳墓群調査

土事軍基

(1 ) 土事事基1号(第56図) Cトレンチ4区-5区の南側から火事事墓群10ii基が発掘され、 5.F1 

31日犯との茜隙を採る発掘を行った。とのとき、西側の隣接地K赤褐色結土が現われた。火事事基の

ような僚の集締まなれその南側K混土層が深〈7搭ち回んている所が発見された。

そとで、北側の粘土壁を規準K穴を拡張しながら掘り下げた。結土蘭から 40......50 cmで、傘大の

車警が3-4倒<b夕、とれと共K古銭4枚が発見された(開元通宝、策秘元宝、正隆元宝、淳熊元安)。
念事¥発掘終了後K同属位と思われる東雪量粘土居中から、密着した2枚の古銭が発見された(紹聖

元宝、 聖宋元宝)。更tL60cII位~こ逃すると、 北壁寄り K径10cm大の石が現われ、 ζの直下K丸味を

保ョた頭'舟があった。

産員を酉に向け、石がとれを押し決した状態κなっていた。頭骨は永い間の土庄のために蔚平に圧
し演され、細かにひひ.割れてはいた効、崩れてはいなかった。頭脅から南約30側の所K、下校骨iJ;

4本、 ほほ同署北K繍つてなり、 との両者聞にも伶の細片iJ;散乱していた。 H本分の人骨で、北枕で

西向きした禦葬状態である。

頭骨の周辺や下から、古銭6枚が発見された(元張通宝2、元秘述ささ2、策定元室、j享照光安〉。

また人分のID-i半分を阻むような位盟で、鉄多J，Ip'r釘絡が発見された。南北約1悦の頭骨の北側と下
肢管の南側でそれぞれ3U-40 C1II、コの字形K多Iが残存してお‘り埋締ま木棺K納められたもののど

と〈であるが、指材は殆んどなかった。

拡は、縦が南北1.2 1n-、 横は東西0.8m、 深さ北壁0.6mで、拡底('I更t(10cm程凹んでいた。

(第56図〉

地表の1惨状は耕地であったため削平されたか否かは全〈不明である。木備や出土の古銭、隙D状

況からは、現在との地方で行われている土葬形式を思わしむるものがある。

l.d""入管の取り上げは6月2臼、信州伏学医学部香原志勢助教授ほか2名の助手によって行わ

れた。
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(2) 土事事基 2~ラ Cトレンチ2区北方拡援区K発見

された土葬墓で、地表下25cmVC入管が出土した。人骨

は頭骨と下肢管で保存状態は慈し E認すサは完全に紛れ

ていた。下肢符は一見周葬の形をとり、腰部辺K近世

初期と推定された小柄が副葬された形で置かれていた。

その入管を埋葬した墓穴の総脚立全〈不明で、現在の

土葬問機V亡、ど〈浅い穴をほり、向上托土俵頭を築い

たものと思オつれた。

。)土事事基5号 Cトレンチ5区中央κ検出された。
後記する火事事墓と同様な状態をとって会夕、その量は

少なし極めて締片化していた。呑源氏κよりそり仔
片の焼成をうけていないととが、指摘されたのな土

葬基5号と命名した。土拡の裁民プランは不明であ

る。えだ骨片の周辺κ焼土、禾本科質の木灰が相当最
存在したのが注意された。

1. 

第 56図 損害 1号土手書望感(1 : 20) 

似)土祥事4号土葬認 1~号発掘のため、南へ拡張した除、東南K隣媛して火事事基11号が発掘さ

れた。火事事傍の下から須恵器造りの怨終~，出土しさらにその下部が混土であるた臥 6 月?日ζれ

の発掘を行った。

約30cm下の粘土馬上に入管を発見した。やはり散乱した 4-5 個の聴があ夕 、 その下1}~VC入管が

あって、拡底はほぼ1号底と同レベルで、 1号南壁沙械となっていた。

人情は、火事草11号の直下より毒魚川西へずれ、仰向いた頭部を壁界κ少し寄せカ付、下肢符はとの
南約30cmの西宮を近くから南h東方向に廊膝した 4"2転がíltなっていた。 ~1まはj腐蝕が多かった買う人 歯

は顎の一部と共に粉々j京形を保ち、下校骨 もひび割れてはいたが同様であーた。その他の散布骨片

は 1 号ーより稀h 多〈、 ~J葬品等は発見できなかった。

拡は地形上充分主E媛する事ができなかったが、東西約70側、入管遺存慨は南北約旬開であゐ

〈奥津正朔〉

火 事事葛

ととK火事事墓とよぶのは、Cトレンチ及びその拡張部κぉ、いて発見されたもので(第57図)、粘
土と一部に小石を敷いたようなJ罷めて簡単な流構の上K細かな火葬人竹片を集積い それをなよそ

12個所にわたって配置しているものをさす。

との火葬墓群はいずれも南面する安司思考丘陵の傾斜地K臨んで立地しているカミもともととの発

見は全〈予想されていなかョたζとである。その動機は、 Cトレンチ発泡の除 トレンチ中央部K

ないて基盤の落込みが認められ、はじめ住居祉等の盟主であろうとZ予測されたのであったカえ拡張発

掘した給袋、はからずも 1号から10号までの火事事基祉が次々と発見されたのである。結局、ごの落
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'j 

込みも後述のように火葬基K関連する遺携と考えられるK至った。な払 ζのー苦手からやや離れた

地点vc"号が、Cトνンチの他の地点よ り12号泣;o.発見されたが、 ， -10号が大体一個所Kかた
まって規則的念配列状態を念しているのK対し、とのこつは出土状態等の点でやや趣を呉κしてい
るようである。

ととろで、火葬基とするとれらの遺構や人骨の出土状態であるカミとれKついては特t(1-1O号

Kおーいて明らかK把録されたといってよい。即ち、厚さ約20帽の表土u恐喝色土層)のすぐ下K続
〈基盤〈草壁褐色粘土j寄)は丘陵線Uとおって南側に傾斜する点遺柵まその斜面を償へ平行に向1)りと

り壁となし、その下官官に巾約1.5悦の平端函を整地しているのである。 Cトレンチ(1(認められた当

初の落込みはとの慣のととである。そして、との平線地のよtては粘土の縦士が施され、その部分が

土.[j~犬にかためられている。火葬傍は大体との盛土の上κ配置され、砂利や小石をftもなっているの

である沙えとれを会体的K観た場合¥丘駿の斜面を利用して地面宏階段状につ<9，定の粘土盛土

でかためたよκ点々と火事巨人骨を配列したような状態に念っている。後15cmほどの純郎内Kである。

しかい火殺人債の出土状態はむしろ不規則なもので、必ずしもー織の形式を保っているとは考え

られな~o 強いてその特徴をちげれば次のように二つK類別されよう。

I額小石を敷き集めた特別の遺構を伴なう もの(1号- 6考 ・9号)

E類 粘土の盛土の上K小石のかわりに砂芳tl等を充当させ、1II艶火葬軍人符を集積したもの(7 . 

8 • 10号〉

I額の場合怯更に 1・4・5号ゅようK小石を敷いた上κ比較的多〈の入管を置いた形初旬つある

ものや、 5・6号のようK人情片は非常κ稀だが小石が最も多〈集められているもの、また?号の

ように人骨の集積された上K大形の石を置いているもの念どK分別される。との中、 1・4・5号

の例などは当火葬祭群t(~，ける典型的念ー特徴を示すものといえよう。特VC4 号祉の場合では小石

2. 

民57箇 中世 .近世演答書草全体図( 1 : 90) 
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3カ斜ウ併司

も同綴であつた沙k ζれらの小石群はイ何司ら治か‘の用途をもつて、主念Fそら〈火事努事4傍争を9時事する際κ数νい、
たもの3かo併‘、あるいは闘ったものであるお別K、 5 ・6号のように入管片沙C皆無K等しく小石ばか
り累積しているような状態の例もあり、また?号のようK大形の石をもョて、集積した人債を上か

ら押えるようにしている状態のものもるり、 一定していない。

E須の.t;a合はJiiJ者の 1 ・4 ・5号等と問じ〈緩めて貸の量が多〈、散乱せずKかたく集積してい

ふとれらKは共通して意餓的な石の配置がな〈、前者の例Kも多少認められたれ粘土盛上K細

か念砂利を敷さ、その上κ入管を置いている一方、この類例(7・8・10辛苦)はいずれも般におっ
て所復しているととが指摘される。

与L上の外~'L 11・12号の場合であるが、との二つは出土地点や状態のよから務し〈明確さを欠い

ている。11号は土弊惑の甚穴の上郎にあたる黒徳色土居中から出土したもので、 1 ....... 1 0~号火事事基哲学

とどのようなつながタを有しているものか把握されなかった。但し、小石を敷き火事事入管を伴なっ

ている状態は1・ 4 ・5号枇のものと同類である。また、 ζの出土地点が中世土事事基の上馬:乞相当

する点、当火事事事の時期決定の上で重要であると思われた。 12号は火葬慕群から鍛れた地点K出土

しているためと、明 らか*-遺構を伴なわず、細かな入管片が出土しているKとどまり、趣が典なる。

以上、火孫基の状態を中{;托概略述べたが、 ζれに伴走って出土した人工遺物は意外に少な〈、

出土遺物としては11号社κ小石と共K敷かれていた擦鉢の破片と、 4 ・5号iJJ:附近で出土した刀の

鍔だけであゐとのととは当然次葬慈の時隊撤定り上に支障をきたしているのであるカえ今の麻

橋鉢は中世のものであり、刀の締ま出土地点Kやや重量点を残しているも、その時締ま近世後半のも

のであるという ζとが知られている。

~払 5号祉のすぐそばに炭片の集積が残存していたが、火葬墓と何らかの関連性を意味するも

のであるう。 (関 孝一)

境纂草草出土遺物

(1 ) 腐鉢(第58図) 火葬差益11号祉の発掘Kよって検出された矯鉢について、形状を述べ考察

したレ、広郁から口辺に至る大片1点と胴郷小片5点の富十4点の遺物である点復元によって総形

の全姿を知るととができる。口径34cm高さ 12.5c加の背灰色を呈する須恵質の締鉢である。庶後15

mがら00度の漏斗状に聞いて口辺に護る。口辺VCId巾 4cm.、長さ2cmの注口を付している。主主口の

胴部の厚さの2分の 1( 6 1II11)で、口辺(IC後から取り付け援策後は内衝を指で、外面は竹箆で後点

を謄いている。

矯鉢の内側には 10条の櫛状工具κよって底から放射状に縦の~Jみ自を錨き、摺りの機能を高める

施文がるる。底から 6Clltの高さまでは揺り滅タKよって条痕はうすれ、自灰色K変色している。外

側乞はロクロ目を残し、底全面Kは内側K掛ハた梅状工具Kよって経〈調製した痕がある。

矯鉢の出土例は長野西広枝々庭、上水内郡、戸際、村奥社講堂祉や、近OC:はよ免(下向井君似』ノ

内町)( .主 1) vc求めるととができゐ上条の場合は住居社内Kあった焼土の周辺から椛鉢片8点
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と古銭5枚が出土した。援鉢の大きさは安源寺

のものより粉々づ嵯りである弘その他は極め

てよく類似している。出土銭の例を考定すると

中t註も中葉を少し降ると恩われる。

議 11号火事担軍基出土治鉢 (1 : 6 ) 節目図

本祉の場合も中世中葉末と考えたレ、。本祉の

下層K存在した土葬萎4号は、 1号l:11:と遺構.

遺体は問機であった。後述のどと<1号祉の年

代は出土銭例から中世中発と推定い届fTは土

葬墓担上2号が中世中期で、火事事益社11号が中世中隊択となる。

α)古銭(第59図) Cトレンチの5区海側鉱綾部から発掘されえ土葬幕1号祉から12枚の古
銭が出土した。銭穏・輩・鈎迭さ話時の中国務王 ・鋳造年代( )を示すと次のとなタである。

T枚磨高祖(621年) 景徳、元~ 1枚北栄仁宗(1034年)

2救メヒ采神宗(1078-1085年) 元結通宝 2枚北宋哲宗(1086 - 1093年)

1枚北采哲宗(10何 -1097年) 聖家元宝 1枚北采徽宗(越中年間〉

1枚金宇野亮(1157~手) 淳斉捜元宝 2枚南宋孝宗(1174-1189年)

景定元宝 1枚南-*理宗(1265.......1274~手)

銭穏は?積額であるが、元重量)dlモさは棺番と隷番の銭文であった〈第59関上〉。淳j際元宝のみが

rUJを上部Kr. Jを下部にして骨文としていた。一散K療被度が高〈、通貨としての機能を充

分に果した鋼章受で、遼体納穏のE寺に副葬品
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として納めたものであろう。

出土銭の殆んどは関元通宝であるカミ下院

附ま壊成年代によって異なる。回去を(中野

市図表江本庄一郎氏宅)(註2)は洪武通

宝が下限であった。本例は景定元宝カヴ限

であって、次に〈る至大i温室、大元通宝、

大中通室等は符在し念かったρ さらκ次代
の明銭、洪武j必宝 ・永楽通宝も無〈、

当該時の埋蔵とすれば永楽銭は必らず含ま

れる。今回のものtては皆無であったゆえK、 にピM h事笠尾誠

~\)念さむ
脚~ 問 時_;..J

q竺ヨ 炉圏雲〉
調竜 1脅土郷軍遂幽玄古銭.釘(1 : 2 ) 

zzv-伊

もし

その年代は策定元宝から供武永楽銭の間と

輸入の時間的差異を勘案しても中

潟59ao

一92-

思わ才、

世中期に位置する ものと思われる。

β) 多I類 土事事事1号急上から1-l}fdJ顎は

13本で、そのうち鉄鎖ま11本竹裂は2本

であった。鉄製の釘は腐蝕し、訴のため翁



状の凸凹が甚だし〈原形は判明しなν、。しかし

残存例の段も良好と思われる 2本の場合をみる

と長さは5c揮である。

竹釘〈図右端下2本)は赤栂色を呈し、原形

の半折のものであるお(第59図下) 釘締ま

捜葬穆K使われたもので、出土状態は前述の通 鰐60図錦2号土郷縫出土小柄(1 : 4 ) 

りであるが、長さ 2.5cmであったととと、竹jr

の例から棺材の厚さは 2C11l位のものを使用したのではないかと縫定される。

併)小柄(第60図) C トレンチ 2 区の北拡張部K所在した土葬li~ 2号祉から出土したもので

ある。

会長21.4側、刃部12.4ClII、柄9c筒、巾2.2C1I!で、 A面は上方κ向けて置かれ、柄D部分は銃ひ.

ずκ青黒色を5乏していた沙入刃音防ま浅い腐蝕が全面に及んでいた。 Bで見られるようK右K稀々幽

げられていたが、その事情ま明らかでない。 C商は下方κ置かれ柄を徐いては腐蝕が慈しく.所々

に小さな締状の錆がある。

小側ま脇差等の鞠に添えて挿して辛子〈万剣の小道具である力、普通Kは10cm前後の長さをもち、

巾は 1.2ClII位のものとされているカ人本品は前述の如〈緩めて大形なものである。鍛造も良野でな

いととろから副葬を目的K製作されたものかも知れない。年代は近t陵高官期後半ガ歪中比頗のもので

はあるまいカ勺 (金井滋次)

陛1. 山ノ内町総主主館予定 昭和28ff;4月、山ノ 内町よ条3869畿地(鳩主=池間ーニ氏)の
水間

から中世の住居祉が発見8れた・億居主止は往穴14、焼土.通量物は筏片10..t骨密鉢片8.須忠告惇

片 3.土筋書件片 1.古銭4(豊司定通~・然lljI:元~ ・ 7志望量ìID.~ . 元本おi滋吉区 )

緬鉢はRま径14c/lfで内側には10本の榔状工具による縦の丸み自がめる.

際 2. 臼比野文夫 長丘村出土宙鍛調査 「下軍事弁J所収

第 10節 墳墓群の 考察

本調査地区の西部K:j;;-いて発見された墓地群は、火葬墓11か所一群と、土葬墓4基の一群であっ

て、まずとの年代的位世づけKついて述べてみたい。

。)火勢墓群本火葬墓群は、南北1.4m、東西文2偽の浅く田んだ墓域内K設けられた土壇と

ife聴遺構の中に、 10個体分の火事事入管を各締体どとに配列して忽葬したもので、一定の配列状態が

認められるととろから、さして時間をなかずK援納されたものと考えられる。ただし4号土葬基上

層部K検出された火葬墓11号泣と向12号祉はとれらのー辞からやL緩れた単独のものであるが、配

際遺構や崩位の状態から見てさして時期のかわらぬものと認められる。

埋葬状態Kついては第?節に述べられたように二つの形式が見受けられる。すなわち、配聴遺
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鱗を伴うものと、伴わないものとであるが、前者は土壇上K位置し比較的人伶量が少し後者は、

f側、遺構に位置して人特吐は比較両蚕蓋~~吉元とれ止ま何らかの差異を元サものであるうが、明ら

かでなレ、。それは努女の蕊年鈴革・社会的地也、身分等の差等であろうが、副葬品もなく人台も

燃焼度が著し〈細片化し 更に採点午e傍幽が著し〈測定不能であるので差安材:認められるととを指

過するKとどめた凶火事草符を配列する事事法~他例K求めれば、関東地方κは中世の「やぐらJ

o貴重苦〉がめ夕、鎌倉市浄光明寺例(註 1)によれば、小規模な検穴の内部に、車襲を数き並べた穫

を築き、壇上の失望Eκおって平行十て火事事管数笛体を滋べ、そのi狗K石造五輪塔輩瀬戸小議瓶、素焼

小強等が副縛されていた・という。本O1J1t(穏められた火葬管のEげ払配穣遺榊、小規模な土埴状遺構

等はとの「やぐらJのま事法と一聯の関係をもったものと思われる。副葬品については、前述の「や

ぐらJと契り、ほとんど的j非.品らしいものを伴。ていない。ただし1'7:i茶は、須慈善幸質繍鉢(第58

|凶〉を伴ョてお、り遺物のうえから唯一の時代決定資料を提供した。 i進物Jの項K述べられている

よう{広中盤としての特質をもっ本品の出土例を、近<vc求めれば、善光寺平(i(i>'!いては、長野市

長野西高校敷地fy!J-上水内郡戸隠村戸隠神社突社遺構〈室主2)例、下高井郡山ノ内包丁上条例がある。

特K上条例は、住居社内部に存在した焼土の周辺から栄銭を伴って出土してお‘り"Tt主中鳴をや￥降

る時期のものとされている。本例はとの鎗鉢よりや』大形であるが、形態、施文九器質等きわめて

類似している。また、新潟県金谷待望書H 貫主3) (i(ないては、摺鉢数筒カ又妥E破片と共κ副l持されて

いた。 との燃甚は、円形のマウンド(径7明、 高1.5m ) に特右が施され、 その内部~て、 j早い木炭

胞があ夕、との中K多包'の入管が埋葬されていたという。調3筆者は、中世のt貨基と断定されている。

4号火葬事南側出土の刀剣j締ま、木瓜形(短径Z3 CIII、長径6.5C1Il ) で湾曲が浅〈表面K菊水文

織が浮3どで鈎出されている。表面は無文で、縁はかり返して厚〈なってなり、全体κ鋳造が粗悪で、

ぶ厚い(厚さ 6醐)点本近世の所産と認められる。出土層位が表土である点と併せて、 本火葬墓

に直属したものとは認め勝1"0以上副葬品から見ても、本火葬o;が営まれたのは、中世中葉の時期

として差し支えあるをい。

次κ層位関係からの問題であるが、権鉢を伴った"号火事事墓の直下K存在した 4号土葬纂は、後

述ずるようK中世中棄も中どろのものと認められるととから、との火葬墓群拡、土葬事 1号・4号

に後続して符ま れたも のと解され、 その時期は、 中世中葉を~ぎる末どろのものと推定でき るので

ある。

(2) 土葬墓群前述の火事事基に近接して出土した土葬墓群は、 d是きが数えられる。それぞれが単

独に営まれたのかその分布Kはまとまりがないが、その著手法から見るとき三形式K分類できる。

第一額は 1号土葬事K見られる長方形竪穴式墓紘K埋葬された木棺内人骨は、北頭位、酋面、横

臥屈葬である。副葬された古銭12.枚は北宋銭(i(限られ、その下胸ま、景定元宝(1274年)の終末期

から伝世蜘渇100年として、まず14世紀末と見倣すととができる。したがって時代的に見れば南北

朝時代中どろ1;‘ら室町時代初演のとろK係る頃のものであるう治、 4号土努事も恐ら〈ζれに類し

たもので、 事事法が、 仰~風葬の点、 関l事事品がない点が異るのみで、他は 1 -!季祉と同じでる りほ~同

一時期のものと見倣すととができょう。
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第二締ま、 5号土葬甜と見られるようκ、義広が浅〈、焼土、灰層K図続されたもので恐ら〈、
程署特乞伴う焚火であョて、いわゆる幡火の風習をもの諮るものであるお注意すべき葬制であるカ入

工修中に発見されたもので詳細が不明な点は残念である。との時期については決定できないが本土

夢路中もっとも古い時期を未ナものであるカミも知れない。

第三類は、 2号土事事墓K見られるような掛ハ墓拡中κ北夏目位、西商、検臥、屈努と推定される人

材が存在した。 ζの人労は、多J類など認められない ζと、嘉拡が浅い点などから見て、木穏ではな

〈、徳包または後援された状態で壊事草されたものでるろう。そして益広の上は「土まんじゅう」形

を呈していたようである。翻l事事品は、鉄片と大小柄一銭〈第60図〉である鉄片は、腐蝕が話し〈

不明であるが鍬先類似のものでるる。大小伊抵、鍛造でなく、延鉄(のベがね)を加工して形を監

.えたもので、実用具とは認め縫い(箆 4)。近世K流行したものである点や前述J所見放‘らみて怒

ら〈埋葬期K特K作製されたものではあるまいか。現在も行われている務儀の風習の中κ、死者の

埋葬前K、遺体や納結後の稽の上に刀剣を置〈風習が県下各地に行われているカミ以前κはともに

製納する風習が行われていたのではなかろうか。少〈とも近世中葉の頃の時期を示すものであるう。

以上、土務事若手について述べた沙ザft態、綴相もそれぞれに異夕、その年代も、中世中葉から近世

中楽にかけて営まれた土葬墓群であるζとは疑いない。

(3) まとめ 本遺跡の古墓は前述のようK土葬墓4基、火事協12法計16義を数える払土孫基は

やh散在し時代的Kも断続的であり、火葬墓締ま一つのまとま bを示い同時的念存在を示してな

り、土葬基第 1類(中世中期中)一一火葬墓(中世中w抹)一一土葬g第 5類(近也中期)という
変避が見られる訳である。とのような例を他K求めれば岩手県江刺郡大里村所在の薬師堂山積甚が

(殴5)ある。 ζの古墓群は、山頂の筒W:斜面VC4碁の方形マウンドがあ夕、火葬墓と土葬品切:恕

められ、火事事基から永楽通宝、土事事11:から金属小片が出土したのみで、他κiIDJ葬品が認められず、
ζの点本例と類似している。調査報まとれを中世の造営としているが本例も中世中葉から近世にか

けて土葬基 一ー火葬基一一土事事基という変遷が見られる点注意しなければ念らない。ζのような事事

館1}7.)時代的援溜ま何Kもとづ〈ものであるうか。 ζの追求は、地域の歴史的背景の追求Kよって究

明されるべきである。例えば土事事はわが国V亡命ける先史時代からの現在もなが行われている土俗的

衣袋紫の強い葬制であり、火葬は七世紀初頭に僧道照Kよって始まるよ うK、仏教の影響下κ形成
された葬法でるる。本例火葬暮の示ナ中世中葉K沿ける土毒事から火葬への変化は、恐らく 宗派の変

化Vともとづく ものであるうと思われる。近代都市を除いて火葬の}Jfa.習を強〈示す地域は、浄土災祭

の布教されている地核である。前述金井喜久一郎氏報文Kよれば、ζの地の名称が示すよう K、中

鶴男基の安源寺(曹洞宗)が存在い室町時代末Kは、関東争乱を逃れて浄土真宗本聖寺がとの地

κ遷夕、やはり領主間の争闘、交代を縫ってその後護をうけ、最後K安源寺丘援の北西、牛出地絡
に寺を置いたといわれる。との聞に門徒の鉱大、宗旨の布教が行われたととは想イ象ずるκ裁くない。

本墓地群ーがとれら中世終末の宗教集団の活動念ど社会的綴相のもとK形成されたであろう ζとはい

うまでもないが、文献史学的κもζの背景を明らかにする端落となるであろ う。記して後考を待ち
fヒν、。
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第2~、との墓地群に見られる庶民性についてであるが、副葬品の乏しい点、埋葬形式の簡素な

点等著しく当時の庶民生活の内容を反映しているものと考えられる。加えて勢制についても、土事事

墓群Kそれぞれ変化が認められる。とれらの追求は、土俗的、民俗学的な面から追求が可能κなる

であろう。

埋葬K伴う儀礼κは、 宗教的な規制よりも土俗的、慣習的な規制が著し〈強い(紅6)とされて

いる。との点本例K伴う具体的:1:内容が民俗学的κ明らかKされれば幸甚である。

また、中世tては、庶民的仏教の普及により、板碑などが盛行するカえ本例には全〈出土してい左

し、よ野園、武蔵圏、あるいは北陸地域等苦苦しい板碑の盛行が見られるが、信織の地域はどうであ

ったろう刀、。特K中t往来には信仰の対象がその初期Kくらべ変化混乱の機相を示す(舷7)という、

本例がその中K会いて一般的援穏を示すかどうかも朱解決である。まえ火~~~は、問答制の興ハ

があるカミ民俗学的な調査はまだ行われてい念ν、。

とのように本墓地群は幾多の興味ある問題解決の端箸と念る性格をもつものであるからとの点

κついても今後K期侍したい。
第3(IL、との古母電器の立地κついてである。 r路徳丸-vf-g:Jとよばれる広い沖積面を践む丘陵の

斜面に営まれた中世の墓地群は、遺体生前の住居の存在を必然的K追求させしめるのである沙人当

時の集落はどとに立地していたのであるう1J>O領地を統括する領主の居減は別として、水稲耕作を

督官庶民の生活立地は、少〈ともとの基地よ り下方の沖積面K近い場所であョたととは想像に難く

ない。来してそうであるとするならば、との墓地の位置は、少〈とも水田耕作地帯を一望のもとK

眺めるととのでき得る高所であり、いわゆる「山上他界Jとしての立地をもっととKなるのである。

火葬塞が被葬的性格をもつものであろうととは、前K述べたが、いわゆる両基的性格の中で「援

め墓Jとしての性格をもつのも ζの位置は恰好の立地をもっている。との地点を平行に直下を走る

改修前の県道中野豊野線開設工事の抗、江戸時代の墓地が多数発見されたという。 ζれら江戸時代

基地若手を営'んだ集落も、恐らく、沖積茄に所在したいわゆる新倒集落の一つであったろう。中也コか

ら近世Kかけての農耕集落の位置も文献学的K解明できるととであろう。そしてその生活の中K営

まれた葬送儀礼の風習も民俗学的K追求し得る自の近いととを期待しつつ、二、三の問題を指摘し

て当考察に代える次第である。(林 茂樹)

舷1. 赤!tia:忠「神奈川県鎌倉市浄光明寺境内やぐらJ自主主考古学年報11所収.昭和33Q:

t:E2白 石 田茂作他「戸隠線合翻査報告僻」 償却型f露日新聞 未刊

E主主 寺村光晴 f新潟県中須服部金谷清毒事J臼本考古学年報13所収昭和 35Q: 

院 久 二長野県刀剣登録革審査墨書員間関久悶氏の教示eニ依る.

Ili 5. 右足弁・骨骨量露 「永淡泊宝令出土 したを当手県江刺榔3王箆村喜高師法山の事実滋側道i:l仮事担」考古学総書きる8

の 1月時収

貫主6. 桜弁徳太郎「在来慣仰と仏教信仰の接触変容J臼本歴史請書究所収 昭和初年

証主 え 平々和語草「中世主防士ぬ減における鰍仏信仰の比継」臼本綬史考究所収 I昭和39年
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第 11節 土葬・火葬墓出土人骨
。守

中野市教育委員会からの入管出土の報t(.援し、 1966年6月2日私どもは発掘作議末期K近い安

源寺遺跡をたずねた。

。) 1 号土葬器入管発錨甚祉審宇の西ど~りの一段と掘り下げられた位置K、 顕併がわずか念が

ら姿~みせていた。注意ぶかく織り下げたとととh 左側を上Kして、西向きの頭骨があらわれb

すなわち土葬義人骨第 1号ーである。水気を多〈ふ〈む粘土質の土績の中K埋没した.. ~'tの保存状況は

極度K慈しただちにはらはらと崩援しそうであっ b 脅の腐蝕の程釦まか1.rt進んでかり、骨片

というよりサ粉というべきものであった。土はかなり固〈、特K鎖骨内部の土は一層線味がかって

いた。それで、竹ベらをもって丁度彫刻でもするような気持で精細K外側の土を剥雌していョたと

とる、かなり原形・~保。た土塊頭骨が浮き出てきた。一見すると?がなり完全な顕"，!J'が発掘されたか

のようにみえたかもしれない。歯列はと<0ζみζとK残存していた。ぞれは丁度マレクラ島の似顔

頭骨(エューへブリデス諸島のマレクラ島では、死後近親者の頭骨K土立与で肉づけをするJ5!.習があ

った〉のような辛子もむきがあった。しかい骨は罪事くなって、そのょに金箔のように部分的に付着

しているKすき'なかった。充分観察し、写真等に記録した上で、一挙K土塊顕背創刊意の紙鋤とそ

のままの形でお、さめ、松本の信州大学医学部第二解剖学教室K運んだ。

1号土葬義人4すには、 E民世?のほかK下肢骨が出土した。それは頭骨より約50cmほど筒κ並置して
いた。体幹蹄や上肢その他的骨は発見できなかったが、とれらから組努位と想像してもかまね1.!い

であろう。・1fKは土がかえ〈付着しむりK剥がすと骨そのものを磁波するお・それがあったので、

くわし〈同定しなかった?弘のちK管貌ドをしたと ζろ、左右の大腿骨の上きsであった。

頚管。す〈・下から?枚の古銭が出土した。開元通宝、元宝通宝、景徳元宝、元降元室、策定元宝

各1枚、元結』自室、淳熊元安各2枚である。金井l/J:.次氏によれば、索定元宝(1260年)がもっとも

新ししその点から鎌倉時代後期から足利時代と考えられるというととである。

(2) 水洗いと復元 対室後、骨の崩壊を志それて、かなりの期間空気中にさらして自然乾燥させ、

その後静かに*vc:つけ、丁寧花水洗いしたρ しかしその結来は無残であった。わずかな骨片、そ

れも腐蝕されてi緩くなった小管片が200片ほどえられたにすき'なかった。

70 _'8()時間ほど，I!tつぎ1fCJJJ.心し復原をはかったカ入完全頭停をつ〈るには質・母ともlζあま

タκ賞弱なヰオ料であョたか'顕'1手Jtのうち主なものとして次のものがある。

前頭骨の眉倒付近、後頭伶片、右似顔骨(錐体、外耳孔を中心とした部分)、治錐臥左右上顎

'f 

骨の口蓋払眼目高級小片、下顎骨(前部、下顎校の大線分を欠<)。そのほか 1criにみえない小片

は多数あり、それらは頭件各部it(属するカ入たがいiそ隣接するととはない。歯は1，7本も保存されて

いた(右上顎:第1小臼自信、第 1-3大白歯。左上顎:中切磁をのぞ〈すべて。-ti下顎:時j、白鶴、

第2大白歯、中または側切島左下顎:犬歯、第1小自畿、第2大臼歯)。

頭骨とともK軸払顕維の小敏片も出土した。右大陸骨は小転子をふ〈む10cIJIの長さのもので、

後衝のみであり、左のそれは小転子の直下から1除置の竹筒状の断片であった。

r
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μ)人材の特徴以上のようK不完全でるるiJ久本入管は大腿特の強壮なとと、乳様尖起の突出、

土塊頭傍VCi>'ける前顕部の形状から、男性と判定される。

年令は、現場では50オ前後と推定したカ人その後精査したととろ、自盤牙の使締まそれほど若しぐ

なかった。智歯の線は形成されて為、り、20オ代はζえてなり、また時代金あわせ考えても30オ代後

半〈らいと推測するのが妥当であるおわずかK残るいくつかの縫合の状態からみても、との年令

見当と考えられる。

頭怜の厚さはあまり l厚くな〈、下新貨もそれほど強壮ではないカ人大槌怜はかなり伴〈殿筋粗菌、

恥竹筋綿は強〈発達してなり、特K内側広筋の付着縁は顕著である。上作体断商示数は26棚 /33.0:

= 78.8であョて、 馬_;y.大蛇噌pユafymer~て廃する。とのととから下肢筋の発途が惣{象される。

鈎Kはt食品留がみとめられる。ぞの程度を示すと、02(，亀蝕が象牙質問、よぶもの):上夢賄第

1、ti.第3大白樹、。1(エナメノレ質のみにとどまるもの):上顎右第3、左第1、 2大白衝であ

って、歯髄κ巡する(03 )以上のものはない。一般K上顎歯よタ下野i磁の方iJt~街地，~、2容が高い

が、ととでは下掛自信Kは馬鵡はみられぬ下顎歯がるまタ残存せぬためであろう沙地佐倉朔Kよる

と局歯は時代とともに出現率が地え、鎌倉時代では一人平均2.1本、室町時代では4.3;;ドという。

残存数から考えて本人材はとれらの時代よりやh多いというととができる。食生活と閲迷して考え

れば街白いととである。

右上顎第1大白歯は岐合函が大きくえぐられて、その部分(tC局歯あとがみられるのは、対応する

下顎大白歯との校合の不正Kよるものであろう。

弘上1号土葬&の入管bてついていささかながら知れるととろを記しb 約700年の問、土中Kね

むった後再ひ・土塊頭符として生前のなもかげを伝えるかのようK見えたiJ... 自の目をみるとと健か

1時間あまり、研究室K訟くられてからは、僅か念頭狩片と化してしまった。それtlいなUてか鋒聖俸

の命をお、もわせるかもしれない。

(4 )火葬特 火事章常Kついては第1号から12'号まで観察した。そのうち、大部分は特洗いをして

みたが、12号が肋骨のみであるのを除いて他は量の多寡はあれ、すべて全身の伶から成つてなり、

それぞれ 1倒体分と考えられる。

本相をまとめるにあた夕、山崎拡灘朝五回中突の 5氏から藤洋上主挺1.t教示をえた。記して

感謝する。(香原志勢・中村畳流 ・西沢寿晃)

第 4 立
早 結 び

今次の緊急発都調査実施Kあたっては、県当局ならびκ中野建設事務の破絡の御懇情を賜わり、
支え、地域の方々の御協力と御支援をいただき、所期の目的を達した。その間ともK物心両面κ亘
ョて衡暖助を受げた。
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調査則的jは5月27日から6月10日までと した沙え遺構 ・遺物の検出があま !/VCも多〈、 ついに

日延べの止むなさ K至り、 当局、延長を依頼したととる、快〈水認していただいた。その上、工事

着手直前まで残余の地区の試認を許可され、最後の.役後まで御協力を賜わっbζれ一重K主主政文

化財K対する草案い衡理解と愛護精神の発露であって、記して謝意を表する次第である。

既調査 ・ 分布調査等Kよって孜々の予想は~~主時代 ・ 土師隊約住居祉、 各数戸と遺物その他の検

出を予想した。しかい実際tては時間的K空F駒 vc幅広い一大複合遺跡で調査員をしばしば戸迷わ
せた。 上は先土器・末葉から降雪ては近世に亘るものであョた。

緊急発掘調査の結果、次の如き成柴を待た。

(1 )先土器時代(後期) 石器・石局(少)

(2)縄文式時代(前・中期) 土緩・石器 ・土製品

β) 弥生式時代(中 ・後期) 土器 ・石器・土製品(多〉 土拡基枇(24) 

併) 古 代 トンネル式無段登窯(1 ) 須患者苦・布目瓦片(少)・土師期住居祉(寵・炉)

土器

(5) 中

μ)近

世土葬墓(2 )人命 ・古銭(12)・多r( 10)・火葬墓(12 )人骨・鎗鉢片
t堂土葬墓(2 )入管 ・小柄・古銭(寛永;m宝)-鍔片

以上はその概要であるが、詳細は前述の通りで、現時点にかいて考察も加えた。

調却ま|繰られた経俊と白時の中で、とれを克服すベ〈 、尽せるだけの手を尽い記録保存の万全

を期しむしかし、折からの田植時K遭遇し作業員の磁保は閤難を緩め万全であったとは申し緩い

点もあった。 深〈反省しているととろである。

当遺跡は我々の調査終了後、匂日を待たず泉道の付替工事が開始され、大型のブルトーザー・タ・

ンプカーは稔ってその像力を発機し遺物の包含1震は消滅してしまった。其の後も工事は続けられ、

遺跡の地表下沿よそ8怖は大き念切り'lUしと変り果ててしまったρ 我々 はスコップ ・移穏ゴテ ・竹

ベラ等で精査した作業K比して、変貌のあま りKも悲しいのK驚傍するとともに、調査K従事した

者として転々備容の感慨一入なるものがあった。我々K隆史の 1コマ 1コマを物誇った遺織拡永劫

K僅着実し去ったのである。(第61幽)

しかし安源寺遺跡、は極めて広範囲K亘っ ている。今回の制査はその30分の 1 1'(も及ぼ~\r.地域で

ある。今後の発掘閥査κよって、その全貌は把握できると忠う。究明の前途lr.J:険しく厳しいものば
かりで、すべて今後に待えなければな らない。

ζ¥.1'(調査沙涜了し、一応の整理が終った機会K、各調査員が分担執簸して報告書K纏め、上梓

する遂びとなった。上述の如〈今後は更K調査を重ねるととKよって資料を分折し、検討する ζと

によって遺漏なきを期したν、 (金井汲次)
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翁61図 翁王筆直後の泡跡破緩状況
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